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Altova SchemaAgent 2021

1 はじめに

Altova SchemaAgent 2021 は複数のスキーマを管理し、 視覚的なユーザーインターフェイス 内から W 3C XML スキーマ間のリレー

ションシップをビルドすることができる Altova の技術です。SchemaAgent は Altova MapForce デザイン (.mfd) ファイルとその関連付

けられたスキーマ と XSL 、または、 XSLT スタイルシートと W SDL ファイル間のリレーションシップの表示をおこないます。XSLT スタイルシ

ートと W SDL ファイルのためにリレーションシップと依存関係をビューして変更することができます。

Altova の SchemaAgent テクノロジーは 2つのコンポーネントにより構成されています:

· SchemaAgent サーバーはサポートされるファイルをネットワーク上の1つまたは複数の SchemaAgent Client にサーブしま

す。ローカル サーバーは SchemaAgent Client と共にインストールすることができ、また、独立したAltova SchemaAgent

Server インストール、または、サービスとして作動します。

· SchemaAgent Client> は、 SchemaAgent サーバーによりサーブされるファイルへのアクセスを提供するグラフィカルなユーザ

ーインターフェイスを持つアプリケーションです。。貼り付けとドラッグアンドドロップなどの標準の GUI メカニズム を使用して

SchemaAgent Client ユーザーは、ファイル間のリレーションシップを簡単にビルドし、複数のファイル間での、パス参照などの大

きな規模の変更を行うことができます

SchemaAgent テクノロジーを Altova XMLSpy®  エディター 内でも使用することができます。XMLSpy は LocalServer または

SchemaAgent Serverを持つ SchemaAgent Client と通信します。

Altova 製品範囲内の SchemaAgent

SchemaAgent Server と SchemaAgent Client は、 Altova W eb サイトの SchemaAgent ダウンロードページから個別にダウン

ロードし個別にインストールすることができます。SchemaAgent Server を無料で使用することができますが、SchemaAgent Client は

Altova から購入するライセンスを必要とします。
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Altova®  MissionKit™  2021 Enterprise Edition には SchemaAgent 製品 と ライセンスキーが含まれています。 。

SchemaAgent Server アプリケーションは、しかしながら、Altova®  MissionKit™  2021 パッケージの一部として含まれておらず、

Altova W eb サイトの SchemaAgent ダウンロードページからダウンロードされる必要があります

SchemaAgent を XMLSpy と使用するためには、SchemaAgent Client は XMLSpy と同じマシン上にインストールされる必要があ

ります。SchemaAgent Server は、ネットワーク上の陰々の場所にインストールすることができます。Altova®  MissionKit™  2021 アプ

リケーションとは個別に購入された場合 XMLSpy Enterprise Edition と XMLSpy Professional Edition は SchemaAgent を

使用することができます。

メモ: SchemaAgent 、または、 SchemaAgent> に関連した (XMLSpy> を含む) Altova の製品は、バージョン 2005 リリース

3 から、 SchemaAgent 、または、 SchemaAgent に関連した前の製品のバージョンとのとの互換性を持ちません。

最終更新日:  2021年02月24日



(C) 2015-2021 Altova GmbH

このドキュメントについて 9はじめに

Altova SchemaAgent 2021

1.1 このドキュメントについて

このドキュメントでは、 SchemaAgent テクノロジーのしくみ、  SchemaAgent サーバーと SchemaAgent Client の使用方法に関す

る概要の説明がされています。また、 Altova の XMLSpy アプリケーション (Enterprise と Professional Edition) が

SchemaAgent テクノロジーを活用することによりおこなうことのできる、パワフルなスキーマ編集と管理機能 の概要の説明がされています。

このドキュメンテーションは以下のパートに整理されています:

· SchemaAgent へのはじめに にとそのメカニズム。

· SchemaAgent の主要な機能の概要。

· SchemaAgent のためのに検索パスの構成する方法の説明

· SchemaAgent チュートリアル.

· インストール、構成、SchemaAgent Server  の使用方法の説明。インストール、構成、SchemaAgent Client の使用方

法の説明。

· インストール、構成、SchemaAgent Client の使用方法の説明。

ファイルパス

このドキュメント内で提供されているファイルパスは、すべてのオペレーティングシステムで同様ではありません。以下の事項に注意してください:

· ドキュメントフォルダー:  サンプル ファイルは以下の場所に存在します:フォルダー C:

\Users\<username>\Documents\Altova。

· アプリケーション フォルダー:  Altova アプリケーションが保存されているフォルダーでアプリケーションフォルダーを見つけることができま

す (デフォルト、 C:/Program Files/Altova)。SchemaAgent  32 ビットが 64 ビット オペレーティングシステムにインストー

ルされている場合、 パス は C:\Program Files (x86)\Altova です。



10 はじめに システムの必要条件

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova SchemaAgent 2021

1.2 システムの必要条件

Altova SchemaAgent Client と SchemaAgent Server は次のオペレーティングシステムで作動します:

· プラットフォーム更新済みの W indows 7 SP1、W indows 8、W indows 10

· プラットフォーム更新済みの W indows Server 2008 R2 SP1 または以降

32-ビット および 64-ビットプラットフォームがサポートされています。
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1.3 SchemaAgent の主要な機能

SchemaAgent Server は、スキーマ IIR (インクルード、インポート、 と 再定義)を作成、更新、または、削除するためにクライアントのリ

クエストを処理し、クライアント–サーバー 通信を管理します。また、すべてのファイルベースの操作を処理します:  作成、 削除、移動、およ

び、名前の変更。

インストールのオプション

SchemaAgent Server を GUI を持つスタンドアロン アプリケーションとして、 または、インタラクティブな 、または、 インタラクティブではない

サービスとしてインストールすることができます。

グラフィカルなユーザーインターフェイス

SchemaAgent Server の視覚的なユーザーインターフェイス (GUI) は現在接続されているクライアントとすべての定義済み検索パスのリ

ストを含む環境情報を提供します。環境ウィンドウは、階層型ツリー構造としてのすべての定義済み検索パス と スキーマ、MFD、XML、

XSL/XSLT、 と W SDL ファイル、のためのすべての定義済みファイル拡張子を表示します。 また、エクスプローラー型ブラウザー機能を使

用して使用が簡単な検索パスの選択を表示します。SchemaAgent Server の右側のエリア内のメインウィンドウは、検索パス内で検出さ

れたファイルの拡張子の定義を持つすべてのファイルを表示します。

ログ機能

ユーザーインターフェイスは詳細な通信アクティビティを表示するログウィンドウを提供します。ログレポートを構成することができ、 CSV ファイル

に書き込むことができます。

W eb 上でのスキーマへのアクセス

SchemaAgent Server により UNC パスとドライブ文字を持つ(安全な) W ebDAV サーバー上のW ebDAV フォルダー内に存在する

スキーマにアクセスできるようになります。

SchemaAgent Client はスキーマリレーションシップをビューし構築し、多数のスキーマを管理するグラフィカルなユーザーインターフェイスを

提供します。MapForce デザインファイルと関連したスキーマ間のリレーションシップをビューすることができます。

SchemaAgent デザイン

スキーマ デザインは、スキーマコレクションを直感的に整理する手伝いをします。これらのデザインを後で編集するために SchemaAgent デザ

インファイルとして保存することができます。作成、 アップデート、または、ドラッグアンドドロップを使用して、 SchemaAgent デザイン内で直

接操作することによりスキーマ間の IIR (インクルード、インポート、 と 再定義)を作成、アップデートまたは、削除をすることができます。

SchemaAgent デザイン内で IIR リレーションシップが作成されると、そのリレーションシップは、関連したスキーマ (XSD) ファイルと関連付

けられたスキーマファイル内に物理的に書き込まれます。リレーションシップへの変更を元に戻すには、 SchemaAgent デザインを必要に応

じて編集する必要があります。

XSLT スタイルシートのために、 SchemaAgent Client により、インポートとインクルードを作成し、既存のインラインのスキーマを作成し表

示することができます。

デザインウィンドウは、 W SDL ファイルのコンテンツを確認できる箇所で、 W SDL ファイルを表示し、内部のスキーマとすべてのメッセージ、ポ

ートの種類、バインド、およびサービスを表示します。XML スキーマ、または、異なる W SDL ファイルをインポートすることも可能です。

ファイルの管理

ファイルの名前が変更、または、ファイルが移動されると、変更されたファイルを参照するワークプレース内のすべての他のファイルに変更はパスさ

れます。利点は個別のファイルをそれぞれ編集することなく、 SchemaAgent Client GUI 内で複数のファイルを管理できることです。
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構造とリレーションの表示

デザインウィンドウ内では、 MFD ファイル、とそのソースとターゲットスキーマ、ソースとターゲットスキーマに関連したすべてのスキーマ間のリレー

ションシップの視覚的なビューを取得することができます。IIR をすぐに確認することができ、スキーマコンポーネントの詳細と要素と複合型など

のスキーマコンポーネントの詳細な構造も表示されます。

XML インスタンス、 XSLT スタイルシートと W SDL ファイルにもこれを適用することができます。これらのファイルのそれぞれのために、デザイン

ウィンドウ内で、 SchemaAgent Client はファイルボックスを表示します。これらのファイルボックスには、特定のファイルのためのすべての関

連した情報が含まれ、データの詳細をビューするために展開する折りたたまれたセクションに整理されています。

関連するフォルダーの挿入または選択

SchemaAgent Client は、ファイルボックスを選択する、または、ワークプレース内で他のファイルを参照するファイルを挿入する複数のオプ

ションを提供します。

XMLSpy との統合

SchemaAgent との作業のためにセットアップされている場合、Altova の XMLSpy には、スキーマを編集するためのパワフルな編集機能

が搭載されています。XMLSpy のスキーマ/W SDL ビュー内でスキーマが編集されると、SchemaAgent Server> 内のすべてのスキーマ

のコンポーネントの 検索パスは入力ヘルパー内にリストされ、編集されているスキーマ内で変更し、再利用することができます。作成された、ま

たは、 スキーマ/W SDL ビュー内で変更された IIR に関する情報は関連付けられたスキーマに書き込まれます。
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1.4 検索パスの構成

検索パスは XML スキーマ、 MapForce デザイン (MFD) ファイル、 と XML ファイルのためにスキャンされているパス、または、フォルダーで

す。SchemaAgent インストールにより、 SchemaAgent Client 、または、 SchemaAgent Server のパスの構成タブ内の検索パス

(すなわち、追加、編集、または、 削除)を構成することができます。

LocalServer と作業する場合、パスの構成タブは SchemaAgent Client アプリケーションのエクスプローラーウィンドウ内の追加のタブと

して表示されます。

SchemaAgent Server がローカル、または、ネットワーク内にインストールされている場合、パスの構成タブは SchemaAgent Server

の環境ウィンドウ内に表示されます。SchemaAgent Server に接続されている場合、SchemaAgent Client 内のエクスプローラーウィ

ンドウにはパスの構成タブは存在しません。
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ロケーションとは別に、パスの構成タブは上記の両方のケースで同様です。

検索パスの考慮する点

SchemaAgent, のインストールのロケーションにより、特定のファイルへのアクセスとパスの制約が適用される場合があります。ネットワークシェ

ア上のスキーマにアクセスする場合、 SchemaAgent アプリケーションにアクセスするための正確なパーミッションが存在することを確認してくだ

さい。

ファイルシステムのサポートは以下のとおりです:  

· UNC パス がサポートされています。スキーマ パスは UNC パス 、または、 相対パスであることができ、スキーマ内に UNC パス 、

または、 相対パスを含むことができます。

· W ebDAV フォルダー がサポートされています。ロケーション パスは、W ebDAV フォルダー 、または、 相対パスであることができ、

スキーマ内での参照は W ebDAV フォルダー、または、相対パスを含むことができます。

· FTP 接続 がサポートされています。ファイルへ FTP を使用して直接アクセスすることができます。

· マップされたドライブがサポートされています。検索パス内でドライブ文字が使用されている場合、SchemaAgent クライアントをホ

ストしているマシンは同じ共有されたフォルダーにマップされているドライブ文字を有する必要があります。

· ローカルのドライブ/ディレクトリは 直接サポートされません。ネットワークと LocalServer 上の検索パスがネットワークの共有を使用

するように構成され、でローカルのディレクトリが共有されている場合、ローカルのディレクトリ、または、リソースへのアクセスは可能で

す。
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1 .4 .1 検索パスの追加と編集

SchemaAgent Client 内のファイルと作業する前に、エクスプローラー ウィンドウの階層型とフラットタブ内に表示されている検索パスの1つ

にファイルが含まれている必要があります。SchemaAgent Client の外部からファイルを開くこと、または、デザインウィンドウ内にドラッグする

ことはできません。

メモ: 下記のプロセスは SchemaAgent Client と SchemaAgent Server 内の環境ウィンドウ内のエクスプローラーウィンドウ内の

パスの構成タブに適用することができます。接続済みの SchemaAgent インストールとサーバー はそれぞれ、表示されるウィンド

ウパスの構成タブを決定します。

相対パス

SchemaAgent 内では、 構成ファイル の場所に相対させて検索パスを表示するように定義できます。これにより、フォルダーの構成が複雑

な場合、短い検索パスを使用することができます。SchemaAgent LocalServer> 各ユーザーは、 . .\ドキュメント

\Altova\SchemaAgent LocalServer2021 内に個別の構成ファイルを有することに注意してください。

検索パスの追加または編集方法:

1. SchemaAgent アプリケーションのパスの構成タブ内で、以下の内の1つを行ってください:

· 検索パスを追加するには、検索パス フォルダーを右クリックし、コンテキストメニューから「検索パスの追加」を選択します。 フォル

ダーをクリックして、 「挿入」 キーを押します。

· 検索パスを編集するには、既存の検索パスの1つを右クリックし、コンテキストメニューから「検索パスの編集」を選択します。

「検索パスの追加/編集」 ダイアログボックスが開かれます。
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2.  検索パス グループボックス内で、検索パスがディレクトリ、または、 URL であるかを選択します。

a) ディレクトリ オプションを選択し、パス テキストボックスに検索パスを入力します。または、「参照」 をクリックして必要とされる

ディレクトリを参照します。 パステキストボックス内に入力されたディレクトリを選択します。

b) 検索パスエントリを相対的にするために相対的パス チェックボックスを選択します。絶対パスを使用するためにチェックボックスの

チェックを解除したままにします。

検索パスが URL の場合、以下を行います:

a) URL オプションを選択して サーバー URL テキストボックス内にサーバー URL を入力します。

b) 認証が必要な場合、識別グループボックス内で、 「異なるユーザー名を使用して接続」 チェックボックス を選択して、ユーザ

ー名とパスワードを入力します。

c) 適用可能な場合 参照 をクリックしてサーバー上の必要なディレクトリを選択します。

 

3. 選択されたディレクトリのサブディレクトリを検索する場合、 「再帰的」 チェックボックスを選択します。このチェックボックスが選択され

ていない場合、サブディレクトリは検索されません。

4. 「OK」をクリックします。

検索パスの削除方法:

1. それぞれの SchemaAgent アプリケーションパスの構成タブ内で、削除するパスを選択し、以下の内の1つを行ってください:
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· 右クリックし、コンテキストメニューから「検索パスを削除」を選択します。

· 「削除」 キーを押します。

2. 表示されるメッセージボックス内の 「はい」 をクリックします。

1 .4 .2 ファイル拡張子の構成

デフォルトで、 SchemaAgent Client は、エクスプローラーウィンドウの階層型とフラットタブ内の次のファイル型を表示します:

· W 3C XML スキーマ

· MapForce デザインファイル

· XML ファイル

· XSL と XSLT スタイルシート

· W eb サービス 記述言語 (W SDL) ファイルチュートリアル

パスの構成タブ内のファイル拡張子フォルダーには、従って、以下の 5つのサブフォルダーが存在します スキーマ、 MapForce、 XML、

XSL/XSLT、 と W SDL。 サブフォルダーにはそれぞれに対応するフォーマットのための一般的な拡張子が含まれています。 サポートされる

ファイルのために追加のファイル拡張子を定義することができます。

ファイル拡張子の追加方法:

1. 相対する SchemaAgent アプリケーションのパスの構成タブ内で、ファイル拡張子フォルダーのサブフォルダーの1つのファイル拡張

子を選択し、以下の内の1つを行ってください:

· 右クリックし、コンテキストメニューから「ファイル拡張子の追加」を選択します。

· 「挿入」 キーを押します。

2. それぞれの フォルダーに 「newextension」 という名前のエントリが追加され、編集のために選択されます。

ボタンが点滅する赤い枠と共に表示されます。

3. 希望するファイル拡張子を入力し 「Enter」を押します。

4. 「検索パスの再ロード」 ボタンをクリックして、エクスプローラーウィンドウ内で新規に追加されたファイル拡張子を持つファイルを表示

します。

ファイル拡張子の編集方法:

1. 相対する SchemaAgent アプリケーションのパスの構成タブ内で、ファイル拡張子フォルダーのサブフォルダーの1つのファイル拡張

子を選択し、以下の内の1つを行ってください:

· 右クリックし、コンテキストメニューから「ファイルの拡張子の編集」を選択します。

· 「F2」 を押します。

ファイル拡張子の名前が編集のために選択されます。

2. ファイル拡張子の名前を必要に応じて編集し、「Enter」を押します。

ボタンが点滅する赤い枠と共に表示されます。

3. 「検索パスの再ロード」 ボタンをクリックして、エクスプローラーウィンドウ内で変更されたファイル拡張子を持つファイルを表示しま

す。
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ファイル拡張子の削除方法:

1. 相対する SchemaAgent アプリケーションのパスの構成タブ内で、ファイル拡張子フォルダーのサブフォルダーの1つのファイル拡張

子を選択し、以下の内の1つを行ってください:

· 右クリックし、コンテキストメニューから「ファイルの拡張子の削除」を選択します。

· 「削除」 を押します。

2. 表示されるメッセージボックス内の 「はい」 をクリックします。 ボタ

ンが点滅する赤い枠と共に表示されます。

3. 「検索パスの再ロード」 ボタンをクリックして、エクスプローラーウィンドウから削除されたファイル拡張子を持つファイルを削除します。

1 .4 .3 検索パスの再ロード

検索パスの再ロード コマンドは検索パスを更新し現在定義されている検索パスを保存します。SchemaAgent の外部でファイルが変更さ

れる、または検索パス構成が変更されるとこのコマンドを実行する必要があります (例えば、新規検索パスが追加されるなどの場合)。検索パ

ス、または、ファイル拡張子が追加、編集、削除された後、検索パスの右側にアスタリスクが表示されます。ファイル拡張子と 検索パスの再ロ

ード ボタンはパスの構成タブの下に表示されます。 これは検索パスが更新される必要があることを示しています。

検索パスをインポートするには、以下を行います:

· エクスプローラーウィンドウ内で 構成パス タブをクリックして、検索パスの再ロードをクリックします。
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· 検索パスの再ロード  ツールバーボタンをクリックします。

· その他 メニューで 検索パスの再ロードをクリックします。

1 .4 .4 検索パスのリセット

検索パスのリセット コマンドは最後に保存された設定への検索パスをリセットします。 (検索パスを再ロードせずに)これは検索パスの構成に

変更を加える際に通常役に立ち、何らかの理由で変更をも度に戻す際にも役に立ちます。

検索パスをリセットする方法:

1. エクスプローラーウィンドウ内で 構成パス タブをクリックします。

2. ウィンドウ内を右クリックし 検索パスのリセット をコンテキストメニューから選択します。

1 .4 .5 構成ファイルのビュー

LocalServer 、または、 SchemaAgent Server により管理されるサポートされるファイルのセットはそれぞれデフォルトでドキュメントフォル

ダー内に保管される SchemaAgentServerCfg.xml という名前のファイル内で定義されています。

このファイルは 検索パス と、スキーマファイルのためにスキャンされるパス、または、フォルダーを定義します。 

SchemaAgentServerCfg.xml ファイルは以下のようになります:
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<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<SearchPaths XMLSchema=".xsd" MapForce=".mfd" XML=".xbrl,.xml" XSL=".xsl,.xslt"

WSDL=".wsdl">

   <Path recursive="1" user="" auth="000000">s:\schemas-mydir\</Path>

   <Path recursive="0" user="" auth="000000">X:\schemas\</Path>

   <Path recursive="1" user="" auth="000000">http://test.webdav.org/dav</Path>

   <Path recursive="1" user="" auth="000000">\\Server1\Share1\Dir1\Schemadata</Path>

   <Path recursive="1" user="jsmith" auth="k04EKS">ftp://myftpserver</Path>

</SearchPaths>

 

定義することのできる検索パスの数量には制限が無く、検索パスはローカル マシン、 ネットワークパス (マップされたドライブ文字と UNC パ

ス)、 と W ebDAV サーバーと FTP アクセス上のフォルダー上のパスを含むことができます。

検索パスの定義後、 LocalServer 、または、 SchemaAgent Server はそれぞれ個別の検索パス内のファイルの拡張子の定義を取

得し、検索パス内でサポートされるファイル間のリレーションシップの内部マップをビルドします。SchemaAgent クライアントがファイルのリレー

ションシップについてデータを表示するようにするリレーションシップのマッピングが視覚的に表示されます。更に、このマッピングは IIR、または、

ファイル 操作への変更が SchemaAgent クライアント内で行われると、 検索パス内で関連付けられたファイル内でこのような変更を自動

的に更新できるようにするマッピングでもあります。
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2 SchemaAgent チュートリアル

このチュートリアルでは W 3C XML スキーマの短い概要が与えられており、 SchemaAgent の機能をフルに活用するための複数のタスクに

ついての説明がされています。以下について学習します:

· SchemaAgent Client の正確なセットアップ する方法。

· XML スキーマ間のリレーションシップである インクルード、インポート、と 再定義 を作成する方法。

· インクルード、 再定義、 と インポート 型

· XMLSpy のみを使用して 型をインポートする方法

· 更新された リレーションシップ をビューする方法

· MapForce デザイン (MFD) ファイルをビューする方法

インストールと構成ファイル

このチュートリアルは、使用中のコンピューターに SchemaAgent が成功裏にインストールされており、無料の評価 キーコードを受信済み、

または、 登録済みのユーザーであることが前提とされています。SchemaAgent の評価 バージョンは、全ての機能を使用することができます

が、トライアル期間は30日間です。安全な W eb サーバーから標準のライセンスをリクエストすることができます。または、販売店で購入してく

ださい。

チュートリアルサンプルファイル

チュートリアルファイルは Documents\Altova\SchemaAgentLocalServer2021\SchemaAgentExamples\Tutorial フォ

ルダー内で見つけることができます。親 サンプル フォルダーには、実験するための多種の XML スキーマおよびこのチュートリアルで使用される

全てのファイルはチュートリアルフォルダー含まれています。各 W indows ユーザーアカウントのために、 個別の サンプル フォルダー と 構成

ファイル が SchemaAgent が最初に起動された時に作成されます。これにより、コンピューター上の各ユーザーは個別の SchemaAgent

検索パスとサンプルファイルを持つことができます。
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2.1 SchemaAgent Client のセットアップ

このチュートリアル内では、 SchemaAgent Client により自動的にインストールされる  LocalServer と作業します。 XML スキーマ間の

リレーションシップを作成するために使用するために SchemaAgent Client を使用前に  LocalServer に接続する必要があります。

SchemaAgent と作業するには、少なくとも1つのフォルダーへのパスを構成する必要があります。SchemaAgent サーバー上に構成され

たパスは保管されます (この場合、  LocalServer)。  SchemaAgent Client を使用してこれらのパス内の既存のスキーマ間のリレーショ

ンシップを作成します。 XMLSpy を使用して、後で完成することのできる新規のスケルトン XML スキーマを作成することもできます。

目標

チュートリアルのこのセクションでは、 サーバーに接続し、検索パスを定義する方法について学習します。 具体的には、以下の方法について

学習します:

· LocalServer に接続するために、SchemaAgent Client を開始します。

·  このチュートリアルのためのサンプルを含むフォルダーへの検索パスを構成 します。

このセクションで使用されるコマンド

チュートリアルのこのセクションでは、エクスプローラー ウィンドウが排他的に使用されます。 次のコマンドが使用されます:

アイコン コマンド名 説明

サーバーへの接続 このアイコンは「拡張機能」ツールバー内にあります。このアイコンをクリックして、接続

するサーバーを選択することのできる 「SchemaAgent Server に接続」 ダイアロ

グボックスを開きます。

検索パスの追加 このコマンドは、エクスプローラーウィンドウのパスの構成タブを右クリックすると開かれるコ

ンテキストメニュー内にあります。 このコマンドを選択し、現在の SchemaAgent サ

ーバーに新規の検索パスを追加します。

検索パスの再ロード このアイコンは「拡張機能」ツールバーに存在し、検索パス内に変更が反映されると、

エクスプローラーウィンドウの下に

 ボタンが

表示されます。

2 .1 .1 LocalServer への接続

SchemaAgent Client をインストールする場合、クライアント と LocalServer がインストールされます。このチュートリアルのスコープのため

に(ローカルネットワーク上のサーバーとは区別して) LocalServer への接続を作成します。

LocalServer に接続する方法:

1. 以下の一つを行います:

· SchemaAgent アイコンをデスクトップ上でダブルクリックします。

· 開始 をクリックして プログラムのショートカットにアクセスするために [SchemaAgent] を入力します。
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· プログラムが既に作動している場合、メニューオプション 「拡張機能 | サーバーへの接続」 を選択、または、「拡張機能」ツー

ルバーから「サーバーへの接続」   ツールバーボタンをクリックします。 SchemaAgent Server に接続 ダイアログボック

ス が表示されます。

2. ローカルで作業 を選択します。 [OK] をクリックします。

2 .1 .2 サンプルフォルダーへ検索パスを構成する

このセクションでは、このチュートリアルで使用されているファイルを含むフォルダーへのパスを構成します。SchemaAgent Client は、エクスプ

ローラーウィンドウの階層型とフラットタブ内の検索パスを表示します。

チュートリアルフォルダーへの検索パスの構成方法

1. SchemaAgent Client のエクスプローラー ウィンドウ内で、 「パスの構成」 タブをクリックします。

2. インストール中にデフォルトで追加された既存の検索パスを右クリックし 検索パスの削除 をコンテキストメニューから選択します。
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3. エクスプローラー ウィンドウ内を右クリックし、 コンテキストメニューから「検索パスの追加」を選択します。 または、エクスプローラー

ウィンドウ内で検索パスエントリ を選択します、 「挿入」 キーを押します。「検索パスの追加/編集」 ダイアログボックスが開かれま

す。
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4. ディレクトリ を選択し 再帰的 チェックボックスの下にサブフォルダーも表示されるように選択します。

5. ダイアログボックスの下の部分からディレクトリツリーを使用して、以下のディレクトリにナビゲートします:

Documents\Altova\SchemaAgent LocalServer2021\SchemaAgentExamples\Tutorial。

6. 任意で、 パスが長い場合、 相対的パス チェックボックス を選択します。

7. 「OK」をクリックします。エクスプローラー ウィンドウ内に検索パスが表示されます。
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8. 検索パスの再ロード ボタンをクリックします。操作が完了すると、検索パスの横のアスタリスクが非表示になります。これは新規の検

索パスが保存済みであることを意味しています。
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2.2 XML スキーマ間のリレーションシップの作成

このセクションでは、 インクルード、 再定義、と インポート スキーマ間のリレーションシップを作成するために SchemaAgent Client を使用

します。具体的には、以下の方法について学習します:

· SchemaAgent Client のデザインビュー内のスキーマの表示方法 

· 2つのスキーマ間にインクルード リレーションシップを作成する方法

· 2つのスキーマ間に再定義リレーションシップを作成する方法 

· 2つのスキーマ間に異なる名前空間 を使用してインポート リレーションシップを作成する方法 

このセクションで使用されるコマンド

チュートリアルのこのセクション内では、デザインウィンドウのみを使用します。以下のコマンドが使われます：

アイコン コマンド名 説明

新規 (Ctrl+N) このアイコンは標準ツールバー内に存在し、 ファイル メニュー内のオプションとして使

用することができます。新規のデザインウィンドウを開くためにこのコマンドを使用しま

す。

2 .2 .1 インクルード リレーションシップの作成

このセクションでは以下のフォルダーからのスキーマ間にインクルードリレーションが作成されます

SchemaAgentExamples\Tutorial\include_redefine フォルダー:

· event_registration.xsd:  このスキーマはスポーツイベントに登録した参加者に関する情報を含むように構成されています。イ

ベントには参加費がかかるため、このスキーマ内でクレジットカード情報のための型も含まれています。

· dvd_order.xsd:  このスキーマは DVD のメールオーダーのための詳細と顧客の配送住所のための詳細を含むように構成され

ています。

目的は dvd_order.xsd が event_registration.xsd からの型、具体的には顧客とクレジットカードの情報、を含むようにすることで

す。

デザインウィンドウ内でスキーマを表示する方法:

1. メニューオプション [ファイル | 新規] を選択し、または [新規]  アイコンをクリック、または Ctrl+N を押してデザインウィンドウ

を開きます。

2. エクスプローラーウィンドウ内で 階層 タブをクリックします。

3. event_registration.xsd と dvd_order.xsd を include_redefine" フォルダーから選択しドラッグして新規のデザイン

ウィンドウにドロップします。
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メモ: 同時に1つ以上のファイルをドラッグアンドドロップするには、 Ctrl キーを押しながらファイルをクリックします。含まれているすべての

ファイルをデザインウィンドウ内に配置するためにフォルダーをドラッグアンドドロップします。

インクルードリレーションシップの作成:

1. event_registration.xsd の右側の小さな白色の三角形をクリックし、接続線を dvd_order.xsd にドラッグします。

2. マウスボタンを文字 「インクルード」 の上でリリースします。event_registration.xsd から dvd_order.xsd を指す青色の

矢印が表示されます。

この矢印はこれらのスキーマ間にインクルード リレーションシップが作成されたことを示しています。
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2 .2 .2 再定義リレーションシップの作成

このセクションでは以下のフォルダーからのスキーマ間に再定義リレーションが作成されます

SchemaAgentExamples\Tutorial\include_redefine フォルダー:

· event_registration.xsd

· book_order.xsd:  このスキーマは 書籍メールオーダーのための詳細を含むように構成されています。

目的は book_order.xsd が event_registration.xsd からの型、具体的には顧客とクレジットカードの情報を再定義することで

す。

スキーマの再定義はスキーマ間に明示的なインクルードリレーションシップを作成し、参照されているスキーマ内のすべての要素にアクセスできる

ようになります。参照されるスキーマの個別のコンポーネントを再定義 (例えば、制限または拡張) することができます。

メモ:  SchemaAgent Client 内では再定義リレーションシップのみがスキーマ間で作成されます。個別のコンポーネントの実際の定義

を XMLSpy 内で行うことができます。

再定義リレーションシップの作成:

1. エクスプローラーウィンドウ内でbook_order.xsd をinclude_redefine フォルダーから選択しファイル

event_registration.xsd と dvd_order.xsdを既に含んでいるデザインウィンドウ内にドラッグします。

2. event_registration.xsd の右側の小さな緑色の三角形をクリックし、接続線を book_order.xsd にドラッグします。

3. マウスボタンを文字 「再定義」 の上でリリースします。event_registration.xsd から book_order.xsd を指す紫色の矢

印が表示されます。 

この矢印はこれらのスキーマ間に再定義 リレーションシップが作成されたことを示しています。event_registration.xsd ファイル

ボックス内の三角形の色はこのファイルボックス内に存在する異なる型のリレーションシップを示すために変更されることに注意してく

ださい。 
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2 .2 .3 インポート リレーションシップの作成

インポート リレーションシップは、異なる名前空間を持つスキーマ内のスキーマからコンポーネントを再利用する際に使用されます。このセクショ

ンでは以下のフォルダーからのスキーマ間にインポートリレーションが作成されます SchemaAgentExamples\Tutorial\import フォル

ダー:

· book_store.xsd: このスキーマは書店の住所、在庫の書く書籍の詳細アドレスを含むように構成されています。

· library.xsd: このスキーマは図書館の住所、および、図書館内の各書籍の詳細(カード、カタログ番号、書籍の現在の貸出状

況 )を含むように構成されています。

このサンプルを実行する過程で book_store.xsd から他の書籍の情報を含む library.xsd インポート 型が含まれるインポート リレー

ションシップが作成されます。

インポートリレーションシップの作成:

1. メニューオプション ファイル | 新規 を選択し、または 新規  アイコンをクリック、または Ctrl+N を押してデザインウィンドウを

開きます。

2. エクスプローラーウィンドウ内で 階層 タブをクリックします。

3. book_store.xsd と library.xsd を インポート フォルダーから選択しドラッグして新規のデザインウィンドウにドロップします。

4. book_store.xsd のファイルボックスの右側の小さな白色の三角形をクリックし、接続線を library.xsd のファイルボックスにド

ラッグします。

5. マウスボタンを文字 「インポート」 の上でリリースします。 

book_store.xsd から library.xsd を指す青色の矢印が表示されます。 この矢印はこれらのスキーマ間にインポート リレーションシップ

が作成されたことを示しています。
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2.3 XMLSpy を SchemaAgent クライアントとして使用する

チュートリアル内の前のセクションでは、インクルード、 インポート と 再定義 スキーマ間のリレーションシップを作成します。SchemaAgent

Client を使用してリレーションシップを作成すると、 対応するインクルード、 インポート、または、再定義 ステートメントは、自動的に XML ス

キーマに追加されます。

チュートリアのルこのセクションでは、XMLSpy を使用して、スキーマの個別のコンポーネントの実際のインクルード、インポート、および、再定

義する方法について学びます。具体的には、以下の方法について学習します:

· SchemaAgent サーバーにXMLSpy を接続します。

· コンテンツモデルの要素を グローバルな複合型 にします。

· 異なるスキーマ内のインクルード 複合型

· XMLSpy 内の型の再定義

· 異なる名前空間 を使用してスキーマから複合型をインポートします。

· XMLSpy 内に直接複合型 をインクルードします。

必要条件

· XMLSpy がインストールされていることを確認してください。

このセクションで使用されるコマンド

チュートリアルのこのセクションでは、XMLSpy のスキーマ/W SDL ビューを排他的に使用し、次のコマンドを使用することができます:  以下の

コマンドが使われます：

アイコン コマンド名 説明

SchemaAgent Server へ接

続します。

このアイコンはスキーマ デザイン ツールバー内にあります。このアイコンをクリックして、接

続するサーバーを選択することのできる [SchemaAgent Server へ接続] ダイアロ

グボックスを開きます。

ダイアグラムの表示 (またはコンテ

ンツモデルビューの表示)

このアイコンはスキーマ概要内の全てのグローバルコンポーネントの左側にあります。こ

のアイコンをクリックして、関連付けられた グローバルコンポーネントのコンテンツモデルを

表示します。

グローバル化 このコマンドは、コンテンツモデルビュー内の要素を右クリックすると開かれるコンテキスト

メニュー内に含まれています。このコマンドを使用して、この要素を新規のグローバル

要素にします。

子 | 要素の追加 このコマンドは、コンテンツモデルビュー内のシーケンス要素を右クリックすると開かれるコ

ンテキストメニュー内に含まれています。このコマンドを使用して、コンテンツモデルに新

規の子要素を追加します。

挿入 このアイコンはスキーマ概要の左上の角にあります。アイコンをクリックすると、 選択され

た要素の前にグローバルコンポーネントを挿入することができます。

全てのグローバルを表示 このアイコンはコンテンツモデルビューの左上の角にあります。アイコンをクリックすると、

全てのグローバルコンポーネントを表示するスキーマ概要のビューに切り替えられま

す。 
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2 .3 .1 XMLSpy を  LocalServer に接続する

以下のステップは LocalServer へのクライアントとして XMLSpy に接続する方法について説明しています。SchemaAgent Client ア

プリケーションをこのために開く必要はありません。 

XMLSpy を開きSchemaAgent LocalServer に接続する方法:

1. SchemaAgent Client を作動 階層 タブをエクスプローラーウィンドウ内でクリックします。

2. [include_ redefine] フォルダー内で event_registration.xsd を右クリックし、  XMLSpy 内で編集 (Ctrl+Y) をコンテ

キストメニューから選択します。

3. XMLSpy 内でメニューオプション [スキーマ設定 | SchemaAgent Server] に接続する、または [ SchemaAgent

Server]  に接続するアイコンをスキーマデザインツールバー内でクリックします。

4. ローカルで作業 を選択し OKをクリックします。

5. 表示される情報ウィンドウ内で表示される OK をクリックします。

接続に成功すると、メッセージ[ローカルの SchemaAgent Server に接続済み] がスキーマデザインウィンドウの上に表示されます。

2 .3 .2 要素をグローバルな複合型にする

IIR リレーションシップの作成により、スキーマの要素を他のスキーマで使用できるようになります。 しかしながら、グローバルな 要素のみが他の

スキーマで使用することができます。 チュートリアルのこのセクションでは、 XMLSpy を使用して、要素を異なるスキーマ内に含むことのできる

グローバルな複合型にする方法について学びます。

要素をグローバルに含まれるようにする方法:

1. SchemaAgent Client 内で event_registration.xsd を右クリックし XMLSpy (Ctrl+Y) で 編集をコンテキストメニュ

ーから選択します。



(C) 2015-2021 Altova GmbH

XMLSpy を SchemaAgent クライアントとして使用する 33SchemaAgent チュートリアル

Altova SchemaAgent 2021

2. XMLSpy 内でclick the ダイアグラムの表示要素 event_registration のための アイコンをクリックします。

3. personInfo 要素を右クリックし、コンテキストメニューから「子の追加 | シーケンス」を選択します。personInfoType と呼ば

れる新規のグローバル複合型が作成されます。

上のスクリーンショットで、[type] が表示されるとおり表示されない場合、 以下のように継続します:

a. メニューオプション 「スキーマ設計 | 表示設定」を選択します。

b. 「定義済み」 ボタンをクリックします。 

c. 「OK」をクリックして確認します。

4. 同様に creditCardInfo 要素をグローバルな複合型にします。これにより creditCardInfoType という名前の型が作成さ

れます。 

5. ファイルを保存します。

2 .3 .3 インクルード型

このセクションでは、インクルード済みのスキーマからターゲットスキーマに型を追加する方法について学習します。この目的のために、ターゲット

スキーマを開く必要があります。例えば XMLSpy 内の dvd_order.xsd など。

dvd_ order.xsd に型をインクルードする方法:

1. SchemaAgent Client 内で dvd_order.xsd を右クリックし XMLSpy (Ctrl+Y) で 編集をコンテキストメニューから選択

します。インクルードセクション 内の2つのスキーマに接続すると自動的に追加されるインクルードテートメントが既にスキーマに含まれ

ていることに注意してください。チュートリアルの前のセクションで作成されたグローバル複合型を dvd_order.xsd 内で使用する

ことができます。
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2. XMLSpy 内で要素 dvd_order のための  [ダイアグラムの表示]  アイコン をクリックしてコンテンツモデルを表示します。

3. シーケンス要素を右クリックして[子の追加 | 要素]を選択します。

4. [customerInfo] をこの要素のための名前として入力します。

5. この要素が選択されている状態で、詳細入力ヘルパー内で personInfoType を型 ドロップダウンリストから選択します。 

メモ: [型] リストには青色と黒色のアイテムが含まれている可能性があります。 黒色の型は現在の名前空間内で使用できるものです。

青色の型は SchemaAgent 検索パス内で使用できるものです。アイテムが青色で表示されていない場合、 XMLSpy が

SchemaAgent の LocalServer に接続されているものを  XMLSpy を LocalServer に接続する内で説明される通りダブ

ルクリックします。

6. 同じ過程を使用して [creditCardInfo] 型 creditCardInfoTypeと呼ばれる新規の要素をシーケンスに追加します。スキ

ーマビューは以下のようになります:
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7. ファイルを保存します。

スキーマ dvd_order.xsd内のスキーマ event_registration.xsd から2つの型がインクルードされます。

2 .3 .4 型の再定義

このセクションでは、別のスキーマ内で1つのスキーマから型を再定義する方法について学習します。また、再定義された型に新規の要素を追

加する方法についても学習します。この操作を XMLSpy 内でおこなうこともできます。このチュートリアルの目的のために、スキーマ

book_order.xsd をサンプルとして使用します。

型 Person InfoType の再定義の方法:

1. SchemaAgent Client 内で book_order.xsd を右クリックし XMLSpy (Ctrl+Y) で 編集をコンテキストメニューから選

択します。 

セクションの再定義 内の2つのスキーマに接続すると自動的に追加される再定義ステートメントがスキーマに含まれていることに注

意してください。

2. "end of redefine" と表示するラインを選択し、 「挿入」  アイコンをクリックします。

3. ComplexType をポップアップされたメニューから選択し、 [personInfoType] をこの型のための名前として入力します。

4. personInfoType のための「ダイアグラムの表示」 アイコンをクリックします。event_registration.xsd 内で定義され

るとおり personInfoType のコンテンツが表示されます。
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5.  complexType を右クリックし、コンテキストメニューから「子の追加 | シーケンス」を選択します。

6. 新規のシーケンスアイコンを右クリックし、コンテキストメニューから「子の追加 | 要素」 を選択します。



(C) 2015-2021 Altova GmbH

XMLSpy を SchemaAgent クライアントとして使用する 37SchemaAgent チュートリアル

Altova SchemaAgent 2021

7. "customerNumber" をこの要素のための名前として入力します。

8. 詳細の入力ヘルパー内で、 xs:string を型 ドロップダウンリストから選択します。

9. ファイルを保存します。

XML スキーマ book_order.xsd 内で型として使用される personInfoType が再定義されました。
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2 .3 .5 再定義型の使用

前のセクション 内では、スキーマ book_order.xsd 内の スキーマ event_registration.xsd を、 複合型 personInfoType に

カスタム番号を追加することにより再定義しました。このセクションでは、スキーマ book_order.xsd 内でこの再定義された複合型の使用

方法について学習します。

ターゲットスキーマ内で再定義された型を使用する方法:

1. book_order.xsd のためのスキーマ概要内では、ルート 要素 book_order の [ダイアグラムの表示]   アイコンをクリッ

クします。

2. シーケンスアイコンを右クリックし、コンテキストメニューから[子の追加 | 要素] を選択します。

3. [customerInfo] をこの要素のための名前として入力します。
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4. この要素が選択されている状態で、詳細入力ヘルパー内で personInfoType をドロップダウンリストから選択します。 

再定義された型は book_order.xsd 内の要素の型として再利用されています。

再定義無しの型の使用方法

再定義リレーションシップ内で、ターゲットスキーマ内で再定義することなくソーススキーマからの型を使用することもできます。

ターゲットスキーマ内で型をそのまま使用する方法:

1. 要素 book_orderのための「ダイアグラムの表示」内でシーケンス要素を右クリックし、コンテキストメニューから[子の追加 | 要

素]を選択します。

2. [creditCardInfo] をこの要素のための名前として入力します。

3. この要素が選択されている状態で、詳細入力ヘルパー内で creditCardInfoType をドロップダウンリストから選択します。 

4. ファイルを保存します。型 creditCardInfoType が book_order.xsd 内の要素の型として再利用されています。 

2 .3 .6 インポート型

チュートリアルスキーマ book_store.xsd と library.xsd は異なるターゲット名前空間を持っています。これを[インポート]フォルダーから

両方のスキーマをメイン SchemaAgent ウィンドウにドラッグにそれぞれの名前空間を展開します:
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上のダイアグラムによると以下がわかります:

· スキーマ book_store.xsd にはターゲット名前空間 http://www.xmlspy.com/schemas/orgchart が存在しま

す。これはデフォルトの名前空間でもあります。プレフィックス xsd は名前空間 http://www.w3.org/2001/XMLSchema

にマップされています。

· スキーマ library.xsd にはターゲット名前空間 http://www.altova.com/IPO が存在します。これはデフォルトの名前

空間でもあります。プレフィックス xs は名前空間 http://www.w3.org/2001/XMLSchema にマップされています。プレ

フィックス ns1 は名前空間 http://www.xmlspy.com/schemas/orgchart にマップされています。

library.xsd スキーマと作業中 ( book_store.xsdのターゲット名前空間である) 名前空間

http://www.xmlspy.com/schemas/orgchart から bookType を必要すると想定します。このケースのように異なるターゲット

名前空間を持つスキーマドキュメントを結合する場合、インポートリレーションシップが使用されます。2つのスキーマ間のインポートリレーション

シップはチュートリアルの前のステップで既に追加されています。 インポートリレーションシップの作成を参照してください。チュートリアルのこの部

分では、インポートされた名前空間からの型を使用します。ローカル型 bookType をグローバル複合型にします。これが完了すると、この型

の新規の要素を library.xsd スキーマ内で宣言できるようになります。

[book] コンポーネントをグローバル複合型にする方法:

1. SchemaAgent Client 内で book_store.xsd を右クリックし XMLSpy (Ctrl+Y) で 編集をコンテキストメニューから選

択します。

2. XMLSpy 内で要素 book_store のための  [ダイアグラムの表示]  アイコン をクリックしてコンテンツモデルを表示します。

3. bookInfo 要素を展開するために [+] アイコンをクリックします。
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4. book 要素を右クリックしてグローバルにする | 複合型 をコンテキストメニューから選択します。

5. ファイルを保存します。

library.xsd に bookType をインポートする方法:

1. SchemaAgent Client 内で library.xsd を右クリックし XMLSpy (Ctrl+Y) で 編集をコンテキストメニューから選択しま

す。

2. XMLSpy 内で要素 library のための  [ダイアグラムの表示]  アイコン をクリックしてコンテンツモデルを表示します。

3. bookInfo 要素を展開するために [+] アイコンをクリックします。

4. bookInfo 要素の後のシーケンスアイコンを右クリックし、コンテキストメニューから[子の追加 | 要素] を選択します。

5. [bookDetails] をこの要素のための名前として入力します。

6. この要素が選択されている状態で、詳細入力ヘルパー内で ns1:bookType をドロップダウンリストから選択します。 

7. 保存してファイルを閉じます。 
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スキーマ book_store.xsd から2つの型が スキーマ library.xsd にインクルードされました。

2 .3 .7 XMLSpy のみを使用して型をインクルードする

前のセクションでは SchemaAgent 内でリレーションシップのインクルード、インポート、および再定義、そして XMLSpy 内で型のインクルー

ド、インポートおよび再定義を行いました。 このセクションでは SchemaAgent LocalServer へのクライアントとして XMLSpy のみを使

用してインクルードリレーションシップを作成する方法を学習します。

次のスキーマが使用されます:

· company1.xsd:  このスキーマは企業とその社員に関する情報を含むように構成されています。 

· company2.xsd:  このスキーマは企業の製品に関する情報を含むように構成されています。 

目的はアドレスと社員コンポーネントを company2.xsd 内の company1.xsd からインクルードすることです。

SchemaAgentExamples\Tutorial\include2 フォルダー内に両方のスキーマは存在します。

グローバルな複合型にコンポーネントを含む方法:

1. XMLSpy 内で company1.xsd スキーマ を開きます。 

2. SchemaAgent LocalServer に接続されていることを確認してください。

3. XMLSpy 内でルート要素company1 のための  [ダイアグラムの表示]  アイコン をクリックしてコンテンツモデルを表示しま

す。

4. address 要素を右クリックし、コンテキストメニューから[グローバル化 | 複合型]を選択します。addressType と呼ばれる新

規のグローバル複合型が作成されます。

5. employees 要素を展開するために [+] アイコンをクリックします。
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6. 同様に employeeData 要素をグローバルな複合型にします。これにより employeeDataType という名前の型が作成され

ます。 

7. ファイルを保存します。

XMLSpy を使用してグローバルな複合型をスキーマにインクルードする :

1. ターゲットスキーマ company2.xsd を XMLSpy 内で開きます。

2. が SchemaAgent LocalServerに接続されていることを確認してください

3. XMLSpy 内でルート要素company2 のための  [ダイアグラムの表示]  アイコン をクリックしてコンテンツモデルを表示しま

す。

4. シーケンス要素を右クリックしコンテキストメニューから[子の追加 | 要素] を選択します。

5. [customerInfo] をこの要素のための名前として入力します。

6. この要素が選択されている状態で、詳細入力ヘルパー内で addressType をドロップダウンリストから選択します。

SchemaAgent 検索パス上にあるため型 [addressType] は青色です。 

7. 2つのスキーマ間のリレーションシップの型を選択することのできるダイアログが開かれます。 
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8. インクルード を選択し OK をクリックして確認します。これはインクルード ステートメントを company2.xsd スキーマ に挿入しま

す。

9. 名前 「employee」 と 型 employeeDataType を持つ要素を更に作成するためにステップ 4、5、6 を繰り返します。詳細の

入力ヘルパー内で employeeDataType を 型 ドロップダウンリストから選択すると、インクルード スキーマ間のリレーションシップ

が存在するため、黒色で表示されることに注意してください。 

10.  ファイルを保存します。

スキーマ company1.xsd から2つの型が スキーマ company2.xsd にインクルードされました。

挿入されたインクルード ステートメントを確認する方法:

· 全てのグローバルを表示  アイコンをクリックします。
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2.4 アップデートされたリレーションシップの表示

このチュートリアル内のスキーマ間で作成されたリレーションシップのインクルードと再定義をビューすることができます。例:

1. SchemaAgent Client 内で ファイル | 新規 メニューコマンドを選択し、または 新規  ツールバーボタンをクリック、または

Ctrl+N を押してデザインウィンドウを開きます。

2. エクスプローラーウィンドウ内で 階層 タブをクリックします。

3. include_redefine フォルダーから以下のファイルをデザインウィンドウにドラッグします:  event_registration.xsd,

dvd_order.xsd と book_order.xsd。
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スキーマ内の特定のセクションに関する情報をビューするには   アイコンを展開します。スキーマを移動するには、タイトルバーをクリックしてマ

ウスを新しいポジションにドラッグします。コンポーネントのサイズを変更するには  の右下の角をドラッグ、またはコンポーネントの内部をダブル

クリックし フィットするようにサイズ調整する をコンテキストメニューから選択します。

デザインウィンドウの特定のファイルに関する情報を表示するには、カーソルをタイトルバーにポイントします。クイック情報ボックスはそのファイル

に関する情報を表示しています。
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2.5 MapForce (.mfd) デザインファイルのビュー

MapForce (https://www.altova.com/ja/mapforce) は XML を含むが XML のみに制限されないデータを複数の書式にまたは複

数の書式からデータにデータを変換することのできるデータマッピングツールです。MapForce を使用してデザインされるデータマッピングは

MapForce デザインファイル (.mfd) または簡単にマッピングとして知られています。このセクションでは SchemaAgent Client を使用し

て、MapForce デザイン (MFD) ファイルのコンポーネントをビューする方法について学習します。

SchemaAgent 内で MapForce デザインファイルをビューする方法 :

1. SchemaAgent Client 内で ファイル | 新規 メニューコマンドを選択し、または 新規  ツールバーボタンをクリック、または

Ctrl+N を押してデザインウィンドウを開きます。

2. エクスプローラーウィンドウ内で ExpenseLimit.mfd、 HasMarketingExpenses.mfd、

MarketingAndDailyExpenses.mfd および MarketingExpenses.mfd を MapForce フォルダーから選択し、デザ

インウィンドウにドラッグします。 

3. それぞれのファイルを右クリックし、 コンテキストメニューから、 挿入 | 参照付けられているすべてのディレクトリ | ファイル を選択

します。関連した XML スキーマとそのリレーションシップがデザインウィンドウ内に表示されます。

4. .mfd ファイルのそれぞれのファイルボックスを展開するために展開  アイコンをクリックします。各マッピングデザインファイルの入力と

出力を確認することができます。入力または出力スキーマをさらに展開して構造を確認することができます。
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5. コンポーネントのサイズを変更するには  の右下の角をドラッグ、またはコンポーネントの内部をダブルクリックし フィットするように

サイズ調整する をコンテキストメニューから選択します。
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3 SchemaAgent Server

SchemaAgent Server は、スキーマ IIR (インクルード、インポート、 と 再定義) サポートされるファイル間の参照を作成、アップデート、ま

たは削除するクライアントのリクエストを処理し、SchemaAgent Server とクライアント間の通信を管理します。 

SchemaAgent Server は識別するフォルダー(オプションでそのフォルダー内のサブフォルダー)— 検索パス内でサポートされるファイルについ

ての情報を読み取り ます。複数の検索パスを定義することができます。 構成の命令はサーバーとクライアントでは同様です。検索パスの追加

と検索を参照してください。SchemaAgent Server は検索パス上のファイル間のリレーションシップを決定し、これらのファイルとコンポーネン

トの内部マップを作成します。

検索パスがサーバー上で定義されると、定義済みの検索パス内のファイル間のリレーションシップを接続されたクライアントの視覚的なユーザー

インターフェイスからビューして管理することができます。

検索パス内のフォルダーが(例えば、フォルダーが W indows Explore から削除された場合など)  SchemaAgent Server 外で変

更された構造を持つ場合、この情報はパスが再ロードされるまで SchemaAgent Server 内では更新されません。

 SchemaAgent Server とそのクライアントはポート 2799 を介して UDP と TCP を使用しデータを転送します。
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3.1 SchemaAgent Server のインストール

SchemaAgent Server インストールパッケージを SchemaAgent ダウンロードページ

(https://www.altova.com/schemaagent/download)から無料でダウンロードすることができます。

SchemaAgent Client のインストール方法:

1. SchemaAgent Server インストーラーファイルをダブルクリックします。

2. 画面上の命令に従います。インストール中、ダイアログボックスは、 SchemaAgent Server がスタンドアロン サーバーとして、ま

たは、サービスとしてインストールするかを選択するようにプロンプトします。これらのオプションは下で説明されています。

3. 必要であれば、サーバーを開始します (SchemaAgent Server の開始を参照してください)。

スタンドアロン サーバーとして SchemaAgent Server をインストールする方法:

スタンドアロンサーバーとしてインストールされると、 開始  メニューから SchemaAgent Server を W indows アプリケーションとして開

始することができます。サーバーが起動されるとアイコン  がシステムトレイ内に表示されます。このアプローチでは、アプリケーションは 検索パ

スと他の設定を構成可能な視覚的なユーザーインターフェイスを使用することができます。この種類のインストールは (例えば、検索パスを変

更する場合など)視覚的なユーザーインターフェイスに頻繁にアクセスする必要がある場合に役に立ちます

サービスとして SchemaAgent Server をインストールする方法:

サービスとしてインストールされている場合、 SchemaAgent Server をサービスとして 「コントロールパネル | 管理ツール | サービス」 内

で使用することができ、他の W indows サービスと同様に管理することができます。システムが起動する際に自動的に構成されることが利点

です(このオプションはインストール ウィザード上でも使用することができます)。SchemaAgent Server のサービスとしてのインストールは複

数のクライアントのためにネットワークサーバーとしての役割を果たすシナリオに適しています。 
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このシナリオでは SchemaAgent Server は視覚的なユーザーインターフェイスを持たず、 開始  メニューから、または、デスクトップショ

ートカットから起動することはできません。または、システムトレイアイコンを使用することができません。SchemaAgent Server を構成(すな

わち、検索パスを定義)するには、最初に SchemaAgent Server をインストールして、構成し、コマンドラインからインストールメソッドを変

更する必要があります (下の指示を参照してください)。

インストールの型を変更する方法

プログラムをインストール後インストールモデルを (スタンドアロンからサービスへ、またはその逆に) 変更する場合、

SchemaAgentServer.exe をコマンドラインを使用して呼び出すことができます。それ以外の場合 SchemaAgent Server アンイン

ストールして、異なるインストールメソッドを選択してインストールする必要があります。

下にリストされるコマンドは、コマンドラインラインから SchemaAgentServer.exe を呼び出す際に使用することができます。実行可能ファ

イルは、コマンドラインモードで作動する際、常にリターンコードを返します。-install と -remove パラメーターを使用しエラーが発生した場

合、返されたエラーコードはオペレーティングシステムから与えられたコードと同一です。

コマンドライン パラメーターなし

GUI アプリケーションとして開始します。

 /install or -install サービスとしてインストールします。

 /remove or -remove サービスをアンインストールします

 /quiet or -quiet インストールまたは削除コマンドを使用してエラーが発生した際に 

表示されるメッセージボックスを抑制します。

「スタンドアロン」 から 「サービス」にインストールメソッドを変更する方法:

1. SchemaAgent Server が作動していないことを確認してください。作動中の SchemaAgent Server を終了するには、 シ

ステムトレイ内の Altova SchemaAgent Server  アプリケーション アイコンを右クリックし、コンテキストメニューからシャッ

トダウンを選択します。

2. コマンド プロンプト ウィンドウ (管理者として)を開き、現在のディレクトリを SchemaAgent Server のインストール フォルダーに

変更します(デフォルトでは C:\Program Files\Altova\SchemaAgentServer2021 )。

3. コマンドプロンプトで、 SchemaAgent Server サービスとしてインストールするために

SchemaAgentServer.exe /install を入力します。

4. SchemaAgent Server  をサービスとして開始します ( SchemaAgent Server の開始を参照してください)。

「サービス」 から 「スタンドアロン」へインストールメソッドを変更する方法:

1. SchemaAgent Server が作動していないことを確認してください。実行中の SchemaAgent Server サービスを終了するに

は、 「コントロールパネル | 管理ツール |  サービス」 から SchemaAgent Server サービス を右クリックし、コンテキストメ

ニューから「停止」を選択します。

2. コマンド プロンプト ウィンドウ (管理者として)を開き、現在のディレクトリを SchemaAgent Server のインストール フォルダーに

変更します(デフォルトでは C:\Program Files\Altova\SchemaAgentServer2021 )。

3. コマンドプロンプトで、SchemaAgentServer.exe /remove を入力して既存の SchemaAgent Server サービスをアン

インストールします。

4. コマンドプロンプトで、 SchemaAgentServer.exe を入力し スタンドアロン インストールを開始します。
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3.2 SchemaAgent Server の開始

スタンドアロン サーバーとして SchemaAgent Server をインストールした場合、サーバー アプリケーションは SchemaAgent Client を

接続する前に開始される必要があります。SchemaAgent Server がサービスとしてインストールされている場合、インストールの際のオプ

ションにより、既にサービスとして開始されている場合があります。SchemaAgent Server のインストールを参照してください。

メモ: 1度に開始することのできる SchemaAgent Server のインスタンスは1つです。SchemaAgent Server が既に作動している

場合、開始使用と試みると、エラーメッセージ が表示されます。

SchemaAgent Server ががサービスとして既に作動しているかチェックする方法:

1. 「コントロールパネル | 管理ツール | サービス」を開きます。

2. SchemaAgent Server サービスをリスト内から検索し、 ステータスをチェックしてください。

スタンドアロン サーバーとして SchemaAgent Server を開始する方法:

· 開始 をクリックして Altova SchemaAgent Server 2021 | Altova SchemaAgent Serverを選択します。

SchemaAgent Server をサービスとして開始する方法:

1. 「コントロールパネル | 管理ツール | サービス」を開きます。

2. SchemaAgent Server サービスを右クリックして「開始」を選択します
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3.3 SchemaAgent Server の非表示

スタンドアロン SchemaAgent Server の 検索パス と ファイル拡張子 を構成すると、サービスとして再構成することができ、システムと例内

で、ユーザーが使用できないように設定し、アプリケーションを非表示にすることができます。

システムトレイ内で SchemaAgent Server を非表示にする方法:

· システムトレイ内の Altova SchemaAgent Server  アプリケーション アイコンを右クリックし、コンテキストメニュー内の

「非表示」 を有効化します。

システムトレイ内で非表示の場合、 SchemaAgent Server を表示するには 以下の内の1つを行ってください:

· システムトレイ内の SchemaAgent Server  アプリケーション アイコンを右クリックし、 コンテキストメニュー内の 「非表示」

を無効化します。

· システムトレイ内のアプリケーション アイコンをダブルクリックします。
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3.4 SchemaAgent Server の終了

スタンドアロン サーバーとして SchemaAgent Server が作動している場合、 下の命令を使用して終了することができます。

SchemaAgent Server がサービスとして作動する場合、 「コントロールパネル | 管理ツール | サービス」 から代わりに停止することもで

きます。

クライアントに接続中に SchemaAgent Server を終了する場合、 これらのクライアントは SchemaAgent Server への接続を失い、

SchemaAgent Server への接続による処理コマンド(例えば、 SchemaAgent デザイン内での IIR リレーションシップの作成、および、

変更などのコマンド)を実行することができなくなります。従って、 ダイアログボックスは、現在接続されているクライアントの数を表示し、シャット

ダウンの継続を問います。

SchemaAgent Server を終了するには、以下の内の1つを行ってください:

· SchemaAgent Server GUI 内で、メニューオプション 「ファイル | シャットダウン」を選択します。

· システムトレイ内の Altova SchemaAgent Server  アプリケーション アイコンを右クリックし 、コンテキストメニューから

「シャットダウン」を選択します。
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3.5 SchemaAgent Server ユーザーインターフェイス

スタンドアロン サーバーとして SchemaAgent Server がインストールされている場合、視覚的なユーザーインターフェイス (GUI) を使用す

ることができます (SchemaAgent Server のインストールを参照してください)。SchemaAgent Server をサービスとしてインストールし

開始した場合、 GUI を使用することができません。 ユーザーインターフェイスは以下のように整理されています:

· 環境ウィンドウ ではここで使用することのできる検索パスとファイルに関する情報が表示されています。

· メインウィンドウ は 検索パス内で定義されているフォルダーのコンテンツを表示します。

· ログウィンドウ ではクライアントのリクエスト、サーバーレスポンス、と他のサーバーに関連したデータが表示されています。

環境とログウィンドウを新しいポジションに以下のようにドッキングまたはドッキングの解除することができます:

1. ウィンドウのタイトルバーをクリックしマウスをドラッグします。ドックするためのヘルパーが表示されます。

2. ウィンドウを上、右、左、下のハンドルにドラッグして新しいポジションにドッキングします。

ウィンドウを表示または非表示にするには 表示 メニューから対応するオプションを選択します。

環境ウィンドウ

クライアント タブは現在 SchemaAgent Server に接続されているクライアントの詳細を表示します。SchemaAgent Server への接

続はクライアントからのリクエストから開始され、クライアントで作成される必要があります。
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上のスクリーンショットは2つのクライアント SchemaAgent Client と XMLSpy が現在 SchemaAgent Server に接続されていること

を表示しています。クライアントに接続されている IP アドレスがリストされています。クライアントにより作成されたリクエストの数量が RQ 列内

で表示されており、各クライアントの最後のリクエストは LastRQ 列内で表示されています。

構成パス タブは検索パスとパスが検索するファイルのファイル拡張子を表示しています。詳細に関しては、AS2 検索パスの構成 を参照して

ください。

ログウィンドウ

ログウィンドウ ではクライアントのリクエスト、サーバーレスポンス、と他のサーバーに関連したデータが表示されています。このデータは実行の日

時(アクションの場合)と共に、またはデータ転送の時刻(通知の場合)と共に詳細として表示されています。情報がクライアントを含む場合、ク

ライアントは IP アドレスと共に表示されています。 

以下のシンボルがログウィンドウ内に表示される可能性があります:

クライアントからのリクエスト (青色、右向き矢印)

サーバーからのレスポンス (緑色、左向き矢印)

クライアントの接続または接続の解除に関する情報

(リクエストの) ソースクライアント と(レスポンスの)ターゲットクライアント ソース/ターゲット 列内で示されています。パラメーター/詳細 列はアク

ションの型を表示しており時刻 列はアクションの日時を表示しています。

(例えば、検索パスのために 再帰的 オプションが無効化されている場合) SchemaAgent Server 内で検索パスが変更される都度、変

更されたファイル構造は SchemaAgent Server により全ての接続済みのクライアントに送信されます。

検索パス内のフォルダーが(例えば、フォルダーが W indows Explore から削除された場合など)  SchemaAgent Server 外で変更され

た構造を持つ場合、この情報はパスが再ロードされるまで SchemaAgent Server 内では更新されません。

ファイルが指定された箇所に存在しない他のファイルを含む、またはインポートする場合メッセージ [<ファイル型> ファイルの読み取りに失敗し

ました] が表示されます。
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3.6 サーバーの構成

SchemaAgent Server オプションを以下のように構成することができます:

1. 変更されたファイルの検索パスと拡張子。命令は SchemaAgent Client と同様です。検索パスの構成方法を参照してくださ

い。

2. ログオプション。

ログオプションの設定

ログウィンドウ内に表示される情報がログファイルに書き込まれるかをオプションで構成することができます。

ログオプションの構成方法:

1. 「設定」 メニューから「ログオプション」をクリックします。ログオプションダイアログボックスが開かれます。

2. 任意で 全てを選択 または 全てをクリア をクリックしてチェックボックスを選択、またはクリアします。

使用することのできるすべてのオプションは以下にリストされています。

ログウィンドウ をアクティブに SchemaAgent Server アクションがログウィンドウ内で表示される場合、この チェックボックスを選

択します。 

最大行 ログウィンドウ内で表示される行の最大数を指定します。

入力をログ 受信されるリクエストの表示を有効化または無効化します。

出力をログ 送信されるレスポンスの表示を有効化または無効化します。

内部処理をログ 内部の SchemaAgent Server 情報の表示を有効化または無効化します。

ログファイルをアクティブに チェックボックスを選択すると、ログウィンドウ内にSchemaAgent Server アクションが表示されま

す。ログファイルは、 SchemaAgentServerLog.csv という名前のコンマにより区切られた

Comma separated Values (CSV) ファイルで、 SchemaAgent Server セッションを開始

する都度　SchemaAgent Server と同じファイルに作成されます。これは 「ログファイルをアクティ

ブに」 チェックボックスが有効化されていることが前提です。
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入力のログ、出力のログ、および 内部処理をログ チェックボックスによりログファイルへデータのカテ

ゴリが書き込まれるかを指定します。
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3.7 メニューレファレンス

「ユーザーレファレンス」 セクションには、すべての SchemaAgent Server メニューコマンドの完全な記述が含まれています。 

3 .7 .1 ファイルメニュー

「ファイル | シャットダウン」 コマンドにより SchemaAgent Server を終了することができます。クライアントへの全ての接続が失われること

に注意してください。

3 .7 .2 表示 メニュー

[表示 | 環境 ] コマンドは環境ウィンドウを表示または非表示します。

[表示 | ログ] コマンドはログウィンドウを表示または非表示します。

3 .7 .3 設定メニュー

「設定 | ログオプション. . .」 コマンドはSchemaAgent Server のログオプションの構成 をおこなうことのできる 「SchemaAgent

Server ログオプション」 ダイアログボックスを開きます。

3 .7 .4 ヘルプメニュー

「ヘルプ」 メニューには、上でヘルプを取得するために必要とされるコマンドなど、および W eb サーバー上の SchemaAgent の情報とサポ

ートページへのリンクが含まれています。

目次

このコマンドはオンラインヘルプシステムに含まれるすべてのチャプターおよびトピックを階層的に表示します。SchemaAgent 内から直接目次

に移動するためにこのコマンドを使用します。

ヘルプウィンドウが開かれると、3つのタブを使用して、目次、インデックス、と 検索 ペイン間をナビゲートします。 お気に入り タブによりヘルプシ

ステム内のページをブックマークすることができます。

インデックス

「インデックス」 コマンドによりオンラインのヘルプの「キーワード インデックス」にアクセスすることができます。オンラインのヘルプシステムの左側の

ペイン内のインデックス タブも使用することができます。

インデックスは、すべての関連付けられたキーワードをリストし、それぞれの キーワードをダブルクリックすることによりトピックに移動することができま

す。 1つ以上のトピックが 選択されたキーワードに一致する場合があり、選択可能なトピックのリストが表示され、リストからトピックを選択する

ことができます。 

検索

「検索」 コマンドはフルテキスト検索 をオンラインのヘルプシステム上で実行します。
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1. クエリ フィールドに検索用語を入力し、 「Enter」を押します。オンラインのヘルプシステムは、入力された検索用語を含むトピック

のリストを表示します。

2. 対応するトピックを表示するために、リスト内のアイテムをダブルクリックします。 

サポートセンター

コマンドは FAQ、ドキュメントおよび Altova サポートへ連絡するためのサポートフォームへのリンクを提供します。

W EB 上の FAQ

上記と同様です。

インターネット上の SchemaAgent Server

このコマンドを使用してニュース、製品のアップデートや Altova チームからの追加情報などについての情報が掲載される Altova W eb-サイ

トをブラウザーウィンドウで開くことができます。

SchemaAgent Server に関して

このコマンドは著作権に関する情報と SchemaAgent Serverのバージョンを表示します。 SchemaAgent の 64 ビットバージョンを使

用している場合、これはアプリケーション名の後のサフィックス (x64) により示されています。32 ビットバージョンにはサフィックスは存在しませ

ん。
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4 SchemaAgent Client

SchemaAgent Client によりスキーマとサポートされた ファイル型間のリレーションとの間の IIR リレーションシップ (インポート、 インクルー

ド、 と 再定義)を 作成、または、変更 する SchemaAgent デザインをビルドすることができます。

SchemaAgent デザイン内で、スキーマ、スキーマ-ベースの MapForce デザインファイル (.mfd) とその関連付けられたスキーマ間のリレー

ションシップ を確認することができます。更に、XSLT スタイルシートと W SDL ファイルを表示し、スキーマファイルを持つファイル、 XML イン

スタンス、 .mfd ファイル間のリレーションを確認することができます。SchemaAgent デザインを後で編集するためにディスクに保存することが

できます。

変更されたファイルへの参照は関連付けられたファイル内でグローバルに更新するために、 SchemaAgent Client によりスキーマとその関

連するファイルを (名前の変更 、移動、 削除 して)管理することができます。この機能により SchemaAgent Client は、多数の複雑な、

関連付けられたスキーマを管理し、これらのスキーマ間のリレーションシップとリンクされる他のサポートされるファイルを編集する、パワフルなワーク

スペースとしての役割を果たすことができます。

SchemaAgent Client を SchemaAgent サーバーに接続する。同じ実行可能内にインストールされている LocalServer 、または、

スタンドアロン SchemaAgent Server に接続することができます。これらの 2つのサーバーの主要な差分は、 LocalServer がにローカル

マシンインストールされており、同じマシン上のクライアントにサーブし、 while SchemaAgent Server はネットワーク マシン上にインストー

ルし、複数のクライアントにサーブし、詳細なログ情報を提供します。

サーバに接続後、 SchemaAgent Client は、それぞれの サーバー の 検索パス内でモニターされたファイルに関する情報を取得し、

SchemaAgent Client のエクスプローラー ウィンドウ内でツリー構造 (階層型タブ、および、フラット)として検索パス内のフォルダーを表示し

ます。SchemaAgent Client 内では、 デザインウィンドウ内の SchemaAgent デザインにツリーからドラッグしてドロップすることができま

す。

デザインウィンドウ内で、スキーマとその関連するファイルの構成をビューし、 サポートされるファイル間のリレーションシップをビルド することができ

ます。2つのスキーマ間のリレーションシップをビルドし変更すると、新規の情報と共に実際のスキーマファイルが更新されるだけでなく、リレーショ

ンシップにより影響を受ける他のリンクされたスキーマも更新されます。
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4.1 SchemaAgent Client のインストール

SchemaAgent インストールパッケージを SchemaAgent ダウンロードページ

(https://www.altova.com/schemaagent/download)からダウンロードすることができます。Altova®  MissionKit™  を購入済みの

場合 SchemaAgent Client がパッケージ内に含まれています。

SchemaAgent Client をインストールする場合、インストーラーファイルをダブルクリックしてインストールプロセスを実行し、ウィザードのステッ

プに従います。インストールプロセスで (現在のにインストールされている LocalServer と共にクライアントと共に接続する) SchemaAgent

のローカルの使用、または、既存の SchemaAgent Server に接続するかを問われます。 

ShemaAgent Server の選択 を選択すると、ローカルネットワーク上のコンピューターにインストールされている SchemaAgent

Server のインスタンスのリストから選択することができます。  SchemaAgent Server のインストールを参照してください。メニューコマンド

[その他 | サーバーに接続]を実行して設定を後に変更することができます。
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4.2 SchemaAgent Client の開始

SchemaAgent Server を開始するには、以下の内の1つを行ってください:

· SchemaAgent アイコンをデスクトップ上でダブルクリックします。

· 開始 をクリックして プログラムのショートカットにアクセスするために [SchemaAgent] を入力します。

サーバーに接続するようにプロンプトされると、以下のオプションを選択することができます:

· ローカルで作業。ローカルサーバーを開始して接続するためにこのオプションを選択します。このアプローチでは、エクスプローラーウィ

ンドウから検索パスの構成をすぐに開始しすることができます。サーバーがローカルで作動するため、他の SchemaAgent クライア

ントは接続できない事に注意してください。

· ネットワークサーバーへの接続。このオプションを選択して以前にインストールされている SchemaAgent Server に接続しま

す。SchemaAgent Server はリスト内に表示されるために作動している必要があります。このアプローチでは、サーバー上で検

索パスを構成する必要があります。サーバーに接続されているクライアントは検索パス上でファイルをビューし管理することができま

す。

サーバーに接続を参照してください。
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4.3 SchemaAgent Client ユーザーインターフェイス

SchemaAgent Client には2つのおおまかな部分に整理することのできる視覚的なインターフェイスです:

· 使用することのできる検索パスとファイルに関する情報を提供するエクスプローラー ウィンドウ。

· メインウィンドウ内で現在表示されているアクティブなデザインの箇所を表示する 概要ウィンドウ。

· デザインウィンドウ はサポートされた ファイル型の構造、および、 スキーマ間の既存の インクルート、インポート、再定義 (IIR) 、ま

たは、サポートされるファイルの間のリレーションシップ、 をそれぞれ視覚的に表示します。

ウィンドウのドッキングまたはドッキングの解除を行う場合、次のいずれかを実行してください:

· ウィンドウのタイトルバーを右クリックして ドッキング (または フロートをそれぞれ) コンテキストメニューから選択します。

· 矢印  ボタンをウィンドウの右上かクリックして ドッキング (または フロートをそれぞれ) コンテキストメニューから選択します。

· ウィンドウのタイトルバーをダブルクリックしてウィンドウのドッキング、ドッキングの解除を切り替えることができます。

新規のポジションにウィンドウをドッキングする方法:

1. ウィンドウのタイトルバーをクリックして新規の場所にドラッグします。ドックするためのヘルパーが表示されます。
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2. ウィンドウを上、右、左、下のハンドルにドラッグして新しいぼじしょんにドッキングします。

ツールバーとウィンドウをデフォルトの状態に復元する方法:

· メニューコマンド [ツール | ツールバーとウィンドウの復元]を実行します。 

4 .3 .1 エクスプローラー ウインドウ

エクスプローラーウィンドウは選択された SchemaAgent Server のために定義された検索パスを全て、およびここに含まれている関連する

ファイルも表示します。インストールにより これらの検索パスを ( LocalServer に接続されている場合) パスの構成 タブ  または (ネットワー

クベースのサーバーに接続されている場合)SchemaAgent Server で直接構成することができます。この結果、LocalServer に接続さ

れている場合のみ パスの構成 タブが表示されます。 

階層的なタブ

階層的な タブは定義済みの検索パスとそのコンテンツを全て表示しています。サポートされるファイル型 を含むフォルダーは標準の

W indows の外観を持っています。このようなファイルを含まないフォルダーは下のイメージのような インポート フォルダーのようにあいまいで

す。

サポートされるファイルを含まないフォルダーを非表示にするにはウィンドウを右クリックして、 からのフォルダーの表示 をコンテキストメニューから

選択します。

フラットタブ

フラット タブはすべての検索パス内の管理されているファイルのすべてのフラットファイル、および存在する場合 外部ファイル フォルダーからの

すべてのスキーマを表示します (すなわち、これは検索パス内のスキーマ内で参照されるスキーマを指します。しかしながら、これらは検索パス

内には存在しません)。各ファイルエントリはロケーションとそのステータスと共に表示されています。
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上のスクリーンショットでは、 異なるアイコンがゴースト ファイル  と 未解決の リレーション  を持つファイルを表示するために使用されてい

ることに注意してください。

4 .3 .2 概要ウィンドウ

概要ウィンドウ は、デザインウィンドウ内で使用できるスペースを占める大きなデザインファイルのためのナビゲーターの役割を果たします。概要

ウィンドウはデザイン内で現在表示されているエリアを表示し、デザインファイル内の必要とするロケーションに三角形をクリックしてフォーカスを移

動することができます。

4 .3 .3 デザインウィンドウ

デザインウィンドウで関連したファイル拡張子が定義されたファイルをビューし編集します。

ファイルとその既存の インクルード、インポート、 と再定義 (IIR) の視覚的に表示するには、エクスプローラー ウィンドウからファイルをドラッグし

て、デザインウィンドウにドロップします。ファイル は、必要に応じて 整列 と 並べ替えすることができ、または、デザインから削除することもできま

す。削除済みのファイルを再作成 することもでき、指定されている場所に存在しないファイルの参照パスを修正することもできます。
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スキーマ、または、スキーマと MFD ファイル間のインクルード、インポート、 と再定義、 はそれぞれ、カスタム化することのできる色の接続線に

より表示されています。IIR はドラッグアンドドロップを使用して、 編集 と 追加 することができ、 後で再利用するために各デザインを SAD

ファイルとして保存することができます。 

複数のデザインウィンドウを作成または開くことができます。ウィンドウ メニュー内のコマンドを使用して、ウィンドウをアレンジまたは前景に配置

します。

4 .3 .4 メニューバー、ツールバー、ステータスバー

[メニューバー] には多種のアプリケーション メニューが含まれています。 次のコンベンションが適用されます:

· メニュー内のコマンドが適用できない場合、使用することはできません(灰色表示されています)。

· 一部のメニューコマンドは、追加のオプションをリストするサブメニューをポップアップします。 サブメニューを持つメニューコマンドはコマン

ド名の右側の右向きの矢印の先端（三角形）により表示されています。

· メニューコマンドの一部は選択されたコマンドを実行するために必要とされる更なる情報をプロンプトするダイアログをポップアップする

場合があります。このようなコマンドは コマンド名の後の省略記号 (. . . ) により表示されています。

· メニューコマンドにアクセスするには、メニュー名をクリックし、 コマンドをクリックします。 メニュー アイテムのためにサブメニューが存在す

る場合、メニュー アイテムにマウスポインターをポイントするとサブメニューが開かれます。必要とされるサブメニューアイテムをクリックしま

す。

· メニューはキーボードから適切なキーの組合せ、を押して開くことができます。各メニューのためのキーの組合せは [KEY] が メニュー

名内の下線の引かれた文字である箇所の [Alt+KEY]です。例えば、[ファイル] メニューのためのキーの組合せは [Alt+F]で

す。

· メニューコマンド (メニュー内のコマンド) は、以下を順番に選択することにより選択することができます (i) キーの組合せを持つメニュ

ー (前のポイントを参照)、 (ii) 特定のコマンドのための([KEY] がコマンド名内の下線の引かれた文字である)キーの組合せ 。例

えば、ファイルを開くには ([ファイル | 開く])、 [Alt+F] を押し、[O]を押します。

· 特別なショートカット キー、または、キーの組合せ (Ctrl+KEY) を押して、直接メニューコマンドの一部を選択することができま

す。関連したショートカットを持つコマンドは、ショートカットキー、または、コマンドの右側にリストされるキーの組合せにより示されてい

ます。例えば、ショートカットキーの組合せ [Ctrl+N] を使用して、新規のファイルを作成することができます。エクスプローラー ウィ

ンドウ内のファイルまたはフォルダーをショートカットキー [F2] を使用して名前を変更することもできます。
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ツールバー

ツールバー にはメニュー内で見つかったコマンドのためのショートカットであるボタンが含まれています。コマンド名はボタンにマウスポインターが置

かれると表示されます。コマンドを実行するために、  ボタンをクリックします。

ツールバー ボタンはグループ別に整理されます。[ツール | カスタマイズ | ツールバー] ダイアログ内、または、ツールバーを右クリックし [カスタマ

イズ] を選択すると、表示されるツールバーグループを指定することができます。GUI 内で、ハンドル (または、タイトルバー) をスクリーン上の

場所にドラッグすることにより、ツールバーグループを移動することもできます。ハンドルをダブルクリックすると、ツールバーがアンロックされ、フロート

した状態になります。タイトルバーをダブルクリックするとツールバーが前の場所にドッキングします。

ステータスバー

ステータスバーはアプリケーション ウィンドウの下に表示され (i) ファイルのロードに関するステータス情報、 と (ii) マウスのカーソルがポイントされ

ると使用することのできるメニューコマンドとツールバー内のコマンドショートカットに関する情報。SchemaAgent の 64 ビット バージョンを使

用する場合、アプリケーション名の後に サフィックス (x64) を持つステータスバーにより表示されます。32 ビットバージョンにはサフィックスは存

在しません。
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4.4 サーバーへの接続

SchemaAgent Client を使用するには、アプリケーションをサーバーに最初に接続する必要があります。 SchemaAgent Client を起動

すると、  アイコンがアプリケーションの右上に表示され、 [SchemaAgent Server に接続] ダイアログボックスがポップアッ

プします。

SchemaAgent Client を使用するために 2つのオプションを使用することができます:

· ローカルで作業:  ローカルで作業:  スタンドアロン LocalServer を SchemaAgent Client 内から構成することのできる使用中

のコンピューターで起動します。

· ネットワークサーバーへの接続:  既に作動している複数のユーザーが接続しているネットワークベースの SchemaAgent Server

へ接続します。 SchemaAgent Server を構成するにはサーバー アプリケーションを開く必要があり、この構成を全ての接続さ

れたクライアントで使用することができます。

SchemaAgent サーバー 接続が既存の場合、 新規の接続を作成する前にこの接続を閉じる必要があります。

サーバーへの接続方法:

1. メニューオプション [ツール | サーバーへの接続]を選択します。 または[サーバーへの接続]  アイコンをクリックします。

[SchemaAgent Server に接続] ダイアログボックスが開かれます。

2. 以下の一つを行います:

· 起動しスタンドアロン LocalServer に接続するには、[ローカルで作業] を選択します。[パスの構成]タブがエクスプローラー

ウィンドウに追加されます。

· [ネットワークサーバーへの接続]を選択し、ドロップダウンリストから、接続する SchemaAgent Server を選択します。検

索パスがエクスプローラー ウィンドウ内に表示されます。

3. [OK]をクリックします。

接続を切断する方法:

· システムトレイ内の Altova SchemaAgent サーバー  アイコン(スクリーンの右下)をクリックし [シャットダウン] コマンドを選択

します。
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4 .4 .1 ローカルでの作業

ローカルのスタンドアロン サーバーに接続を選択する場合 LocalServer が自動的に起動され、[パスの構成]タブがエクスプローラー ウィンド

ウに追加されます。  アイコンがアプリケーションの右上に表示され、 システムトレイは LocalServer

 アイコンを表示します。

W indows にログインすると LocalServer が自動的に開始されるように以下のように定義することができます:

1. [ツール] メニューから [オプション]をクリックします。

2. [その他] タブをクリックします。

3. [ユーザーがログインする際に起動(スタートアップフォルダーに追加)] チェックボックスを選択します。

4. 「OK」をクリックします。

LocalServer をシャットダウンする方法:

· システムトレイ内の LocalServer  アイコン(スクリーンの右下)をクリックし、 SchemaAgent LocalServer の[シャット

ダウン]を選択します。

4 .4 .2 ネットワークサーバーへの接続

 接続するネットワーク サーバーをセットアップすると、[ネットワークサーバーへの接続] オプションを選択し、 ドロップダウンリストから、適切な

サーバーを選択します。SchemaAgent Client が接続できるように、サーバーが既に作動済みである必要があることに注意してください。

SchemaAgent Server の開始 を参照してください。 

接続に成功すると  アイコンがアプリケーションの右上に表示され、接続されているサーバーの名前が表示されます。SchemaAgent

Server 内で直接検索パスを構成することができ、全ての接続済みのクライアントのために有効であることができます。このため[パスの構成]

タブをエクスプローラーウィンドウ内で使用することができます。
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4.5 エクスプローラーとの作業

エクスプローラー ウィンドウの階層型タブ、および、フラット タブでは、 定義済みの検索パス と定義済みのファイル拡張子を持つファイルが全

て表示されます。階層型タブ内では、既存のファイルまたはフォルダーを更に、作成、名前を変更、削除  することができます。またファイルと

フォルダーを各パスエントリの下の他の箇所に移動し ゴーストファイルを再作成することができます。

エクスプローラー ウィンドウ内の全てのアクションは、コンテキストメニューを使用して、または、ドラッグアンドドロップを使用して操作されます。コ

ンテキストメニューのコンテンツはファイル、 フォルダー、または、エリアが呼び出される場所により異なります。エクスプローラー ウィンドウ内の空白

のエリアを右クリックすると、次の メニュー が表示されます :

· 空のフォルダーの表示:  このコマンドは[パスの構成]タブ内の定義済みファイル拡張子を使用して、ファイルを含まないフォルダーの

表示をオンとオフに切り替えることができます。

· 検索パスの追加:  このコマンドは LocalServer に接続している場合使用することができます。パスの[パスの構成]タブに変更さ

れ、 新規の検索パスの設定を定義することのできる[検索パスの追加] ダイアログボックスが開かれます。

ファイルまたはフォルダーを右クリックすると、以下のコンテキストメニューが表示される場合があります:

· 名前の変更 (F2):  選択されたファイル、または、フォルダーの名前の変更をします 。

· 削除 (Delete):  選択されたファイルまたはフォルダーを ファイルシステムから削除します。

· 新規作成:  コマンドはフォルダーのために使用することができます。新規のファイル、またはフォルダーの作成を選択することのできる

サブメニューを開きます。

· 再ロード:  ディスクから選択されたファイルを再ロードします。複数のファイルを選択して[再ロード]コマンドを実行してファイルを単一

のステップで再ロードすることができます。

· 再作成:  少なくとも1つのゴースト ファイルが選択されている場合のみこのコマンドを使用することができます。ゴーストファイル名を持

つ 新規の基本的なファイルが作成されます。

· 参照パスの修正 (Ctrl+R):  このコマンドはゴースト ファイルへの参照が少なくとも1つあるファイルを選択している場合のみ使用

することができます。異なる場所にあるゴーストファイルを検索することのできるダイアログボックスを開きます。

· 同期の選択:  デザインウィンドウ内でデザインが開かれている場合、 このコマンドはデザインウィンドウ内で、エクスプローラー内で選

択された同じファイルを選択します。

· MapForce 内でファイルを編集 (Ctrl+M):  編集のために MapForce 内で選択された .mfd ファイルを開きます

( MapForce がインストールされていることが条件です)。

· XMLSpy 内でファイルを編集 (Ctrl+Y):  編集のために XMLSpy 内で選択されたファイルを開きます ( XMLSpy がインス

トールされていることが条件です)。

· ファイルをクリップボードに挿入 (Ctrl+C):  デザインウィンドウに張り付けるために選択されたファイル をクリップボードにコピーしま

す。

· ファイルを現在のデザインに挿入 (Insert):  選択されたファイルはデザインウィンドウ内で現在開かれているデザインに追加しま

す。

(ファイルの名前の変更、ファイルの削除、またはインクルード、リレーションシップのインポートまたは再定義の変更など) 階層型タブ、お

よび、フラット タブ内での変更は変更されたファイルの参照に自動的に影響します。これらのアクションのために元に戻すコマンドが存在

しないため、 SchemaAgent Client と作業する際はバックアップシステム、または、ソース管理ソフトウェアを使用することが奨励されま

す。

4 .5 .1 ファイルとフォルダーの作成

エクスプローラーウィンドウ内で新規のファイルまたはフォルダーを作成する方法:

1. [階層型] タブ内でファイルまたはフォルダーを作成する箇所でフォルダーを選択します。 

2. 右クリックし、適用可能な場合コンテキストメニューから以下のコマンドの一つを選択します:
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· 新規作成 | スキーマ

· 新規作成 | XML ファイル

· 新規作成 | XSL ファイル

· 新規作成 | W SDL 1.1 ファイル

· 新規作成 | W SDL 2.0 ファイル

· 新規作成 | MapForce デザイン

· 新規作成 | フォルダー

新規のファイルの作成を選択する場合、対応するファイル拡張子を持つ基本の[タイトルの無い]ファイルが作成されます。フォルダー

の作成を選択すると、[新規のフォルダー]と呼ばれる新規の空のフォルダーが作成されます。

3. 内容を示す名前を入力して [Enter] を押します。

新規の スキーマ を XMLSpy 内で開くと、以下のようになります:

新規の XML ファイルには次のコンテンツが存在します:

新規の XSLT ファイルは以下のようになります:

新規の W SDL 1.1 ファイルの追加を選択すると、次のコンテンツを持つファイルが作成されます:
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新規の W SDL 2.0 ファイルの追加を選択すると、次のコンテンツを持つファイルが作成されます:

4 .5 .2 ファイルとフォルダーの名前の変更

エクスプローラー ウィンドウ内で、ファイルの名前を変更すると、 SchemaAgent は、自動的に変更された名前への参照を修正し、デザイン

ウィンドウ内で現在開かれているデザインに名前が変更されているアイテムが含まれているかを表示します。

メモ: ファイルの名前を変更する際、 ファイル拡張子を変更することができますが、ファイル型は変更されずファイルを使用できなくなる可

能性があります。ファイル拡張子を変更しようとすると SchemaAgent は警告を表示します。

ファイルまたはフォルダーの名前の変更の方法:

1. エクスプローラー ウィンドウ内で、ファイルまたはフォルダー を選択し、以下の内の1つを行ってください:

· 右クリックして、コンテキストメニューから[名前の変更] を選択します。

· 「F2」 を押します。

2. 名前を希望するとおり変更します。 変更された名前への参照は自動的に更新されます。
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4 .5 .3 ファイルとフォルダーの削除

エクスプローラー ウィンドウからファイル、または、 フォルダーをディスクから削除することができます。 

注意点:  削除されたファイルは W indows ゴミ箱に存在しないため、 このステップを元に戻すことはできません。

削除されたファイルがデザイン ウィンドウ内に存在すると、未知のファイルとして表示され黄色の警告アイコンが表示されます。

ファイルまたはフォルダーの削除方法:

1. エクスプローラー ウィンドウ内で、ファイルまたはフォルダー を選択し、以下の内の1つを行ってください:

· 右クリックして、コンテキストメニューから[削除] を選択します。

· 「削除」 キーを押します。

2. メッセージボックス内で[はい]をクリックして、削除を確認します

4 .5 .4 ファイルの編集

インクルード、インポート、 と再定義の定義以外に、SchemaAgent 内でファイルを直接編集することはできません。しかしながら、エクスプロ

ーラー ウィンドウとデザインウィンドウのコンテキストメニューは、 XMLSpy 、または、 MapForce 内の選択されたファイルを編集するオプショ

ンを提供します。それぞれのプログラムが使用中のコンピューターにインストールされている場合のみこれらのオプションを使用できることに注意し

てください。

XMLSpy 内でファイルを編集する方法:

· デザインウィンドウ、または、エクスプローラー ウィンドウ内で、 編集するファイルを選択し、以下の内の1つを行ってください:

· 右クリックして、コンテキストメニューから[XMLSpy 内で編集する]を選択します。

· 「Ctrl+Y」を押します。

MapForce 内で MFD ファイルを編集する方法:

· デザインウィンドウ、または、エクスプローラー ウィンドウ内で、編集する MFD ファイルを選択し、以下の内の1つを行ってください:

· 右クリックして、コンテキストメニューから[MapForce 内での編集]を選択します。

· 「Ctrl+M」を押します。
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4.6 デザインウィンドウ内でのファイルの表示

デザインウィンドウには、XML スキーマ、MapForce デザインファイル、XML ファイル、 XSL/XSLT スタイルシート、 W SDL ファイル と

IIR リレーション.の最適な表示を促進するために構成することのできる複数のグリッドとズーム オプションが搭載されています。

グリッドの表示または非表示

デザインウィンドウ内でグリッドを表示することにより、ファイルボックスを正確に配置する手助けになります。各戸別のデザインウィンドウのために

グリッドの表示をオフとオンに切り替えることができます。

SchemaAgent デザインウィンドウ内でグリッドの表示をオフとオンに切り替える方法:

以下の一つを行います:

· メニューオプション [レイアウト | グリッドの表示]を選択します。

· デザインペイン内を右クリックし、コンテキストメニューから[配置 | グリッドの有効化] を選択します。

· [Alt+G]を押します。

· [グリッドの有効化/無効化]  アイコンを配置ツールバーから選択します。

グリッド上でのファイルボックスの配置

1. [ツール] メニューから [オプション]をクリックします。

2. [デフォルトでグリッドを有効化する] オプションを選択またはクリアします。

グリッド上のファイルボックスの配置方法:

グリッドが表示されていない場合は、グリッドの表示をオンに切り替えます

グリッド上でファイルボックスを整列する方法:

1. グリッドが表示されていない場合は、グリッドの表示をオンに切り替えます。

2. 整列するファイルボックスを選択します。

3. 以下の一つを行います:

· メニューコマンド [レイアウト | グリッドにあわせる]を選択します。

· 配置ツールバーから [グリッドにあわせる]  アイコン を選択します。

特定のファイルボックスのみを整列するには、タイトルバーを右クリックして[整列 | グリッド上] をコンテキストメニューから選択します。

ズームインとアウト

デザインのズームは、各デザインウィンドウのために調整することができます。 SchemaAgent は、この目的を達成するために [レイアウト | ズ

ーム ]メニューコマンドと、ズーム ツールバー を搭載しています。更に、(マウスのスクロールホイールを使用して) [Ctrl] キーを押したままで、デ

ザイン内外をスクロールによりズームすることができます。
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デザインビュー内外でズームする方法:

1. 以下の一つを行います:

· メニューコマンド [レイアウト | ズーム] を選択し、 [ズーム]を選択します。

· [ズームダイアログの表示]  ツールバーアイコンをクリックします。

[ズーム] ダイアログボックス が表示されます。

2. 以下の一つを行います:

· スライダーを使用してズーム機能を調節します。

· スライダーの下のボックスに特定の倍率を入力します。

3. [OK]をクリックします。

または、 [ズーム]ツールバー内のドロップダウンリストからズームの倍率を選択、または、入力することもできます。

デザインウィンドウ内ですべてのファイルボックスを画面に合わせる方法:

· 以下の一つを行います:

· メニューオプション [レイアウト | ズーム] を選択し、 [画面にあわせる]をサブメニューから選択します。

· [画面にあわせる]  ツールバーボタンをクリックします。

ズーム機能が調整され、デザインウィンドウ内の全てのファイルボックスが画面内に表示されます。

 

選択するためにズームする方法:

1. 1つまたは複数の ファイルボックスを選択します。

2. 以下の一つを行います:

· メニューオプション [レイアウト | ズーム]を選択し、 [選択対象にあわせる] をサブメニューから選択します。

· [選択対象にあわせる]  ツールバーボタンをクリックします。

ズーム機能が調整され、デザインウィンドウ内の全てのファイルボックスが画面内に表示されます。
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4 .6 .1 デザインの作成と保存

デザインウィンドウで視覚的に リレーションシップをデザインし管理することができます。すなわち、無制限の数の W 3C XML スキーマ間の

IIR (インクルード、インポート、または再定義) 、および XSLT スタイルシート、 W eb サービス記述言語 (W SDL) ファイル、

MapForce デザイン (.mfd) ファイル、または XML ファイルと関連したスキーマ間のリレーションシップの表示を意味します。このように、スキ

ーマ (と .mfd、または、XML ファイル) を関連付けられたファイルのコレクションに整理することができます。

SchemaAgent デザインを後で編集するために SAD ファイルとして保存することができます。ファイルのセット (従って、 そのリレーションシッ

プ) が複数の SchemaAgent デザイン内に含まれることができます。SchemaAgent デザイン内で作成された IIR リレーションシップは、リ

レーションシップが作成されると、それぞれのファイルに伝達されます。

SchemaAgent デザインウィンドウを開く方法:

· メニューオプション [ファイル | 新規作成] (Ctrl+N) を選択します。または、標準ツールバー内の  [新規作成]  ボタンをク

リックします。

既存の SchemaAgent デザイン (ファイル)を開く方法:

1. メニューオプション [ファイル | 開く] (Ctrl+O) を選択します。または、標準ツールバー内の  [開く]  ツールバーボタンをクリッ

クします。[開く] ダイアログボックス が表示されます。

2. [開く] ダイアログボックス内で、  必要とするファイルを選択し「開く」をクリックします。

前回使用されたデザインファイルを開く方法:

· メニューオプション [ファイル] を選択し、メニューのしたに表示されている最近開かれたファイルの1つをクリックします。

デザインの保存方法:

1. メニューオプション [ファイル | 保存 (Ctrl+S)]を選択し、または、標準ツールバー内の  [保存]   ボタンをクリックします。ま

たは、ファイルを異なるファイル名、または、パス名で保存する場合、メニューオプション [ファイル | 名前を付けて保存] を選択しま

す。

2. デザインがまだ保存されていない場合、パスを選択して[名前を付けて保存] ダイアログボックスにファイル名を入力します。

現在アクティブなデザインファイルを閉じる方法:

1. 閉じるデザインファイルのために、 SchemaAgent デザインウィンドウを選択します。

2. メニューオプション [ファイル | 閉じる]を選択します。

4 .6 .2 ファイルとフォルダーの挿入

エクスプローラー内のコンテキストメニューを使用して、または、エクスプローラーウィンドウからデザインウィンドウ内にドラッグすることによりサポート

される拡張子を持つファイルはデザインに追加されます。各ファイルがファイルボックスとして表示されます。ファイル間に既存のリレーションシップ

は色のついたラインで表示されています。
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ファイル、または、 フォルダーをデザインを挿入する方法:

エクスプローラー ウィンドウ内で、 以下の内の1つを行ってください:

· 1つまたは複数の個別のファイルを挿入するには、 必要とするファイルを選択し、 左側のマウス ボタンを使用して、デザインウィンド

ウにドラッグします。

· フォルダー内に含まれているすべてのファイルを挿入するには、 フォルダーをデザインウィンドウにドラッグします。

ドラッグされたフォルダーに含まれているファイルはそれぞれデザインウィンドウに表示されます。または、1つまたは複数のファイルまたはフォルダー

を選択し、コンテキストメニューから[現在のデザインへ挿入する]を選択、または[挿入]を押します。

ファイルとすべてのディレクトリ、または、間接的に参照されたファイルを挿入する方法:

· 右のマウスボタンを使用して1つまたは複数のファイルを選択し、デザインウィンドウにドラッグし、希望するオプションを表示されるコ

ンテキストメニューから選択します。 選択されたファイルと対応する参照されているファイルはデザインウィンドウ内に表示されます。

4 .6 .3 関連するフォルダーの挿入

スキーマをドラッグすると、デザインウィンドウ、コンテキストメニューを使用してすべての関連付けられた MFD、または、 XML ファイルをデザイン

に追加することができます。

関連した基になるファイルをデザインに挿入する方法:

· ファイルボックスのタイトルバーを右クリックし、コンテキストメニューの [挿入] サブメニューから次のオプションを選択します :

· 直接参照付けられているすべて

· 直接参照するすべて

· 全ての関連するディレクトリ

· 参照されるすべて

· 参照しているすべて

· 関連しているすべて

· リンクされているすべて

ファイル、 スキーマファイル、 XML ファイル、XSLT ファイル、 W SDL ファイル 、または、 MapForce デザインを選択することのでき

る、これらのメニューオプションのサブメニューを開きます。[ファイル] オプションは、必要条件を満たすすべてのファイルを挿入し、 残りのオプショ

ンは選択されたファイル型に挿入されるファイルを制限します。

右側のマウスボタンを使用してエクスプローラーウィンドウからドラッグして デザインウィンドウ内にファイルを挿入する 際にもこれらのオプションを

使用することができます。
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4.6.3.1  直接関連付けられたファイル

直接関連付けられたファイルは、デザインウィンドウ内で実線の接続線により表示されます。

直接参照されたファイル

これらはインクルード、インポート、再定義、または (IIR) ステートメントを使用して直接参照されているファイルです。例えば、スキーマ A がス

キーマ B を参照するインクルードステートメントを持つ場合、スキーマ B は直接スキーマ A により参照されています。

XML ファイルは、1つまたは複数の XML スキーマ、または、XSLT スタイルシートを参照することができます。

XSLT ファイルは XML スキーマをインポートすることができ、他の XSLT ファイルをインポート、または、インクルードすることができます。更に、

定義済みの1つまたは複数のインラインのスキーマを持つことができます。これらのリレーションは直接的な参照です。

W SDL ファイルは、存在する他のインポートされた W SDL ファイルと XML スキーマ とインラインのスキーマを直接参照することができます。

.mfd ファイルは、ソースとターゲットスキーマ と XML インスタンスを直接参照することができます。
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ファイルを直接参照する方法

この場合、 挿入されるファイルは、挿入されるファイルにより参照されている選択されたファイルである、 IIR ステートメントを持つ選択された

ファイルを参照します。上のサンプルではスキーマ A はスキーマ B を直接参照しており Target.xsd は Design File.mfd を直接参

照しています。

全ての関連するディレクトリ

このオプションは直接的、及び、間接的に参照されているファイルに適用されます。

4.6.3.2  間接的に関連付けられたファイル

ファイルが間接的に互いに関連付けられている場合、直接的な接続線はファイルボックス間に表示されません。リレーションは、3番目のファイ

ルボックスを介して、これらのファイルへの直接的なリレーションとして作成されます。

直接参照されたファイル

直接、または、間接的に参照されるファイルが存在します。例えば、スキーマ A がスキーマ B を参照するインクルード ステートメントを持つ場

合、スキーマ B がスキーマ C を参照するインクルード ステートメントを持つ場合、 (i)スキーマ A は、スキーマ B を直接参照しています (ii)

スキーマ B はスキーマ C を直接参照しています (iii) (スキーマ A がスキーマ C を参照するスキーマ B を参照するため)スキーマ A  はスキ

ーマ C を間接的に参照しています。

XML ファイル により直接参照されるスキーマが(スキーマ A によりスキーマ B がインポートされているなどの)別のスキーマを参照する場合、こ

のスキーマ (このサンプルではスキーマ B ) が XML ファイルにより間接的に参照されていると考えられます。

XSLT スタイルシート により直接参照されるファイル内にインクルードまたはインポートされるスキーマと XSLT ファイルは、 これらのスタイルシ

ートにより間接的に参照されていると考えることができます。Stylesheet.xslt 内に含まれている Import.xslt 内にインポートされている

ため、下のサンプルでは、 Catalog.xsd は直接 Stylesheet.xslt により参照されています。

W SDL ファイル は、(インライン) スキーマ および/または これらの(インライン) スキーマがインクルード、インポート、 または、再定義することの

できる他のスキーマを含むことができます。(下のサンプル内のスキーマ インポート、 D とカタログなど)スキーマ内でインクルードされる、インポート

される、または、再定義されるスキーマは、W SDL ファイルにより間接的に参照されます。
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.mfd ファイルの場合、直接参照されているソースとターゲットスキーマに加え、ソーススキーマが参照するスキーマ、または、参照されているタ

ーゲットスキーマ (このサンプルではスキーマ Z ) は MFD ファイルにより参照されていると考えられます。

参照されたファイル

選択されたファイルを直接、または、間接的に参照するファイル

関連しているすべて

このオプションは直接的、または、間接的な参照を持つファイルを参照する、または、ファイルにより参照する項目に適用されます。

4.6.3.3  リンクされているファイル

これらは直接および間接的に参照されているスキーマ、および直接または間接的に参照されているスキーマにリンクされているスキーマです。

例えば、前のサンプルを展開して、 スキーマ Z が スキーマ B を含むと、 (スキーマ A にはスキーマ B が含まれるため) スキーマ Z はスキ

ーマ A にリンクされます。更に、スキーマ A にリンクされているスキーマ Z は MFD ファイルの ターゲット、または、ソーススキーマになり 、その

MFD ファイルは スキーマ A にリンクされているものと考えられます。 

スキーマ B を含むスキーマ Z を使用し、スキーマ A はスキーマ B を含むため、Web Service.wsdl はスキーマ A にリンクされていま

す。 

スキーマ A を参照する instance.xml により参照されているため、Stylesheet.xslt は スキーマ A にリンクされています。
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4 .6 .4 デザイン内でファイルを整理する

デザインウィンドウ内にファイルを挿入 すると、マウスを使用して必要とするロケーションにドラッグして、デザイン ペイン上でファイルボックスを整

理することができます。多数のファイルを含むデザインに関しては概要ウィンドウ は概要を提供し、デザイン内で表示することのできる部分を一

瞥することができます。

ボックスのサイズ調整をボックスの枠線をドラッグして、またはボックスのタイトルバーの  ボタンをクリックして展開し行うことができます。 

ファイルボックス内のアイデザインウィンドウ内で、ファイルボックスから次のファイルボックスにナビゲートするには、カーソルキー(上、 下、左、 右)

を使用します。

ファイルボックスを展開し折りたたむ方法:

· タイトルバー、または、ファイルボックス内の展開  ボタンをクリックします。

ファイルボックス内のツリー構造を展開し折りたたむ方法:

以下の内の1つを行ってください:

· 個別のアイテムを展開、または、折りたたむには、アイテムの左側のプラスまたはマイナス アイコンをクリックします。

· 個別のアイテムとその子を展開、または、折りたたむには、アイテムを右クリックして、コンテキストメニューから[全ての子の展開]、ま

たは、[全ての子を折りたたむ]を選択します。

· ファイルボックス内の全てのアイテムを展開、または、折りたたむには、ボックス内のアイテムを右クリックし、コンテキストメニューから

[全て展開する]、または、[全て折りたたむ] を選択します。

ファイルボックス内のすべての展開されたアイテムを表示する方法:

· ファイルボックスの展開されているセクション内を右クリックし、コンテキストメニューから[フィットするサイズ]を選択します。
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4 .6 .5 スキーマの表示

デザインウィンドウ内で、 各スキーマは折りたたみ、展開することのできるボックスとして表示されています。スキーマがデザイン内に挿入されると、

折りたたまれたスキーマボックスとして表示されます。

上のスキーマ内では、展開  ボタン内の矢印の先端（三角形）以外に、2つの矢印の先端（三角形）が存在します。左側の矢印は、この

スキーマが他のスキーマ、または、スキーマコンポーネントをインクルード、 インポート、 または、再定義することを示しています。スキーマボックス

を展開することにより、他のスキーマ、または、スキーマコンポーネント がインクルード、インポート、または、再定義されるかを決定することができ

ます。 右側の矢印の先端（三角形）は このスキーマ 、または、他のスキーマ内のスキーマコンポーネントをインクルード、 インポート、 または、

再定義する IIR を作成 するために使用されます。

最小化されたスキーマボックスをタイトルバー内のボタンをクリックすることにより展開することができます。4つのセクションに展開されます:  インクル

ート、インポート、再定義、およびグローバル。 下のスクリーンショットでは、 インポート と再定義 セクションの左側の矢印は このスキーマ イン

ポートには少なくとも1つのスキーマ と再定義、少なくとも1つの外部スキーマからのスキーマコンポーネントが存在していることを示しています。

サブ構造が存在する場合、スキーマボックスの (スキーマボックスの右上にある 展開  ボタンにより表示されている )各セクションを更に展開

することができます。このサブ構造は自由に展開することのできる IIR とグローバルコンポーネントのツリー構造として表示されます。
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個別のセクションを展開することにより表示される詳細のレベルにより矢印を移動することができます。OfficeType 複合型 の横の二重の矢

印の先端（三角形）は、このセクションに2つのリレーションシップが含まれていることを示しています。

スキーマの表示方法:

1. エクスプローラー ウィンドウからビューするスキーマをデザインウィンドウにドラッグアンドドロップします。 または、コンテキストメニューを使

用してファイルを現在のデザインに追加します。

2. 任意で、 サブセクションを展開し、IIR または、コンポーネントの詳細情報を表示します。

4 .6 .6 XML インスタンスファイルの表示

デザイン内に挿入された XML ファイルは、折りたたまれた XML ボックスとして表示されます。
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XML ボックスのデザインは スキーマボックス のデザインと同様にデザインされています。ボックスを展開することができ、 3つのサブセクションが表

示されます。下のスクリーンショットでは、スキーマ セクションの左側の矢印の先端（三角形）は、この XML インスタンスに定義済みの XML

スキーマが存在することを示しています。

XML ボックスのスキーマとルートセクションを更に展開し、XML ファイルのためにどの XML スキーマと名前空間が定義されているかを確認す

ることができます。

XML インスタンスに定義済みの XSLT スタイルシートが存在する場合、スタイルシート セクションを展開することができ、XSLT ファイル上の

情報を確認することができます。
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XML ファイルの表示方法:

1. エクスプローラー ウィンドウから XML ファイルをデザインウィンドウにドラッグアンドドロップ、または、コンテキストメニューを使用して現

在のデザインに追加します。

2. 任意で、 サブセクションを展開し、スキーマ、スタイルシート、または、名前空間に関する詳細情報を表示します。

4 .6 .7 XSL/XSLT スタイルシートの表示

デザインウィンドウに挿入されると、XSLT スタイルシートは、折りたたまれた XSLT ボックスとして表示されます。

展開されたボックスは、インポートされている、または、インクルードされている XSLT ファイル、 インポートされたスキーマ、 インラインのスキー

マ、とスタイルシートのために、 5つのサブセクションを表示します。

サブセクションを展開すると、スタイルシートのために定義されているインポートされた、または、インクルードされた ファイル、 と名前空間の名前

が表示されます。
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注意点: バージョン 1.0 のスタイルシート ファイルは、スキーマ、または、インラインのスキーマのインポートをサポートしないため、 関連したセク

ションはこれらのファイルのファイルボックス内に表示されません。スタイルシートファイルのバージョンは、ファイルボックスのクイック情報

内に表示されています。

XSLT ファイルの表示方法:

1. エクスプローラー ウィンドウから XML ファイルをデザインウィンドウにドラッグアンドドロップ、または、コンテキストメニューを使用して現

在のデザインに追加します。

2. 任意で、 サブセクションを展開し、 インポート、または、 インクルード、インポートされた、または、インラインのスキーマ、 または、名

前空間の詳細情報を表示します。

4 .6 .8 WSDL ファイルの表示

W SDL ファイルをデザインウィンドウに追加すると、 折りたたまれた状態で表示されます。

展開されたボックスはインポートされた W SDL または XML スキーマファイル、 インラインのスキーマ、 と定義のための4つのサブセクションを表

示しています。
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サブセクションを更に展開する場合、 インポートされた W SDL ファイルのサブセクション、または、 XML スキーマ、 インラインのスキーマ、 およ

び W eb サービスの個別の定義の詳細を確認することができます。

SchemaAgent は W SDL 2.0 もサポートしています。
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W SDL ファイルの表示方法:

1. エクスプローラー ウィンドウからビューする W SDL ファイルをデザインウィンドウにドラッグアンドドロップ、または、コンテキストメニューを

使用して現在のデザインにファイルを追加します。 

2. 任意で、インポートされた W SDL 、または、スキーマファイル、 インラインのスキーマ、または、W eb サービス 記述言語 (W SDL

1.1) 、または、W eb サービス 記述言語 (W SDL 2.0) の詳細情報を確認するために、それぞれのサブセクションを展開してくだ

さい。

4 .6 .9 リレーションの表示

SchemaAgent は、サポートされるファイル間の多数の異なるリレーションを表示します。

· XML スキーマ 間の IIR リレーション(インクルード、 インポート、 と再定義)
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· XML インスタンス と XML スキーマ、または、XSLT スタイルシート間のリレーション

· XSLT スタイルシート間のインクルードとインポート リレーション、および、リレーション XSLT スタイルシートと XML スキーマ間のリレ

ーション

· W SDL ファイル 間のリレーションと W SDL ファイルと XML スキーマ間のリレーションをインポートします。

· MapForce デザイン (.mfd) ファイル と XML スキーマ、 XML インスタンス、または、 W SDL ファイル間のリレーション

これらのリレーションはデフォルトでは個別のファイルボックス間を実線の接続線で示しています。 接続線は特定のファイル間に存在するリレー

ションを示す異なる色で表されています。 オプション ダイアログ (メニューコマンド [ツール | オプション])の 色 と リレーション タブで接続線の

外観をカスタマイズすることができます。

コンポーネントリレーション

2つのスキーマ内のグローバルコンポーネント間のリレーションシップは点線の接続線で示されています。 このようなリレーションを表示するには

両方のスキーマのグローバルなセクションが展開されている必要があります。

同様にソースとターゲットスキーマ内の .mfd ファイルとグローバルコンポーネントは点線で示されています。このようなリレーションを表示するため

に、スキーマのグローバルなセクションと .mfd ファイルの入力または出力のセクションは展開されている必要があります。
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接続線をハイライトする方法

接続線にカーソルをポイントすると、接続線がハイライトされます。リレーションシップの詳細を表示するヒントが表示されます。表示される矢印

の先端（三角形）はリレーションシップの「方向」を示します。

上のスクリーンショットでは、 青色のインポート リレーションがハイライトされ、 NanonullOrg.xsd 内に address.xsd がインポートされ

たことを示します。ハイライトされたコネクタの外観はツール | オプション | リレーションにより構成することができます。 

接続線を選択する方法

ラインをクリックして選択します。接続線を右クリックしてコンテキストメニューオプションを表示します。

上のスクリーンショットでは、 緑色のインクルード リレーションが選択されています。 選択されたラインの外観はツール | オプション | リレーショ

ンにより構成することができます。 選択されたラインもハイライトできることに注意してください 。
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4.6.9.1  スキーマリレーションシップ

スキーマ間のリレーションシップを示すラインはデフォルトでは実線です。異なる色が使用され、インポート、 インクルード、 と再定義が区別され

ています。デフォルトの設定は、インポートを青色で、インクルードを緑色で、再定義を紫色で表示しています。

スキーマボックス内のセクションも展開した場合、コネクタは参照された コンポーネントをポイントすることに注意してください。

4.6.9.2  XML インスタンス

XML スキーマ間に存在するリレーションシップ、または、XSLT スタイルシートと対応する XML インスタンスが SchemaAgent 内に表示さ

れています。

スキーマリレーションのためのデフォルトの色は赤色です。スタイルシートのリレーションのためのデフォルトの色シアンです。
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4.6.9.3  スタイルシートのリレーションシップ

XSLT スタイルシート ファイルは他の XSLT ファイル または XML スキーマをインポート、または、インクルードすることができます。 更に、1つ

または複数のインラインのスキーマが XSLT ファイル内に存在する場合があります。SchemaAgent はこれらのリレーションシップを異なる色

で表示します。

インポートのデフォルトの色は深緑色、 インクルードのデフォルトの色は薄い緑色、スキーマリレーションは薄い青色で表示されています。

インポート済みまたはインクルード済みの XSLT ファイルの順序の変更

インポート済みまたはインクルード済みのスタイルシートが適用されるシーケンスの順序は XSL 変換では重要です。この理由のため、デフォル

トではこれらのファイルはアルファベット順に並べ替えられておらず、挿入の順序で並べ替えられています。必要であれば並べ替え順序を変更

することができます。

インポート済みまたはインクルード済みの XSLT ファイルの順序の変更:

1. [インポート]と[インクルード]セクションを展開して関連する XSLT ファイルを確認します。

2. ポジションを変更するファイルを右クリックし適用可能な 上に移動 または 下に移動 をコンテキストメニューから選択します:



(C) 2015-2021 Altova GmbH

デザインウィンドウ内でのファイルの表示 95SchemaAgent Client

Altova SchemaAgent 2021

3. オプションでファイルが希望する箇所で表示されるまでステップ 2 を繰り返します。

インラインのスキーマ

XSLT ファイルにインラインスキーマが含まれている場合、インラインスキーマのためにファイルボックスを表示することができます。 インラインスキー

マのためのファイルボックスは点線の枠線で囲まれています。それ以外は他の XML スキーマボックスと同様に処理を続けます。

インラインスキーマの表示方法:

1. インラインスキーマがインラインスキーマセクションの下にリストされるまで XSLT ボックスを展開します。

2. 以下の内の1つを行ってください:

o インラインのスキーマを右クリックし、 コンテキストメニュー内からインラインの表示 オプションを選択します。 

o インラインスキーマ エントリの左側の  アイコンをクリックします。

o インラインのスキーマエントリをダブルクリックします。 
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インラインスキーマを非表示にする方法:

· 以下の内の1つを行ってください:

o インラインスキーマを右クリックして インラインの表示 オプション をコンテキストメニューからクリアします。

o インラインスキーマ エントリの左側の  アイコンをクリックします。

o インラインのスキーマエントリをダブルクリックします。

4.6.9.4  WSDL リレーションシップ

W SDL ファイルは他の W SDL ファイル、または、 XML スキーマをインポートすることができます。更に、1つまたは複数のインラインのスキー

マが W SDL ファイル内に存在する場合があります。SchemaAgent はこれらのリレーションシップを異なる色で表示します。

インポートのデフォルトの色はマゼンタで、スキーマリレーションの色は薄い青色です。

W SDL ボックス内の[型]セクションが展開されていると、インラインのスキーマが表示されます。インラインのスキーマのためのファイルボックスを表

示することもできます。インラインスキーマのためのファイルボックスは点線の枠線で囲まれています。それ以外は他の XML スキーマボックスと同

様に処理を続けます。

インラインスキーマの表示方法:

1. [型]の下にインラインスキーマがリストされるまで W SDL ボックスを展開します。

2. 以下の内の1つを行ってください:

o インラインのスキーマを右クリックし、 コンテキストメニュー内からインラインの表示 オプションを選択します。

o インラインスキーマ エントリの左側の  アイコンをクリックします。

o インラインのスキーマエントリをダブルクリックします。

インラインスキーマを非表示にする方法:

· 以下の内の1つを行ってください:
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o インラインスキーマを右クリックして インラインの表示 オプション をコンテキストメニューからクリアします。

o インラインスキーマ エントリの左側の  アイコンをクリックします。

o インラインのスキーマエントリをダブルクリックします。

4.6.9.5  MapForce デザイン リレーションシップ

MapForce デザインファイルに関しては、実線の接続線がファイルから対応するソースとターゲットスキーマまたは既存の XML インスタンスに

接続されます。 デフォルトでは .mfd ファイルとスキーマ間のリレーションの色は青色です。デフォルトでは .mfd ファイルと XML インスタンス間

のリレーションの色は緑色です。

デフォルトでは .mfd ファイルと W SDL ファイル間のリレーションの色はマゼンタです。

4 .6 .10 関連したコンポーネントの表示

スキーマコンポーネント、またはその方は(コンポーネントの左側で矢印で示されている) 他のスキーマにより定義されている、または(コンポーネン

トの右側で矢印で示されている)他のスキーマにより使用されている可能性があります。例えば、下で説明されている複合型 ipo:US-

Address は (デフォルトの色のスキームに従い)青色でインポートを示しています。
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このようなコンポーネントのための原点または使用方法をビューすることができます:

1. コンポーネントを右クリックして コンポーネントの原点を表示 (または、適用可能な場合 コンポーネントの使用方法の表示 )

をコンテキストメニューから選択します。

2. 現在の デザイン内にソースコンポーネントのスキーマが存在しない場合ポップアップされるメッセージボックス内の [はい] 任意でをク

リックします。

上記の命令はデザインウィンドウに追加された XML スキーマと .mfd ファイルの両方に適用可能です。 

コンポーネントの原点の表示 コマンドは関ソーススキーマ内の関連した定義をデザイン追加します (このサンプルでは address2.xsd) 。
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一方 コンポーネントの使用方法の表示 コマンドは型が使用されている個所でデザインにスキーマの関連した定義を追加します。下で説明

されているデザインでは address2.xsd 内で定義されている型 ipo:Address は ipo2.xsd 内で使用されています。
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4 .6 .11 MFD ファイルの表示

MapForce (https://www.altova.com/ja/mapforce) と MapForce 統合パッケージが同じコンピューターにインストールされている場

合、 SchemaAgent Client 内のマッピングデザインファイル (.mfd) に関する詳細を確認することができます。具体的には:

· XML をベースにしたソースまたはターゲットコンポーネント

· (存在する場合) MapForce 内で入力または出力として指定される XML インスタンスファイル。 

· W SDL-スタイル W eb サービスへの呼び出しであるすべてのソースまたはターゲットコンポーネント。

· 上記と他のファイルの間のリレーション

メモ:

· W hile MapForce はライセンスを必要としますが MapForce Integration Package は

https://www.altova.com/ja/mapforce/download で無料でダウンロードすることができるコンポーネントです。

· .mfd ファイルに XML スキーマコンポーネントが含まれる場合、 XML 入力または出力、または W SDL-スタイル web サービス

への呼び出し、表示される情報にはSchemaAgent Client内で XSD、XML、 または W SDL コンポーネントを確認するかの
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ように同じレベルの詳細が表示されます。.mfd ファイルには SchemaAgent ( CSV または Excel ファイルまたはデータベース

など) によりサポートされないコンポーネントが含まれています。このような入力と出力は表示されていません。

SchemaAgent 内で .mfd ファイルに関する情報をビューする場合、以下の一つを行います:

· .mfd ファイルをエクスプローラーウィンドウからデザインウィンドウに ドラッグアンドドロップします。

· エクスプローラーウィンドウ内の .mfd ファイルを右クリックし、コンテキストメニューから [現在のデザインに挿入する] を選択します。

ソースとターゲットコンポーネントは展開  ボタンをクリックするとリストされます。ソースコンポーネントは左側に表示されており、ターゲットコンポ

ーネントは右側に表示されています。.mfd ファイルのフル構造を素早くビューするには、タイトルバーを右クリックし、コンテキストメニューから

[全て展開する] を選択します。

MapForce に表示される通りマッピングデザインをビューするには入力と出力ファイルの間にある デザイン  ボタンをクリックします。 
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マッピング タブはデザインビューを表示します。XSLT タブは MapForce により生成された XSLT 出力を表示します。このタブはマッピング

の変換言語が XSLT の場合のみ表示されます。「出力」タブはマッピングの実行の結果を表示します。

デザインペインを閉じるには デザイン  ボタンをもう一度クリックします。

メモ: デザインペインを表示するために MapForce と MapForce Integration Package が使用中のコンピューターにインストール

されている必要があります。以下で述べられているとおり入力と出力インスタンスの設定以外 .mfd ファイルは SchemaAgent 内

で直接編集することができません。

MapForce 内で編集するために .mfd ファイルを開くには、以下のショートカットコマンドを使用してください:

· エクスプローラーウィンドウ内の .mfd ファイルを右クリックし、コンテキストメニューから [MapForce 内で編集] を選択します。 

· デザインウィンドウ内の .mfd ファイルのタイトルバーを右クリックし、コンテキストメニューから [MapForce 内で編集] を選択しま

す。

· エクスプローラーウィンドウ内のファイルを選択して Ctrl+M を押します。

入力と出力の設定方法

SchemaAgent Client 内で直接 .mfd ファイルを編集することはできません。 XML をベースにしたコンポーネントの入力または出力

XML インスタンスを設定することができます。 
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A MapForce デザインファイルは1つまたは複数のソース XML コンポーネント、および1つまたは複数のターゲット XML コンポーネントを持

つことができます。 SchemaAgent Client 内でソースコンポーネントはボックスの左側に、ターゲットコンポーネントは右側に表示されます。

例えば、以下で説明される .mfd には1つのソースコンポーネントと1つのターゲットコンポーネントが存在します:

上のイメージのとおりソースコンポーネントが XML スキーマの場合、 MapForce 内で実行する際に通常マッピングがデータを読み取る

XML ファイルである入力インスタンスファイルがあります。ターゲットコンポーネントは通常[出力]インスタンスファイルを持っています。これはデー

タが書き込まれる XML ファイルです。例えば、下で説明される .mfd はデータを books.xml から読み取り library.xml に書き込みま

す。

入力インスタンスファイルの前のプレフィックス[入力]と出力ファイルの前のプレフィックス[出力]に注意してください。 

コンポーネントの入力または出力ファイルを設定する方法:

1. 必要とされる XML ファイルをエクスプローラーウィンドウからデザインウィンドウに ドラッグします。 

2. XML ファイルボックスの左側また右側の入力または出力コネクタ (小さな三角形) をクリックし、マウスキーを押し、ソースまたはター

ゲット .xsd コンポーネントにドラッグします。新規のインスタンスファイルが追加され[入力]または[出力]のプレフィックスが追加されま

す。

メモ: MapForce コンポーネントには最高で1つの入力と出力を持つことができます。更に追加しようと試みるとエラーメッセージが表示さ

れます。

3. 入力ファイルを出力に変換する必要がある場合、またはその逆が必要な場合、ファイルを右クリックしてコンテキストメニューから [イ

ンスタンスの切り替え] を選択します。以下を参照してください。

既存の入力または出力のインスタンスを削除する方法:

· インスタンスファイルを右クリックし、[削除] をコンテキストメニューから選択します。または、ファイルを選択し、[削除]を押します。

入力と出力インスタンスの切り替え

[入力]インスタンスファイルを[出力]インスタンスファイルに変更、または、その逆を SchemaAgent Client から直接行うことができます。

MapForce 内のマッピングコンポーネント設定上の 入力 XML ファイル と 出力 XML ファイル 間の切り替えと同じオペレーションと考え

ることができます :
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MapForce 内のコンポーネント設定 

入力ファイルを出力ファイルに指定する、またはその逆の方法:

· 親 XML スキーマ、インスタンス ノード、または XML インスタンスのどちらかを右クリックしインスタンスの切り替え をコンテキストメ

ニューから選択します。

インスタンスの切り替え コマンドを実行した後、対応するスキーマコンポーネントの[入力]インスタンスファイルは[出力]になり、[出力]は[入

力]になります。 MapForce コンポーネント設定はすぐに効果を反映することに注意してください。

4 .6 .12 クイック情報の表示

マウスポインターをファイルのタイトルバーに移動すると、 デザインウィンドウ内で接続線をハイライトすると SchemaAgent はファイルのロケー

ション、ターゲット名前空間、IIR 情報 などを含むクイック情報 ボックスを表示します。 クイック情報ボックスに表示される情報の型と量はマウ

スポインターのフォーカスとなるオブジェクトにより異なります。 
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クイック情報 ボックスは次のオブジェクトのために提供されます:

· スキーマボックス

· 他のスキーマボックスの個別のセクション内に含まれたスキーマ

· MapForce デザインファイルボックス

· .mfd ファイルボックスの入力、または、出力セクション内に含まれるスキーマ

· XML インスタンス

· IIR コネクタライン

· MapForce コネクタライン

· コンポーネントリレーションコネクタ

· XML インスタンスへの参照

メモ: クイック情報ボックスは IIR 情報を検索パスで決定された通りに表示します。

通知   アイコンにテキストカーソルをポイントすると、 スキーマボックス内で表示されている場合、関連したエラーメッセージ内で、クイック情

報ボックス内で関連したメッセージが開かれます。

スキーマ

マウスポインターをスキーマボックスのタイトルバーにかざすと、以下の情報を含むクイック情報ボックスが表示されます:

· スキーマのロケーション

· ターゲット名前空間とプレフィックス

· スキーマに関する IIR 情報。例えば、そのスキーマに含まれるスキーマ、そのスキーマ自身がどのスキーマに含まれるなどの情報が表

示されます。

スキーマボックスを展開し、マウスポインターをインクルードされる、インポートされる、再定義される外部スキーマのファイル名に移動すると、外部

スキーマに関する以下の情報を表示するクイック情報ボックスが表示されます:

· スキーマのロケーション
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· ターゲット名前空間

MapForce デザインファイル

マウスポインターを .mfd ボックスのタイトルバーにかざすと、以下の情報を含むクイック情報ボックスが表示されます:

· ファイルのロケーション

· ソースファイル

· ターゲット ファイル

.mfd ファイル内に含まれているスキーマのファイル名にマウスポインターを移動すると、次の情報を含むクイック情報ボックスが表示されます

· スキーマのロケーション

XML インスタンス

XML インスタンス ファイルボックスのタイトルバーにマウスポインターを移動すると、 次の情報を含むクイック情報ボックスが表示されます:

· XML ファイルのロケーション

· 参照されたファイル

· 適用可能な場合 XML インスタンスに書き込むファイル

· 適用可能な場合 XML インスタンスを読み取るファイル

XSLT スタイルシート

XSLT スタイルシート ボックスのタイトルバーにマウスポインターを移動すると、 次の情報を含むクイック情報ボックスが表示されます:

· XSLT ファイルのロケーション

· XSL バージョン

· インポートされた XSLT ファイル

· インクルードされた XSLT ファイル

· インポートされた XML スキーマ

· XSLT ファイルを含むファイル

· XSLT ファイル内に含まれたインラインスキーマ

W eb サービス 記述言語ファイル

W SDL ファイルボックスのタイトルバーにマウスポインターを移動すると、 次の情報を含むクイック情報ボックスが表示されます:

· W SDL ファイルのロケーション

· W SDL バージョン

· ターゲット名前空間

· インポートされた W SDL ファイル

· インポートされた XML スキーマ

· W SDL ファイルを含むファイル

· W SDL ファイルを読み取るファイル

· W SDLファイル内に含まれたインラインスキーマ
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リレーション

スキーマ、 .mfd ファイル、 XML インスタンス、 または コンポーネント、および、それぞれの ソースまたはターゲット アイテム間の接続線がハイ

ライトされている場合、 クイック情報 ボックスが表示されます。 クイック情報ボックスのコンテンツは、ハイライトされたコネクタの型により異なりま

す。

リレーションのために以下が表示されます:

· 型 (インポート、 インクルード、 再定義、 MapForce、 または 参照)

· ソース

· ターゲット

コンポーネントリレーションにマウスポインターを移動すると、 クイック情報ボックスには、MapForce アイテムが読み取る入力コンポーネントの

情報、または、出力コンポーネントが書き込まれる MapForce アイテム が含まれています。
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4.7 デザインとの作業

デザインウィンドウ内で SchemaAgent デザインと作業する場合、ファイルボックスを選択するだけではなく、整理、または、 削除し

SchemaAgent Client 外で変更されたロードされたファイルを 印刷 し、デザインを エクスポート することができます。 コンテキストメニューは

デザイン自身、ファイルボックスと接続線のために使用することができます。参照パスの修正とゴースト ファイル再作成することができます。

4 .7 .1 ファイルの選択

デザインウィンドウ内で単一のファイルを選択する場合、ファイルボックスは色を変更し、選択された ボックスは自動的にフォーカスを与えられま

す。これは異なる色で表示されたタイトルにより示されています。オプション内で選択されたファイルのために色を変更することができます。下で

説明されている選択メカニズムはスキーマの参照を用いて説明されています。同じメカニズムがサポートされる他のファイルに適用されることに注

意してください。

複数のファイルの選択

デザインウィンドウ内で複数のファイルを選択することができます。選択されたファイルのタイトルバーは色を変更します。ファイルの選択方法によ

り、ファイルがどのようにフォーカスされるかが決定されます:

· 複数のファイルボックスを選択するために、 Ctrl+クリック メソッドを使用すると、 最後に選択されたファイルボックスがフォーカスされ

ます。

· マーキーの選択 メソッドを使用すると、 カーソルが最後にパスするファイルボックスがフォーカスされます。

· マーキーをファイルボックスをパスしないようにドラッグすると、ファイルはフォーカスを受け取りません。

デザインウィンドウ内でスキーマを選択する方法:

以下の内の1つを行ってください:

· [Ctrl] キー が押されている間に選択するスキーマのスキーマボックスを選択します。

· スキーマのスキーマボックス上のマーキーの選択 テクニックを使用します(必要とされる スキーマボックスの周りのマーキーの三角形をク

リックしてドラッグします)。
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フォーカスの変更方法

選択されたファイルがフォーカスを持つファイルに対して整列されるため、整列などの一部のアクションのために、フォーカスを設定することは重要

です。並べ替えなどの他のアクションのためにはフォーカスは 役に立ちません。

複数の選択内のフォーカスを変更する方法

· [Ctrl] を押し、フォーカスを与えるファイルのボックスを2回クリックします。

関連したファイルの選択

コンポートの原点の表示、コンポーネントの使用方法の表示 と リレーションパスの表示 コマンドが実行されるとスキーマボックスは自動的に選

択されます。

デザイン内の関連付けられたファイルを選択する他の方法は、ファイルを右クリックして、次のオプションの1つをコンテキストメニューの [選択] サ

ブメニューから選択します。オプションのそれぞれは選択を特定のファイルが他に制限するためサブメニュー、またはすべてのファイルを選択するた

めの ファイル を提供します。

· 直接参照付けられているすべて:  選択されたファイルにより直接参照付けられているすべてのファイルを選択します。

· 直接参照するすべて:  選択されたファイルを直接参照するすべてのファイルを選択します。

· 直接関連付しているすべて:  選択されたファイルにより直接参照される、または、選択されたファイルを直接参照するすべてのファ

イルを選択します。

· 参照されるすべて:  選択されたファイルにより直接、または、間接的に選択されるすべてのファイルを選択します。

· 参照しているすべて:  選択されたファイルを直接、または、間接的に参照するすべてのファイルを選択します。参照しているすべて

· 関連しているすべて:  選択されたファイルを直接、または、間接的に参照する、または、選択されたファイルにより参照されるすべて

のファイルを選択します。

· リンクされているすべて:  選択されたファイルを直接、または、間接的に参照する、または、選択されたファイルによりリンクされるす

べてのファイルを選択します。リンクされているすべて

または、デザインウィンドウ内でファイルを選択し、メニューオプション [編集 | 選択] を選択します。適切なサブメニュー内のオプションを使用し

て、デザインウィンドウ内で必要とするファイルを選択します。

メニューに加え、アクティブなデザインウィンドウ内の全てのファイルを選択するためにキーボード ショートカット [Ctrl+A] を使用することができま

す。

選択をコピーし貼り付ける方法

選択をコピーし貼り付ける方法デザイン全体に選択範囲をコピーして張り付けることができます。 パスを使用すると、関連したスキーマを含む

新規のデザインを作成する便利な方法となります。

選択項目を同期化する方法

選択されたファイルボックスのコンテキストメニューは、デザインウィンドウとエクスプローラー ウィンドウ内の選択を同期するオプションを提供しま

す。デザインウィンドウがアクティブの場合このコマンドはとても役にたちます。ですから、 デザインウィンドウ内で[同期の選択] コマンドを選択す

ると、 デザインウィンドウ内で現在選択されているファイルは、エクスプローラー ウィンドウの階層型タブ、および、フラット タブ内でも選択され、エ

クスプローラー ペインを切り替え、必要とされるアクションが取られます。

注意点:  [同期の選択]は現在選択されているデザインウィンドウのみに適用され、開かれている全てのデザインウィンドウには適用されませ

ん。
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選択項目を同期化する方法：

以下の内の1つを行ってください:

· 階層型、または、エクスプローラー ウィンドウのフラットタブ、または、デザインウィンドウタブ内でファイルをダブルクリックします。ファイル

は他の2つのタブ内でも選択されます。

· メニューオプション [編集 | 同期の選択]を選択します。

· デザインウィンドウ内で、ファイルボックスを右クリックし、 コンテキストメニューから[同期の選択]を選択します。

· 標準ツールバー内の 同期の選択   ボタンをクリックします。

4 .7 .2 ファイルをデザインから削除する

エクスプローラーウィンドウ内でファイルを削除 と比較すると、デザインから削除されたファイルは使用中のコンピュータのファイルシステム内に、お

よび、このファイルを含む他のデザイン内に残ります。

注意点 :デザインからファイルを削除する場合、デザインウィンドウ上の選択されたファイルのフォーカスが、エクスプローラーウィンドウ内ではな

いことに注意してください。それ以外の場合、デザインからファイルは削除されず、 SchemaAgent サーバーが与えられた名前の

ファイルを検索パス内で見つけることができず、未知のファイルとして表示されます。このようなファイルはデザインウィンドウ内で黄色

の感嘆符と共に表示されています。

削除済みのファイルを再度利用できるようにする唯一の方法としては、(黄色の感嘆符を削除するには) ファイルを物理的に再作成、また

は、バックアップからコピーして正確な場所にコピーします。

ファイルをデザインから削除する方法:

以下の内の1つを行ってください:

· デザインウィンドウ内のファイルを右クリックし、 コンテキストメニューから「削除」を選択します。

· デザインウィンドウからファイルを選択し、メニューオプション 「編集 | 削除」 を選択、または、 「削除」 キーを押します。

· 標準ツールバー内の 「削除」  ボタンをクリックします。

4 .7 .3 ゴーストスキーマと正確ではないパス

ファイルが、指定されている場所に存在しない他のファイルへの参照を含む場合、（この種類のファイルはゴースト ファイルと呼ばれます） エラー

 アイコンはタイトルバーの左上に表示されます。ゴースト ファイルは、タイトルバー内でゴースト  アイコンにより示されています。下のスク

リーンショットでは、 スキーマ address.xsd をポイントする ipo.xsd には、インクルード ステートメントがインクルード ステートメント。内で

指定されている場所で見つけることができません。この場合 address.xsd はゴーストスキーマファイルです。この結果 address.xsd を

参照するすべてのファイルは、スキーマボックスとエクスプローラー ペイン内でエラー  アイコンと共にマークされています。
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ファイルが見つからない場合、XML インスタンスはゴーストファイルとして扱われます。

いくつかの理由によりスキーマがゴーストスキーマになる場合があります。最も一般的な理由は以下のとおりです:

· スキーマがなんらかの理由で指定されている場所に存在しない場合。例えば、移動済みの場合など。

· W eb サーバー、または、ネットワーク ノードを使用することができないため、スキーマをロードすることができない場合。

(レファレンス内で指定されている場所に存在しない場合でも)ゴースト ファイルはエクスプローラーとデザインウィンドウ内で表示されることに注

意してください。デザイン内では、 ゴースト ファイルとターゲット スキーマ間の接続線も表示されています。

正確ではない参照とゴースト ファイルが発生した場合、問題を解決するために2つの方法を使用することができます:

· 参照へのパスの修正

· ゴースト ファイルの再作成

4.7.3.1  参照パスの修正

正確ではない参照を持つファイルを右クリックすると 参照パスの修正 コマンドがコンテキストメニュー内で使用可能になります。このコマンドは

SchemaAgent Client に全ての検索パス内の同じ名前のファイルを検索するように命令します。ゴーストファイルが検索パス内の他の場所

に移動された場合に使用可能な理想的な解決方法です。 

単一の参照パスを修正する方法:

· エクスプローラー ウィンドウ、または、デザインウィンドウ内で、エラー  アイコンを持つファイルを右クリックし、コンテキストメニューから

[参照パスの修正] を選択します、または、ファイルを選択し [Ctrl+R] を押します、または、[拡張機能]ツールバー内の [参照

パスの修正]  ボタンをクリックします。
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1つ以上の一致が見つかると、使用可能な代替パスがダイアログボックス内にリストされます。見つかったファイルの構成が不足しているファイル

の構成と同一化をチェックするためにエントリを展開することができます。長いパスを表示、または複雑なスキーマをスクロールバーを使用するこ

となく詳細表示するためにダイアログボックスのサイズを変更することが可能です。

複数のパスの修正方法

単一のステップで全ての正確ではないパスの修正を試みることができます。これはデザインウィンドウ内で表示されているファイルに関わらず

SchemaAgent 内のすべてのパスを修正します。デザインウィンドウが開かれていない場合でもこのオペレーションを行うことができます。

全ての参照パスを修正する方法:

1. メニューコマンド [拡張機能 | 全ての参照パスを修正する]を選択します。
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2. 任意で、1つの代替パスのみが見つかった場合、自動的にパスを修正するために[一致が１つだけ見つかった場合確認しない]

チェックボックスを選択します。

3. [スタート] をクリックします。[参照パスの修正]ダイアログボックスが最初の ゴースト ファイルのために表示されます。 個別の[参照パ

スの修正] ダイアログボックスがデザイン内で見つかったゴーストファイルのそれぞれのために表示されます。特定のゴーストファイルの

ために一致が見つからない場合、メッセージボックス内で報告されます。例:

4. 少なくとも1つの一致が見つかった場合、以下の内の1つを行ってください:

· 一致するパスを選択し[はい] を選択して修正を確認します[一致が１つだけ見つかった場合確認しない] チェックボックスが

有効化されている場合、[参照パスの修正] ダイアログボックスを表示することなく単一の一致が自動的に確認されます)。

· [全てにはい] をクリックして、プロンプト無しに全ての単一の一致を確認します。

· [スキップ] をクリックして、現在のパスを修正することなく次のゴーストファイルに移動します。

· [アボート] をクリックして、残りのパスを修正することなくプロセスを中断します。

4.7.3.2  ゴースト ファイルと XML インスタンスの再作成

SchemaAgent Client 内で、参照内で指定されたロケーションで基本的なスキーマとしてゴーストスキーマを作成することができます。 基

本的なスキーマは xs:schema 宣言のみを宣言するスキーマです。 ゴースト XML インスタンスは空の <root /> 要素を含む基本的な

XML ファイルとして再作成されます。しかしながら、再作成された基本ファイルに適切なコンテンツを追加する必要があります。

参照 ステートメント内で定義されている場所で指定されているフォルダーが存在しない、または、検索パス内に存在しない場合[再作成]コマ

ンドを使用することはできません。 これにより参照パスが指定されたスキーマまたは XML ファイルを正確に指していることを保障することができ

ます。 
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スキーマの再作成の方法:

1. エクスプローラー ウィンドウ、または、デザインウィンドウ内で、ゴーストスキーマ を選択し、以下の内の1つを行ってください:

· メニューコマンド [編集 | 再作成]を選択します。

· 右クリックして、コンテキストメニューから[再作成] を選択します。

同じ名前の基本的なスキーマは、 IIR ステートメント内で指定されている場所にあります。

2. XMLSpy 内で基本的なスキーマを開き、適切なコンテンツを追加します。

XML ファイルの再作成の方法:

1. プロジェクトウィンドウ内でゴースト XML ファイルを右クリックして、 [再作成] をコンテキストメニューから選択します。 同じ名前の

基本的な XML ファイルが参照内で指定されている場所に作成されます。

2. XMLSpy 内で基本的な XML ファイルを開き、適切なコンテンツを追加します。

4 .7 .4 ファイルの再ロード

ファイルが外部プログラム内で編集されている場合、 (例えば、 XMLSpy 、または、 MapForce) 、SchemaAgent Client 内で変更

は自動的に反映されません。SchemaAgent Client 内の変更されたファイルの構造をビューするには、それぞれのファイルを再ロードする必

要があります。

ファイルの再ロードの方法:

· エクスプローラー ウィンドウ内のファイル、または、デザインウィンドウ内で必要とされるフォルダーを右クリックし、 コンテキストメニューか

ら「再ロード」を選択します。

4 .7 .5 デザインオプション

デザインウィンドウを右クリックするとコンテキストメニューは、 SchemaAgent デザインのレイアウトを編集し変更するための一連のコマンドを

提供します。 デザインウィンドウ内で右クリックされる場所によりメニューのコンテンツは動的に変更されます:

· デザインウィンドウ 背景

· ファイルボックス、または、セクション キャプション (コンテンツはファイルの型により異なります)

· セクション内の空白のエリア

· セクション内のアイテム (コンテンツはアイテムの型により異なります)

デザインウィンドウ 背景
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· ファイルの選択:  型別にファイルボックスを選択するためのサブメニューを開きます。 

· 貼り付け (Ctrl+V):  エクスプローラーからクリップボードにコピーされているファイルボックスを貼り付けます。

· グリッドの表示 (Alt+G):  グリッドの表示を オンとオフに切り替えます。
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ファイルボックスまたはセクションのキャプチャ

· 切り取り (Shift+Delete):  選択されたファイル をクリップボードにコピーし、デザインから削除します。

· コピー (Ctrl+C):  選択されたファイル をクリップボードにコピーします。 このコマンドを使用して、デザインウィンドウからファイルを他

のデザインウィンドウにコピーすることができます。

· 貼り付け (Ctrl+V):  アクティブなデザインウィンドウにクリップボードのコンテンツを貼り付けます。

· 削除:  デザインから選択されたファイルを削除します。 システムファイルからファイルは削除されないことに注意してください。

· 全て展開する:  選択されたファイルボックスのすべてのサブセクションを展開します (インクルート、インポート、再定義、グローバル 

入力/出力、 スキーマ、 スタイルシート、 ルート、 スキーマのインポート、 インラインのスキーマ、 スタイルシート、 型、 定義)。

· 全て折りたたむ:  選択されたファイルボックスのすべての展開されたサブセクションを折りたたみます。

· フィットするサイズ:  すべての展開されたコンテンツが可視化されるようにファイルボックスのサイズを調整します。

· 再ロード:  選択されたファイルの表示を更新します。1つ以上のファイルが選択されていると、 コマンドは、「ファイルの再ロード」

 を読み取ります。 .

· 再度作成:ゴーストスキーマの名前を持つ、ゴーストスキーマのためにステートメント内で指定されている場所で 基本的な XML ス

キーマを作成します。 このオプションは ゴースト ファイル のためにのみ使用することができます。1つ以上のファイルが選択されている

と、 コマンドは、「ファイルの再作成」  を読み取ります。 

· 同期の選択:   デザインウィンドウ内で選択されているファイルがエクスプローラ内で選択されるように、エクスプローラーとデザインウィン

ドウの 同期の選択をおこないます。 

· 選択:  複数の選択 オプションを与えるサブメニューを開きます。 
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· 挿入: 関連するフォルダーの挿入のための複数のオプションを提供するサブメニューを開きます。 (上記の 「選択」 サブメニュー同

様です)。

· 整列: 選択されたファイルの整列 のための複数のオプションを与えるサブメニューを開き、グリッドの表示をオンとオフに切り替えま

す。

· 並べ替え:  名前、または、幅別に昇順または降順に 選択されたファイルを並べ替える ことのできるサブメニューを開きます。 

· 参照パスの修正 (Ctrl+R):  定義済みの検索パス内の異なるロケーションで同一のファイルを検索 しようと試みます。このオプショ

ンは定義されている IIR ステートメントを持つファイルが指定されている場所に存在しない場合のみ使用することができます。 

· XMLSpy 内で編集:  XMLSpy 内で編集するために選択されてファイルを開きます。このオプションは .mfd ファイルに対して使

用することができません。 1つ以上のファイルが選択されていると、 コマンドは、「 XMLSpy 内でファイルを編集する」 を読み取

ります。

· MapForce 内でファイルを編集:  MapForce 内で編集するために選択されたファイルを開きます。このオプションは .mfd ファ

イルのためにのみ使用することができます。1つ以上のファイルが選択されていると、 コマンドは、「 MapForce 内でファイルを編

集」 を読み取ります。

· ターゲット名前空間の編集:  選択された スキーマのグローバルなセクション内の名前空間の定義に追加の名前空間を追加する

ことができます。 SchemaAgent はスキーマボックスのグローバルなセクションを展開し、新規の ns 要素をターゲット名前空間の

定義に入力できる場所に追加します。 ターゲット名前空間が既存の場合、編集のために選択されます。

注意点:  インラインのスキーマを含む W SDL ファイル内で、 ターゲット名前空間はインラインのスキーマにも適用されます。W SDL ファイル

内のターゲット名前空間を編集、または、削除する場合この点を考慮する必要があります。
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· ターゲット名前空間の削除:  ターゲット名前空間を選択された スキーマから削除します。

· インラインのスキーマの作成:  選択された XSLT または W SDL ファイルのためにインラインのスキーマを作成します。 このオプショ

ンは スキーマ、 .mfd ファイル、と XML インスタンスのために使用することはできません。

セクション内の空白のエリア

展開されているセクションの空白のエリアを右クリックすると、 コンテキストメニューは 「フィットするサイズ」、「全て展開する」 と 「全て折りた

たむ」 コマンドを提供します。 W SDL ファイルボックスの定義セクションは、追加で 「ターゲット名前空間の編集」 と 「ターゲット名前空

間の削除」 コマンドも提供します。これらのコマンドは、コマンドを呼び出す際、カーソルがポイントされている特定のセクションのみに適用され

ることに注意してください。

セクション内のアイテム

· フィットするサイズ:   すべての展開されたアイテムが表示されるようにセクションのサイズを調節します。

· 全ての子の展開:  選択されたアイテムの使用することのできる子を展開します。

· 全ての子を折りたたむ:  選択された アイテムの使用することのできる展開された子を折りたたみます。

· インラインの表示:  XSLT と W SDL ファイルボックス内で、インラインのスキーマを個別の スキーマボックスとして表示します。

· 削除 (Delete):  アイテムと親ファイル間の IIR リレーション(すなわち、アイテムが表示されているファイルボックスにより示されている

ファイル)を削除します 。

· 現在のデザインへ挿入する (Insert):  デザイン内でファイルボックスが既存の場合、現在のデザインにアイテムの対応するファイル

ボックスを挿入します。 このオプションはグレーアウトされています。

· インスタンスの切り替え:  .mfd ファイルボックス内で、入力と出力 XML インスタンス間を切り替えます。このオプションは .mfd ファ

イルの入力と出力スキーマのために個別に使用することができます。 このオプションは .mfd ファイルのためにのみ使用することができ

ます。

· コンポートの原点の表示:  希望する場合、コンポーネントの原点で、または、デザイン内にそのファイルボックスを挿入する箇所で、

ファイルボックスを選択し、展開します。 

· コンポーネントの使用方法の表示:  希望する場合、コンポーネントが使用される箇所、または、デザイン内にそのファイルボックス

を挿入する箇所で、ファイルボックスを選択し、展開します。

ドラッグアンドドロップ

コンテキストメニュー内で使用することのできるオプションに加え、ドラッグアンドドロップを使用してデザインウィンドウ内でファイルを移動、 、また

は、他のデザインウィンドウにファイルをコピーします。
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デザインウィンドウ内でファイルを移動する方法:

· 必要とするポジションにファイルをドラッグします。

デザインウィンドウ内でファイルをコピーする方法:

· 最初の デザインウィンドウからファイルをドラッグし、必要とするデザインウィンドウにドロップします。

ターゲット ウィンドウが非表示の場合、デザインウィンドウの下の対応するタブにマウスポインターを移動して、ターゲットウィンドウを有

効化しファイルをドロップします。 

4.7.5.1  デザイン内でファイルを配置する

SchemaAgent は、デザインウィンドウ内でファイルボックスをセ自動的に整列する複数のオプションを提供します。これらのオプションを レイ

アウト メニュー、デザインウィンドウ内で複数のファイルボックスを選択し、右クリック、または、 配置ツールバー内で適切なツールバー アイコンを

クリックすることにより、選択することができます。

ボックスの端の整列

デザインウィンドウ内で複数のファイルボックスが選択されている場合、メニューオプション [レイアウト | 端へ整列]を選択すると開かれるサブメ

ニューにより与えられる整列のオプション、または、デザイン ペインを右クリックして、 コンテキストメニューから[配置 | 端]を選択します。

選択されたファイルボックスはフォーカスを持つファイルボックスに対して整列されます。Ctrl キーを押して、ファイルボックスをダブルクリックすると、

選択内でフォーカスを変更することができます。選択にファイルを追加すると、 フォーカスは自動的に新規に追加されたファイルに設定されま

す。

ファイルボックスの端に揃えて整列する方法:

1. 整列するファイルボックスを選択し、 他を揃えるファイルボックスにフォーカスを与えます。

2. メニューコマンド [レイアウト | 端を揃えて整列] を選択、または、右クリックして、コンテキストメニューから[配置 | 端]を選択しま

す。サブメニューが表示されます。

3. どのように端に揃えて整列するかこのサブメニューから選択します。または、 ステップ 2 をスキップして、 以下の内の1つを行ってくださ

い:

· Ctrl+Left を押す、または、配置ツールバーから[左側に寄せて配置]  ボタンをクリックします。

· Ctrl+Right を押す、または、配置ツールバーから[右側に寄せて配置]  ボタンをクリックします。
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· Ctrl+Up を押す、または、配置ツールバーから [上側に寄せて配置]  ボタンをクリックします。

· Ctrl+Down を押す、または、配置ツールバーから[下側に寄せて配置]  ボタンをクリックします。

· [垂直方向に中央に並べて配置]  ボタンを配置ツールバーからクリックします。

· [水平方向に中央に並べて配置]  ボタンを配置ツールバーからクリックします。

デザイン レイアウトの変更の方法

SchemaAgent 内で、自動的にデザインウィンドウのレイアウトを変更することができます。この目的のために1つ以上のファイルボックスが選

択されている場合、 レイアウト サブメニュー内で2つのオプションを使用することができます。

デザイン レイアウトを自動的に変更する方法:

1. デザインウィンドウ内で少なくとも2つのファイルボックスを選択します。 

2. メニューオプション [レイアウト | レイアウト] を選択、または、右クリックして、コンテキストメニューから[配置 | レイアウト]を選択し

ます。サブメニューが表示されます。

3. サブメニューから適切なレイアウトを選択します。または、 ステップ 2 をスキップして、 以下の内の1つを行ってください:

· 有向化の強制下アルゴリズムを使用したレイアウト  ボタンを配置ツールバーからクリックします。

· 階層構造としてのレイアウト  ボタンを配置ツールバーからクリックします。

ファイルボックスを1列に並べる方法

[１列に並べる] サブメニュー内のオプションを使用して、選択されたファイルボックスの上の端を、フォーカスを持つファイルボックスの上の端に揃

えることができます (水平方向 が選択されている場合)、または、フォーカスを持つファイルボックスの左側の端に揃えることができます (垂直

方向 が選択されている場合)。

ファイルボックスを１列に並べる方法:

1. 整列するファイルボックスを選択します。

2. メニューオプション [レイアウト |１列に並べる] を選択、または、右クリックして、コンテキストメニューから[配置 |１列に並べる]を選

択します。サブメニューが表示されます。

3. このサブメニューから選択されたファイルボックスの整列方法を選択します。または、 ステップ 2 をスキップして、 以下の内の1つを

行ってください:

· Alt+Down を押す、または、配置ツールバーから[垂直方向]  ボタンをクリックします。

· Alt+Right を押す、または、配置ツールバーから[水平方向]  ボタンをクリックします。

ファイルボックスの順序の変更

ボックスのスタック内に存在する場合、特定のファイルボックスを最前面、または、最背面に「順序」 サブメニュー内の対応するオプションを選

択して移動することができます。

ファイルボックのスタックを最前面、または、最背面に移動する方法:

1. スタックの位置を変更するファイルボックスを選択します。
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2. メニューオプション [レイアウト | 順序] を選択、または、右クリックして、コンテキストメニューから[配置 | 順序]を選択します。サブ

メニューが表示されます。

3. サブメニューから適切なオプションを選択します。または、 ステップ 2 をスキップして、 以下の内の1つを行ってください:

· [最前面へ移動]  ボタンを配置ツールバーからクリックします。

· [最背面へ移動]  ボタンを配置ツールバーからクリックします。

ファイルボックスのサイズを変更する方法

[サイズ変更] サブメニューでは、デザイン内でファイルボックスの外観を統一する複数のオプションが提供されています。全ての選択されたファ

イルボックスに適用されるサイズは、フォーカスを持つファイルボックスから取得されます。

注意点: 高さの調節して、フォーカスを持つファイルボックスの高さに揃えるために、ファイルボックス内のコンポーネントを折りたたむ必要がある

場合があります。

ファイルボックスのサイズ変更の方法:

1. サイズを調整するファイルボックスを選択し、他のファイルボックスが焦点を合わせてサイズ調整をするファイルボックスにフォーカスを与

えます。

2. メニューオプション [レイアウト | サイズ変更] を選択、または、右クリックして、コンテキストメニューから[配置 | サイズ変更]を選

択します。サブメニューが表示されます。

3. サブメニューから適切なオプションを選択します。または、 ステップ 2 をスキップして、 以下の内の1つを行ってください:

· 同じ幅にする  ボタンを配置ツールバーからクリックします。

· 同じ高さにする  ボタンを配置ツールバーからクリックします。

· 同じ大きさにする  ボタンを配置ツールバーからクリックします。

ボックスを均等に配置する方法

少なくとも3つのファイルボックスの選択内で均等に配置サブメニュー内で提供されるオプションを使用してボックス間のスペースが均等になるよ

うにすることができます。

ボックスを均等に配置する方法:

1. 3つまたは以上のファイルボックスをデザイン内で選択します。

2. メニューオプション レイアウト | 均等 を選択、または右クリックして 端をそろえて整列 | 均等 をコンテキストメニューから選択しま

す。サブメニューが表示されます。

3. サブメニューから適切なオプションを選択します。または、 ステップ 2 をスキップして、 以下の内の1つを行ってください:

· Ctrl+Alt+Down を押す、または 垂直方向に中央に並べて配列  ボタンを均等ツールバーからクリックします。

· Ctrl+Alt+Right を押す、または 水平方向に中央に並べた配列  ボタンを均等ツールバーからクリックします。
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4.7.5.2  デザイン内のファイルの並べ替え

[並べ替え] サブメニューにより、ファイルボックスをアルファベット順、または、幅に応じて並べ替えるオプションを使用することができます。 

注意点:  アルファベット順の並べ替えは、大文字と小文字をい別します。

ファイルボックスを名前別に並べ替える方法

1. 並べ替えるファイルボックスを選択します。

2. メニューオプション  [レイアウト | 並べ替える] を選択、または、右クリックし、コンテキストメニューから[並べ替え | 名前]を選択し

ます。サブメニューが表示されます。

3. サブメニューから適切なオプションを選択します。または、 ステップ 2 をスキップして、 以下の内の1つを行ってください:

· [昇順に名前を置き換える]   アイコンを並べ替えツールバーから選択します。

· [降順に名前を置き換える]   アイコンを並べ替えツールバーから選択します。

ファイルボックスを幅別に並べ替える方法:

1. 並べ替えるファイルボックスを選択します。

2. メニューオプション  [レイアウト | 並べ替える] を選択、または、右クリックし、コンテキストメニューから[並べ替え | 幅]を選択しま

す。サブメニューが表示されます。

3. サブメニューから適切なオプションを選択します。または、 ステップ 2 をスキップして、 以下の内の1つを行ってください:

· [昇順に幅を置き換える]   アイコンを並べ替えツールバーから選択します。

· [降順に幅を置き換える]   アイコンを並べ替えツールバーから選択します。

4 .7 .6 コネクタのオプション

デザインウィンドウ内の接続線を右クリックすると、クリックされたコネクタの方により異なる コンテキストメニューが開かれます:

· リレーションを右クリックすると、ソース および/または ターゲットファイルを選択、または、リレーションを削除することができるコンテキス

トメニューが開かれます。

· コンポーネントのリレーション のためにコンテキストメニューを使用すると、 ソース および/または ターゲットファイルを選択し、リレー

ションパスを表示し、対応するIIR リレーションとそれぞれの ファイルボックスを選択することができます。
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· 両方のリレーションの型は同じ[選択] サブメニューを持ちます。

リレーションのためにソースおよび/または ターゲット ファイルボックスを選択する方法:

· コンポーネントリレーションの IIR リレーションを右クリックし、次のオプションの1つをコンテキストメニューの[選択]サブメニューから選択

します:

· ソース

· ターゲット

· ソース &  ターゲット

対応するファイルボックス がデザインウィンドウ内で選択されます。

IIR リレーションの削除方法:

1. 以下の内の1つを行ってください:

· IIR 接続線を右クリックし、コンテキストメニューから[削除]を選択します。

· IIR 接続線を選択し、[削除] ボタンを押します。

· IIR 接続線を選択し、標準ツールバー内の [削除]  アイコンをクリックします。

選択されたオブジェクトを本当に削除するのかを問うメッセージボックスが表示されます。

2. 削除を確認するために、[はい]をクリックします。

コンポーネントリレーションのリレーションパスを表示する方法:

· コンポーネントリレーションの接続線を右クリックし、コンテキストメニューから[リレーションパスの表示]を選択します。

SchemaAgent は、関連したコンポーネントとスキーマ間のリレーションの型を表示する接続線の間の接続線を選択します。  ソースのスキ

ーマボックス、または、ターゲットコンポーネントが折りたたまれていると、リレーションを表示するために必要なレベルまで展開されます。 
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4 .7 .7 デザインの印刷

アクティブなデザインウィンドウ内のデザインダイアグラムは、ユーザー環境と SchemaAgent アプリケーションに関するメタ情報を提供するヘッ

ダーとフッターと共に印刷することができます。プリンターに印刷されるページを送信する前にレイアウトをチェックする 印刷プレビュー を使用する

ことができます。

デザインの印刷方法:

1. 印刷するデザインを選択します:

2. メニューコマンド [ファイル | 印刷. . .] を選択、または[Ctrl+P]  を押し、 または、標準ツールバー内の [印刷]  ボタンをク

リックします。[印刷] ダイアログボックスが表示されます。

3. [ズーム]グループボックス内で適切なズーム倍率を選択します。[最適化された倍率]オプションによりデザインのページへの印刷を確

認することができます。 

4. 任意で、[プリンタの設定] ボタンをクリックして、プリンター セットアップを定義します。

5. 任意で、 [プレビュー] ボタンを押して、プリンターに送信する前に印刷をプレビューすることができます。

6. [図のページ分解] グループボックス内で、 スキーマボックスが改行の際に分割されるかを選択します。

7. [印刷]をクリックします。

印刷前にデザインをプレビューする方法:

1. プレビューするデザインを選択します。

2. メニューオプション [ファイル | 印刷プレビュー] を選択、または、 [ファイル | 印刷. . .]、[Ctrl+P]を押し、または、標準ツールバ

ー内の [印刷]   アイコンをクリックします。[印刷] ダイアログボックス が表示されます。

3. [印刷] ダイアログボックス 内で [プレビュー]をクリックします。



(C) 2015-2021 Altova GmbH

デザインとの作業 125SchemaAgent Client

Altova SchemaAgent 2021

プリンター セットアップの変更方法:

1. メニューオプション [ファイル | プリンタの設定]を選択します。[プリンタの設定] ダイアログボックスが開かれます。

2. 希望するとおり設定を調整し、 [OK]をクリックします。

4 .7 .8 デザインをイメージとしてエクスポートする

PNG イメージとして保存されている SchemaAgent Client デザインをのイメージとしてエクスポートすることができます。

PNG イメージ ファイルにデザインにエクスポートする方法:

1. イメージファイルとして保存するデザインを選択します。

2. メニューコマンド [ファイル | イメージをエクスポートする]を選択すると、標準の W indows [名前を付けて保存] ダイアログボック

ス が表示されます。

3. イメージを保存するフォルダーを選択します。 

4. イメージのためにファイル名を入力します。 

5. [保存]をクリックします。
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4.8 IIR リレーションシップのデザイン

XML スキーマはスキーマをモジュール化する3つの主要なメソッドを提供します:  インポート、 インクルード、 と再定義の3つのメソッドを略して

IIR (Include、 Import、 Redefine) と称します。これらのメソッドのそれぞれに SchemaAgent Client 内で IIR を作成すると、

SchemaAgent により自動的にチェックされる特定の名前空間の必要条件が存在します。

IIR は以下のように使用されます:

· インクルード は同じターゲット名前空間に所属するスキーマコンポーネント、または、ターゲット名前空間を持たないスキーマコンポ

ーネントを含むために使用されます。SchemaAgent デフォルトの色スキーマ内で、 インクルードは緑色のラインとして表示されま

す。

· インポート は同じターゲット名前空間に所属するスキーマコンポーネント、または、ターゲット名前空間を持たないスキーマコンポー

ネントを結合するために使用されます。インポートをしようして、スキーマロケーションとスキーマのための名前空間を定義します。これ

により、ドキュメントインスタンスが両方の名前空間を含むことができるようになります。SchemaAgent デフォルトの色スキーマ内

で、 インポートは青色のラインとして表示されます。

· 再定義 は同じターゲット名前空間に所属するスキーマコンポーネント、または、ターゲット名前空間を持たないスキーマコンポーネ

ントを結合し変更するために使用されます。再定義 により複合型などの外部スキーマ定義と宣言を取り込み、スキーマの表示内

で変更することができます。SchemaAgent デフォルトの色スキーマ内で、 再定義は紫色のラインとして表示されます。

SchemaAgent の デザインウィンドウ内で、ドラッグアンドドロップを使用して、 IIR スキーマ間のリレーションシップを簡単に 作成、または、

変更 することができます。SchemaAgent 内で始めから新規のスキーマを作成することができません。しかしながら、エクスプローラーウィンドウ

内で新規のファイルを追加 しコンテキストメニューを使用して XMLSpy 内のスキーマを編集することができます。

注意点: デザイン内にデザイン内で他のスキーマと既存の IIR リレーションシップ を持つスキーマが挿入されるとコネクタが表示されます。

4 .8.1 IIR リレーションの作成

デザインウィンドウに スキーマをドラッグ すると、参照されたスキーマをドラッグアンドドロップを使用してデザインに追加して、インクルード、 インポ

ート、 と再定義を作成することができます。この目的のために、 各スキーマ、または、.mfd ファイルボックスには、タイトルバーの右側のボーダー

にハンドルが存在します。

IIR リレーションの作成:

1. スキーマボックス ハンドルをクリックして、カーソルを、 IIR ステートメントが表示されるスキーマにドラッグすると、 IIR リレーションが 2

つのスキーマ間に作成されます。最小化されると、 ターゲット スキーマボックスが展開され、 IIR エントリの上にコネクタをドロップでき

るようになります。

2. 必要とする IIR エントリにカーソルをポイントします。 

3. 必要とする IIR エントリが太字で表示され、フレームが表示されると、 コネクタをドロップします。IIR コマンドがスキーマに挿入され、

 IIR エントリの横にドロップダウンシンボルが表示されます。
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4. オプションでスキーマ間で許可されている追加 IIR リレーションシップを作成します。 

コネクタを太字表示されないエントリにドロップする際、選択された IIR リレーションシップが許可されない理由を説明するエラーメッセージが表

示されます。

4 .8.2 IIR リレーションシップの移動

既存のインクルード、インポート、 と再定義を1つのスキーマボックスから他のスキーマボックスにドラッグアンドドロップを使用して移動することが

できます。新規のスキーマ内のリレーションシップが有効ではない場合、この旨を示したポップアップが表示され、リレーションはそのままになりま

す。

既存の IIR リレーションシップを移動する方法:

1. 移動を希望する IIR リレーションの接続線をクリックし、 IIR ステートメントが代わりに表示されるスキーマにカーソルをドラッグしま

す。最小化されると、 ターゲット スキーマボックスが展開され、 IIR エントリの上にコネクタをドロップできるようになります。 

2. 必要とする IIR エントリにカーソルをポイントします。

3. 必要とする IIR エントリが太字で表示され、フレームが表示されると、 コネクタをドロップします。IIR コマンドがスキーマに挿入され、

 IIR エントリの横にドロップダウンシンボルが表示されます。
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4 .8.3 IIR リレーションの削除

希望しないインクルード、インポート、 と再定義をデザインウィンドウから削除することができます。リレーションを削除できない場合、理由と失敗

のためのソリューションを提示したメッセージボックスがポップアップされます。

IIR リレーションの削除方法:

1. 以下の内の1つを行ってください:

· IIR 接続線を右クリックし、コンテキストメニューから[削除]を選択します。

· IIR 接続線を選択し、[削除] キーを押します。

· IIR 接続線を選択し、標準ツールバー内の [削除]  ボタンをクリックします。

選択されたオブジェクトを本当に削除するのかを問うメッセージボックスが表示されます。

2. 削除を確認するために、[はい]をクリックします。
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4.9 メニューレファレンス

4 .9 .1 ファイルメニュー

ファイル メニューには、多くの W indows ソフトウェア製品に共通のファイルを操作するために関連する全てのコマンドが含まれています。

新規作成

新規作成  (Ctrl+N)コマンドは新規の デザインウィンドウを開きます。

開く. . .

「開く」   (Ctrl+O)  コマンドは W indows [開く ダイアログボックスをポップアップし、 デザインファイル (*.sad) を開きます。[開く] ダ

イアログボックス内で、 1つ以上のファイルを開くことができます。[ファイルの型] コンボボックスを使用して、ダイアログボックス内で表示するファイ

ルの種類を制限することができます。

閉じる

[閉じる] コマンドはアクティブな ウィンドウを閉じます。ファイルが変更されると、(タイトルバーのファイル名の後にアスタリスク * が表示され)ファ

イルを最初に保存するか問われます。

保存

[保存]  (Ctrl+S) コマンドは、アクティブなウィンドウのコンテンツを開かれているファイルに保存します。アクティブなウィンドウに新規のファ

イルが含まれる場合[名前を付けて保存]ダイアログボックスが自動的に開かれます。

名前を付けて保存. . .

[名前を付けて保存. . .] コマンドは、アクティブなファイルとして保存するファイルの名前と場所を入力できる [名前を付けて保存] ダイアログ

ボックスをポップアップします。

イメージにエクスポートする. . .

[イメージにエクスポートする]... コマンドは、 PNG イメージとしてエクスポートするアクティブなファイルの名前とロケーションを入力する

Windows [名前を付けて保存] ダイアログボックスをポップアップします。

印刷

[印刷. . .]  (Ctrl+P) コマンドはプリンターオプションを選択し、アクティブなファイルを印刷する[印刷] ダイアログボックスを開きます。 

印刷プレビュー

[印刷プレビュー]コマンドは「印刷」 ダイアログボックスを開きます。[プレビュー]ボタンをクリックし、現在アクティブなドキュメントの印刷プレビュ

ーを表示します。
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印刷のセットアップ. . .

[プリンタの設定] コマンドは、紙の書式、とページの向きなどのプリンター設定を指定するプリンター固有の [プリンタの設定] ダイアログボックス

を表示しています。これらの設定は今後の全ての印刷ジョブに適用されます。

前回使用したファイル

[ファイル] メニューは、前回使用した4つのファイルを最近使用されたファイル順に上から表示しています。これらのファイルを名前をクリックして

開くことができます。キーボードを使用してリスト内のファイルを開くには、 [ALT+F]を押して、[ファイル] メニューを開き、開くファイルの番号を

押します。

終了

SchemaAgent Client を終了するために[終了] コマンドが使用されます。保存されていない変更を含むファイルが開かれている場合、こ

れらの変更を保存するようにプロンプトされます。SchemaAgent Client は前回使用したファイルに関するプログラム設定と情報への変更

も保存します。

4 .9 .2 編集メニュー

[編集] メニューには、デザインウィンドウ内ファイルボックスの編集のためのコマンドが含まれています。

切り取り

[切り取り]  (Shift+Delete)コマンドは、クリップボードに選択されたテキストをコピーし、現在の場所から削除します。

コピー

[コピー]  (Ctrl+C) コマンドはクリップボードに選択されたテキストをコピーします。SchemaAgent Client 内のデータを複製、また

は、他のアプリケーションにデータを移動する際に使用することができます。

貼り付け

[貼り付け]  (Ctrl+V) コマンドは現在のカーソルの位置にクリップボードのコンテンツを挿入します。

削除

[削除] コマンドの機能は選択されたファイルの存在する場所とフォーカスにより異なります:

· フォーカスがデザインウィンドウ内の場合、 選択されたファイルはデザインから削除されます。

· フォーカスがエクスプローラー ウィンドウ内の場合、選択されたファイルはファイルシステムから削除されます。ファイルが実際に削除さ

れる前にコマンドを確認する必要があります。

再作成

[再作成] コマンドは、参照内で指定されたロケーションで基本的なスキーマとしてゴーストスキーマの名前を持つ新規のファイルを作成しま

す。エクスプローラー ウィンドウ、または、デザインウィンドウ内でゴーストスキーマが選択されている場合のみこのコマンドを使用することができま

す。
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同期の選択肢

[同期の選択]  コマンドはエクスプローラーとアクティブなデザインウィンドウ内の選択されたファイルを同期します。この機能は両方向に使

用することができます。すなわち、エクスプローラー内でファイルを選択し、アクティブなデザインウィンドウ内の対応するファイルボックスを選択する

ためにコマンドを使用し、その逆を行うことができます。

注意点:  [同期の選択] コマンドはアクティブなデザインウィンドウのためにのみ使用することができます。現在アクティブではないデザインウィン

ドウ内に含まれているエクスプローラー内のファイルを選択すると、[同期の選択] コマンドには効果がありません。

選択

[選択] サブメニューには、アクティブなデザインウィンドウ内のスキーマを選択するためのオプションが含まれています。ファイルの選択、 直接関

連するファイル、 間接的に関連するファイル、および リンクされているファイルも参照してください。

4 .9 .3 表示メニュー

[表示] メニューには、個別のツールバーとステータスバーの表示と非表示のためのコマンドが含まれています。

ツールバー

[ツールバー] サブメニューによりメニュー内の対応するエントリを有効化、または、無効化し個別のツールバーを表示、または、非表示にする

ことができます。

ツールバーの表示 をオンとオフに切り替える方法:

1. メニューオプション[表示 | ツールバー]を選択します。

2. 切り替えをオンとオフするツールバーの名前をクリックします。

ステータスバー

[ステータスバー]コマンドは SchemaAgent Client 内のステータスバーの表示をオンとオフに切り替えます。

ステータスバーの表示をオンとオフに切り替える方法

· メニューオプション [表示 | ステータスバー]を選択します。 

4 .9 .4 レイアウトメニュー

[レイアウトメニュー]はデザインの外観を変更するための多種の機能を提供します。

グリッドの表示

[グリッドの表示]  (Alt+G) コマンドを使用して、アクティブなデザインウィンドウのためのグリッドの表示をオフとオンに切り替えることがで

きます。各デザインウィンドウ のためにグリッドを表示、または、非表示することができます。
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グリッドにあわせる

グリッドが表示 されていると [グリッドにあわせる] コマンドを使用して、スキーマの左上と左端をグリッド上の MFD ファイルボックスにあ

わせることができます。

ズーム

[ズーム] サブメニューは、デザインビューのズームインとアウトのためのコマンド、および、全てのファイルボックス、または、デザインウィンドウ内で表

示される選択されたファイルボックスのズームを調整するコマンドを提供します。定義済みの値の一つにズームを調整するには、メニューの下の

選択オプションから1つ選んでください。

ズーム 

ズームを調整、または、特定のズームの倍率にスライダーを使用できる箇所で[ズーム] ダイアログ

ボックスを表示します。

画面に合わせる 

スクロールすることなく、アクティブなデザイン内に存在する全てのファイルボックスがデザインウィンドウ

内で表示されるようにズーム機能を調整します。

選択対象に合わせる 

スクロールすることなく、デザイン内の選択された全てのファイルボックスがデザインウィンドウ内で表示

されるようにズーム機能を調整します。

レイアウト

[レイアウト]サブメニューを使用して、デザインウィンドウ内のファイルボックスの自動的なレイアウトを促進するコマンドを提供します。

向きの強制 

向きを強制したアルゴリズムを使用して、デザインウィンドウ内でファイルボックスを自動的にレイアウ

トします。すべてのファイルボックスを表示するには、[レイアウト | 画面にあわせてズーム] コマンド

を使用します。

階層構造 

階層型のファイルボックスがレイアウトされます。
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向きを強制したレイアウト

階層構造レイアウト

端へ整列

[端を揃えて整列] サブメニューによりデザインウィンドウのグリッド上で選択されたファイルボックスを揃えることができます。揃えるためにファイル

を選択するには、全てのファイルがフォーカスされるファイルボックスに揃えられるため、フォーカスがファイルボックスの右側に存在することを確認し

てください。

 左寄せ (Ctrl+Left)

選択されたファイルボックスを左端に揃えます。選択されたファイルボックスは、フォーカスされるファイ

ルボックスの位置で左端にそろえられます。

 右寄せ (Ctrl+R ig ht)

選択されたファイルボックスを右端に揃えます。選択されたファイルボックスは、フォーカスされるファイ

ルボックスの位置で右端にそろえられます。

 上寄せ (Ctrl+Up)

選択されたファイルボックスを上端に揃えます。選択されたファイルボックスは、フォーカスされるファイ

ルボックスの位置で上端にそろえられます。
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 下寄せ (Ctrl+Down)

選択されたファイルボックスを下端に揃えます。選択されたファイルボックスは、フォーカスされるファイ

ルボックスの位置で下端にそろえられます。

 垂直方向中央に並べて配

置

選択されたファイルボックスを垂直方向に中央に揃えます。フォーカスされるファイルボックスの位置で

選択されたファイルボックスのは垂直方向に中央に並べられます。

 水平方向中央に並べて配

置

選択されたファイルボックスを垂直方向に中央に揃えます。フォーカスされるファイルボックスの位置で

選択されたファイルボックスのは水平方向に中央に並べられます。

1列に並べる

[１列に並べる] サブメニュー により、することができます。選択されたファイルボックスを垂直方向、または、水平方向に、１列に並べることがで

きます。 フォーカスされたアイテムの右側に並べることができます。

 垂直方向 (Alt+Down)

フォーカスを持つファイルボックスの左下に選択されたファイルボックスを垂直方向の行に整理しま

す。

 水平方向 (Alt+R ig ht)

フォーカスを持つファイルボックスの右上に選択されたファイルボックスを水平方向の行に整理しま

す。

順序

[順序] サブメニューを使用して、選択されたファイルボックスをファイルボックスのスタックの最前面に、または、最背面に移動することができま

す。

 最前面へ移動

ファイルボックスのスタックの上に選択されたファイルボックスを表示します。

 最背面へ移動

ファイルボックスのスタックの下に選択されたファイルボックスを表示します。

サイズの変更

[サイズ変更] サブメニューにて、デザインファイルの視覚的な外観を統一するオプションを使用することができます。フォーカスを設定する際、

右側のファイルが選択されていることを確認してください。すべての選択されたファイルは、フォーカスを持つファイルのディメンションを継承します。

同じ幅に

フォーカスされたファイルボックスの幅を全ての選択されたファイルボックスに適用します。

同じ高さに

フォーカスされたファイルボックスの高さを全ての選択されたファイルボックスに適用します。

同じ大きさに

フォーカスされたファイルボックスの幅と高さを全ての選択されたファイルボックスに適用します。

均等

[均等] サブメニューにより、選択された一連のファイルボックスを均等に選択範囲の端にあわせ上下左右にそれぞれ配置することができます。

このコマンドを使用して後に垂直方向および水平方向のバランスを作成することができます。
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 垂直方向 (Ctrl+Alt+Down)

1番上と下のファイルボックス間にあるファイルが均等な距離に配置されるように、選択された

ファイルを整理して配置します。

 水平方向 (Ctrl+Alt+R ig ht)

1番右端と左端のファイルボックス間にあるファイルが均等な距離に配置されるように、選択

されたファイルを整理して配置します。

並べ替え

[並べ替え] サブメニューによりファイルボックスを名前、または、幅により並べ替えることができます。選択されたファイルボックスのポジション (す

なわち、 上と左の端) は [昇順]、または、[降順] コマンドが使用される場合でも変更されません。

 昇順 | 名前

選択されたファイルボックスは、ファイル名別に A を最初にしてアルファベット順に並べ替えられま

す。

 昇順| 幅

選択されたファイルボックスは、最も幅の狭いファイルボックスを上に、最も幅の広いファイルボックスを

したにして幅別に並べ替えられます。

 降順 | 名前

選択されたファイルボックスは、ファイル名別に Z を最初にしてアルファベット順に並べ替えられま

す。

 降順| 幅

選択されたファイルボックスは、最も幅の広いファイルボックスを上に、最も幅の狭いファイルボックスを

したにして幅別に並べ替えられます。

4 .9 .5 拡張機能メニュー

[拡張機能] メニュー内で SchemaAgent Server に接続し、 検索パスを再ロードし、選択された、または、すべての スキーマボックスの

ためのゴーストスキーマへの参照パスを修正します。

サーバーに接続

[サーバーへの接続]  コマンドは SchemaAgent サーバーに接続することができる SchemaAgent Server ダイアログボックスを開

きます。

検索パスの再ロード

[検索パスの再ロード]  コマンドにより検索パス 上のファイル (または検索パス自身が)が変更されるとアプリケーションの視覚的なユーザ

ーインターフェイスをアップデートすることができるようになります。 検索パスの再ロードを参照してください。

参照パスの修正

[参照パスの修正]  (Ctrl+R) コマンドは見つからない参照されたファイルのために代わりの場所を検索 しようと試みます。[拡張機

能] メニュー内でこのコマンドを有効化するために 警告  アイコンを持つスキーマボックスをデザインウィンドウ、またはエクスプローラー内で選

択する必要があります。ゴーストスキーマと正確ではないパスを参照してください。

全ての参照パスを修正

全ての参照パスの修正]  コマンドは見つけることのできないすべての参照されるファイルのために代わりの場所を検索 しようと試みま

す。複数のパスの修正を参照してください。
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4 .9 .6 ツールメニュー

[ツール]メニュー により SchemaAgent Client のバージョンをカスタマイズし、グローバルなプログラム 設定を定義することができます。

4.9.6.1  カスタマイズ

[カスタマイズ] コマンドを使用すると SchemaAgent Client を必要に応じてカスタマイズすることができます。

4.9.6.1.1     コマンド

「コマンド」 タブを使用して、メニューまたはツールバーをカスタマイズすることができます。

ツールバー、または、メニューにコマンドを追加する方法:

1. メニューオプション 「ツール | カスタマイズ」を選択します。カスタマイズ ダイアログボックスが表示されます。

2. カテゴリ リストボックス内で、[全てのコマンド] カテゴリを選択します。使用することのできるコマンドは、コマンド リストボックス内に表

示されます。
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3. [コマンド]リストボックス内のコマンドをクリックして、既存のメニューまたはツールバーにドラッグします。コマンドをドロップ可能な箇所

にカーソルをポイントすると I-ビームが表示されます。

4. コマンドを挿入する箇所でマウスボタンをリリースします。

· コマンドをドラッグすると、マウスの先に小さなボタンが表示されます。ポインターの下の [x] は現在のカーソルの位置にはコマンドを

ドロップできないことを意味します。

· (ツールバー、または、メニューで)コマンドをドロップできる箇所では、 "x" は消えます。

· ドラッグ中にカーソルをメニューにかざすと開かれ、メニュー内にコマンドを挿入することができます。

· コマンドは、メニュー、または、ツールバー内に配置することができます。自身のツールバーが作成さr手いる場合、自身のコマンド/

アイコンを使用して作成することができます。

メモ: (コンテキストメニューを開くために右クリックして)同じメソッドを使用して コンテキストメニュー ( 内のコマンドを編集することができま

す。メニュータブをクリックし、コテキストメニュー コンボボックス内で使用することのできる特定のコンテキストメニューを選択します。

4.9.6.1.2     ツールバー

[ツールバー] タブにより、特定のツールバーを有効化、または、無効化し、自身の特別なツールバーを作成することができます。

SchemaAgent Client ツールバーには、最も頻繁に使用されるメニューコマンドのためのシンボルが含まれています。 取得される各シンボル

には、短い説明が表示され、マウスのカーソルが直接アイテムとステータスバーにポイントされると、コマンドの更に詳細な記述が表示されます。

標準のポジションからフロート状態のウィンドウとして表示されているツールバーをスクリーン上のロケーションにドラッグすることができます。 また

は、 メインウィンドウの左側、または、右側の端に固定することができます。
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[テキストラベルの表示] オプションを選択してツールバーアイコンの下に説明を表示します。それぞれのツールバーのためにこのオプションを選

択、またはクリアすることができます。

ツールバーを有効化、または、無効化する方法:

· 特定のツールバーに対応するチェックボックスをクリックまたはクリアします。

新規の ツールバーを作成する方法:

1. [新規作成...] ボタンをクリックし、表示されるダイアログボックスに名前を入力します。

2. [カスタマイズ] ダイアログボックスのコマンド タブ内のツールバーにコマンドをドラッグします。

メニューバーをリセットする方法:

1. メニューバーエントリをクリックします。

2. [リセット] ボタンをクリックし、メニューコマンドを SchemaAgent Client がインストールされた状態にリセットします。
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すべてのツールバーとメニューコマンドをリセットする方法:

1. [全てをリセット] ボタンをクリックして、すべてのツールバー コマンドをプログラムがインストールされた状態にリセットします。ツールバ

ーとメニューがリセットすることを通知するダイアログボックスが表示されます。

2. [はい] をクリックして、リセットを確認します。

ツールバー名を変更する方法:

· [名前の変更. . .] ボタンをクリックして、ツールバーの名前を編集します。

このオプションは、ユーザー定義ツールバーのためにのみ使用することができます。

ツールバーを削除する方法:

1. ツールバーリストボックス内で削除するツールバーを選択します。

2. [削除] ボタンをクリックします。メッセージボックスが表示され、ツールバーの削除を確認します。

3. [はい] をクリックして削除を確認します。

このオプションは、ユーザー定義ツールバーのためにのみ使用することができます。

4.9.6.1.3     ツール

[ツール] タブ を使用して、例えば [ツール] メニューに他のアプリケーションをリンクするなど、パーソナルなメニューアイテムを追加することができ

ます。ユーザー定義エントリは [ツール] メニュー内の標準のメニューアイテムの上に表示されます。
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ユーザー定義ツールの追加方法:

1. [新規作成]  アイコンをメニューコンテンツ タイトルバー内でクリックし、 または、 [挿入] キーを押します。

2. 表示されるテキストフィールド内で、 メニューエントリとして表示される文字列を[ツール] メニューに入力します。 

3. [コマンド]フィールド内で、アプリケーションの実行可能ファイルにパスを入力し、または、 参照ボタンを使用してパスを選択します。

4. 適用できる場合、 [引数] フィールド内にアプリケーションを開始するために必要な引数を入力します。

5. 適用可能な場合、ツールを初期化する際に現在の (最初の) ディレクトリとして使用されるディレクトリへのパスを入力します。

ユーザー定義ツールのシーケンスを変更する方法:

· エントリを選択し、[アイテムを上に移動]  と [アイテムを下に移動]  ボタンを使用して、メニューアイテムを移動します。

または、エントリを移動するために、ショートカットキー [Alt+Up] と [Alt+Down] を使用することができます。

ユーザー定義 メニュー アイテムの名前の変更方法:

· [メニューコンテンツ] フィールド内のアイテムをダブルクリックし、エントリを編集します。
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ユーザー定義ツールの削除方法:

· [ツール] メニューから削除するエントリを選択し、[削除]  アイコンをメニューコンテンツ タイトルバー内でクリック、または、 [削

除] キーを押します。

4.9.6.1.4     キーボード

[キーボード] タブにより SchemaAgent Client コマンドのためにキーボード ショートカットを定義(または、変更)することができます。 

コマンドに新規の ショートカットを割り当てる方法:

1. 全てのコマンド カテゴリを カテゴリ ドロップダウンリストから選択します。

2. ドロップダウンリストのために アクセレレーターを設定する で適用できる場合以下の1つを選択します:

· デフォルト – デザインウィンドウが開かれているかどうかにかかわらずこのオプションによりショートカットを開くまたは閉じることができ

ます。

· SchemaAgent デザイン – ショートカットはデザインが開かれている場合のみ作動します。

3. コマンド リストボックス内で新しいショートカットを割り当てるコマンドを選択します。
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4. 新規のショートカットキー テキストボックスをクリックして、コマンドを有効化するためのショートカットキーを押します。ショートカット

は、テキストボックス内に表示されます。ショートカットが前に割り当てられている場合、その関数はテキストボックスの下に表示されま

す。

5. 割り当て ボタンをクリックしてショートカットを割り当てます。ショートカットが 現在のキー リストボックスに内に表示されます。(テキス

トボックスをクリアするには、コントロールキー、Ctrl、Alt または Shift の1つを押します)。

ショートカットを再度割り当てる、または、削除する:

1. 現在のキー リストボックス内で削除するショートカットをクリックします。

2. [削除] ボタンをクリックします。

3. [閉じる] ボタンをクリックして確認します。

すべてのショートカットキーをリセットする:

1. プログラムがインストールされた時の状態に全てのショートカットキーをリセットするために、「全てをリセット」 ボタンをクリックします。

ツールバーとメニューがリセットすることを通知するプロンプトが表示されます。

2. 「はい」 をクリックして、リセットを確認します。

以下のテーブルは現在割り当てられているキーボードショートカットをキーおよび機能別にリストしています。

キー別のホットキー

ショートカット コマンド名

F1 ヘルプ

削除 削除

Shift+Delete 切り取り

Ctrl+Insert コピー

Shift+Insert 貼り付け

Ctrl+Down 下寄せ

Alt+Down 垂直方向に1列に並べる

Ctrl+Alt+Down 垂直方向に均等に並べる

Ctrl+Left 左寄せ

Ctrl+Right 右寄せ

Alt+Right 水平方向に1列に並べる

Ctrl+Alt+Right 水平方向に均等に並べる

Ctrl+Up 上寄せ

Ctrl+A すべて選択

Ctrl+C コピー
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Ctrl+N 新規作成

Ctrl+O 開く

Ctrl+P 印刷

Ctrl+R 参照パスの修正

Ctrl+S 保存

Ctrl+V 貼り付け

Ctrl+X 切り取り

Alt+G グリッドの表示

機能別のホットキー

コマンド名 ショートカット 代替ショートカット

下寄せ Ctrl+Down

左寄せ Ctrl+Left

右寄せ Ctrl+Right

上寄せ Ctrl+Up

コピー Ctrl+C Ctrl+Insert

参照パスの修正 Ctrl+R

切り取り Ctrl+X Shift+Delete

削除 削除

ヘルプ F1

水平方向に1列に並べる Alt+Right

垂直方向に1列に並べる Alt+Down

新規作成 Ctrl+N

開く Ctrl+O

貼り付け Ctrl+V Shift+Insert

印刷 Ctrl+P

保存 Ctrl+S

すべて選択 ショートカット



144 SchemaAgent Client メニューレファレンス

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova SchemaAgent 2021

コマンド名 ショートカット 代替ショートカット

グリッドの表示 Alt+G

水平方向に均等に並べる Ctrl+Alt+Right

垂直方向に均等に並べる Ctrl+Alt+Down

4.9.6.1.5     メニュー

[メニュー] タブによりメニューバーとコンテキストメニューによりカスタマイズすることができます。

メニューをカスタム化する方法

[デフォルトメニュー] バーはデザインウィンドウが開かれていない場合に表示されるメニューバーです。[SchemaAgent デザイン] メニュー

バーは少なくとも1つのデザインウィンドウが開かれていると表示されるメニューバーです。各メニューバーを個別にカスタム化することができ、カスタ

ム化の変更はお互いに影響を与えません。

メニューバーをカスタム化するには 「メニューの表示」 ドロップダウンリストから選択します。[コマンド] タブをクリックして [コマンド] リストからコ

マンドをメニューバーまたはメニューにドラッグします。
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メニューからコマンドを削除しリセットする方法

メニュー内のメニューまたはコマンドを全て削除するには以下を行います:

1. カスタム化するメニューバーを [メニューの表示] ドロップダウンリストから選択します。

2. カスタム化ダイアログが開かれている状態で (i) アプリケーションのメニューバーから削除するメニュー、または (ii) これらのメニューの1

つから削除するコマンドを選択します。

3. E ither (i) メニューからメニューバーまたはメニュコマンドからドラッグし (ii) メニューまたはメニューコマンドを右クリックし [削除]を選

択します。

[メニューの表示] ドロップダウンリストから選択し[リセット] ボタンをクリックしてメニューを元の状態にリセットすることができます。

アプリケーションのコンテキストメニューをカスタマイズする方法

コンテキストメニューはアプリケーションのインターフェイス内の特定のオブジェクトを右クリックすると表示されるメニューです。これらのコンテキストメ

ニューのそれぞれは以下を行ってカスタム化することができます:

1. [コンテキストメニューの選択] ドロップダウンリストからコンテキストメニューを選択します。コンテキストメニューがポップアップされま

す。

2. [コマンド] タブをクリックします。

3. [コマンド] リストボックスからコマンドをコンテキスメニューにドラッグします。 

4. コンテキストメニューからコマンドを削除するために、コンテキストメニュー内でそのコマンドを右クリックして[削除]を選択します。代わり

に、コマンドをコンテキストメニューからドラッグします。

[コンテキストメニューの選択] ドロップダウンリスト 内で選択し [リセット] ボタンをクリックしてコンテキストメニューを初期のインストールの状

態にします。

メニューとメニューの影

全てのメニューに影を与えるために[メニューの影] チェックボックスを選択します。 

アニメーションされるメニューを希望する場合は、複数のメニューから選択することができます。[メニューのアニメーション] ドロップダウンボックス

は次のオプションを提供します:

· なし (デフォルト)

· 展開

· スライド

· フェード
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4.9.6.1.6     オプション

[オプション] タブにより一般的な環境 設定を設定することができます。

アクティブな場合、[ツールバーに画面のヒントを表示]チェックボックスは、アイコンバー内のアイコンにマウスポインターがポイントされるとヒント

を表示します。ヒントには、アイコン機能の短い記述、存在する場合は関連付けられたキーボード ショートカットが表示されます。

[画面のヒントにショートカットキーを表示] チェックボックスにより、ヒント内にショートカットの作成を決定することができます。 

アクティブな場合[大きいアイコン] チェックボックスにより、標準サイズのアイコンと大きなサイズのアイコンの間を切り替えることができます。 

4.9.6.2  オプション...

[ツール | オプション] コマンドによりグローバルなアプリケーション設定を定義することができます。これらの設定はタブされたダイアログボックス内

で指定され、レジストリ内に保管されます。 すべての現在と未来のドキュメント ウィンドウに適用されます。[適用] ボタンにより現在開かれて

いるドキュメントへの変更を表示することができます。
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4.9.6.2.1     デザイン

デザイン タブにより、デザインウィンドウ内でファイルボックスの表示方法をカスタマイズすることができます。 

移動 & サイズ調整

リアルタイムのドラッグを有効化 チェックボックスが選択されていると、ファイルボックスのドラッグ中デザインは恒久的に描きなおされます。チェッ

クボックスが選択されていない場合、 ファイルボックスはドラッグ中に元の場所とどまり、マウスがリリースされた後にのみ新規の位置に移動され

ます。 ドラッグ中に、ファイルボックスの新規の位置が概要に表示されます。

[しきい値 (アイテム)] フィールド内に、ドラッグされる際にコンテンツと共に表示される選択されたファイルボックスの最大値を入力することがで

きます。 選択されたファイルボックスの数に制限がある場合、ドラッグ中に概要内で選択されたファイルボックスが表示されます。 

グリッド

[グリッドの有効化] チェックボックスは、新規のデザインウィンドウのデフォルトの外観を設定します。[グリッド サイズ] フィールドを使用して、

グリッドの幅を定義します。 
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メモ: 既に開かれているデザインウィンドウの設定はすぐに更新されません。アクティブな デザインウィンドウのためのグリッドを表示するには

[グリッドの有効化/無効化]  ツールバーボタンをクリック、またはショートカットキー [Alt+G] を使用します。

コンポーネントリレーション

自動的に展開 チェックボックスが有効化されていると、SchemaAgent は、コンポーネントリレーションをクリックするとソースとターゲットコンポ

ーネントの詳細ツリーを自動的に展開します。 ソースとターゲットスキーマ内のグローバルなセクションは、コンポーネントのリレーションを確認す

るために展開される必要があります。

ラインアップと階層型レイアウト

ラインアップと階層型レイアウト グループボックス内で、それぞれ、ファイルボックスを整列、または、階層型タブにレイアウトするためのデフォル

トの水平方向と垂直方向のスペースを入力することができます。 

サイズ

展開されると、デフォルトの展開された高さがファイルボックスの高さです。

デフォルトの挿入アクション

デフォルトの [アクションの挿入] ドロップダウンボックスは、デザインウィンドウにドラッグされる際に デザインにファイルを挿入するためのデフォルト

のアクションを設定します。 次のオプションを使用することができます:  デフォルト挿入アクション ドロップダウンボックスから現在の選択に加え

自動的にデザインに追加される依存するファイルの全てのカテゴリを選択することができます。デフォルトの値は 選択範囲のみです。

自動的なレイアウト

複数のファイル、または、 フォルダー全体がデザインウィンドウにドラッグされると、次の レイアウトのオプションを使用することができます:

· デフォルトのレイアウト

· 向きを強制したレイアウト

· 階層構造レイアウト

デフォルトのレイアウト オプションは、デザイン内でファイルボックスをアルファベット順に整理します。 

コンポーネントファイルパス

デザイン内のコンポーネントが .sad デザインファイルに相対的なパスと共に保存される場合、 相対的なファイルパスの使用. . .  チェックボック

スを選択します。

4.9.6.2.2     フォント

フォント タブにより SchemaAgent デザイン内でテキストの概観をカスタマイズすることができます。デフォルトの設定 を[デフォルトの値に戻

す] ボタンをクリックして元に戻すことができます。
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フォントフェイスとスクリプト

デザインビュー内の多種のアイテムの表示のために使用される フォントフェイスとサイズを選択することができます。同じフォントは印刷にも使用

されるため、実際に使用することのできるフォントのみが選択される必要があります。 すべてのアイテムのために同じフォントを使用する場合[す

べてに適用]チェックボックスをクリックします。

サイズ

必要とされるサイズを選択します。すべてのアイテムのために同じフォントサイズを使用する場合[すべてに適用]チェックボックスをクリックしま

す。

スタイル

スタイルと色はこのグループボックス内のオプションを使用して設定することができます。 現在の設定は左側のペイン内のリスト内ですぐに反映さ

れるため、デザインをプレビューすることができます。

4.9.6.2.3     色

[色] タブにより、デザインウィンドウ内で使用される色をカスタマイズすることができます。 [デフォルトの値に戻す] ボタンをクリックするとデフォル

トの設定を復元することができます。
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背景色

このグループボックスにより、グラデーション背景とグラデーションの方向のための色を定義することができます。

コネクタの色

接続線の色 グループボックス内の色はファイルボックスの左右の矢印を指しています。 空のコネクタと接続の複数の異なる型を組み合わせた

コネクタのために異なる色を定義することができます。接続線の色 グループボックス内で接続線の色自身は定義されます。

フォントの色

SchemaAgent Client 内のテキストの異なる型のためにフォントの色を定義することができます。フォント自身とフォントサイズとスタイルは

フォント タブ内で定義することができます。

配色

配色 グループボックスは、編集のために次を選択することのできるドロップダウンリストを提供します:

· XML スキーマ

· XML インスタンス

· スタイルシート変換

· W eb サービス 記述

· MapForce デザイン

個別のグループボックスはタイトルバーのための色を変更できる箇所でファイルボックスの個別のセクションのタイトルであるサブバーのための色が

選択されていない、または、選択済みの場合使用することができます。

接続の色

接続の色 グループボックスは接続線自身を参照します。配色ドロップダウンリスト内の選択により、 異なるオプションを使用することができます

:

· XML スキーマ:  インクルード、インポート、 再定義

· XML インスタンス: スキーマ、スタイルシート

· スタイルシートの変換:  インクルード スタイルシート、 スタイルシート のインポート、 スキーマのインポート、 インラインのスキーマ

· W eb サービス 記述:  W SDL のインポート、スキーマのインポート、 インラインのスキーマ

· MapForce デザイン: スキーマ、 インスタンス、 W SDL

4.9.6.2.4     リレーション

[リレーション] タブにより SchemaAgent デザイン。内のファイルボックス間の接続線の外観をカスタム化することができます。[デフォルトの

値に戻す] ボタンをクリックしてデフォルトの設定を復元することができます。
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次の状態のファイルとコンポーネントのリレーションのために線の幅と線のスタイルを定義することができます

· 通常の状態

· 選択された状態

· ハイライトされた状態

線の幅に関しては、1 から 10 の間の整数を使用することができます。
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4.9.6.2.5     その他

その他タブで起動、シャットダウン、および、キャッシュのオプションを定義することができます。

SchemaAgent LocalServer

SchemaAgent LocalServer を W indows 起動フォルダーに追加するためにユーザーがログインする際に起動(スタートアップフォル

ダーに追加)チェックボックスを選択します。この場合、ユーザーが W indows にログインする都度、 SchemaAgent LocalServer が開

始されます。

最後のクライアントの切断時にシャットダウン チェックボックスを選択すると、 SchemaAgent Client から最後のクライアントが切断され

ると、 SchemaAgent LocalServer は自動的にシャットダウンされます。

SchemaAgent のグローバルとコンポーネントのキャッシュ

使用することのできるサーバーのそれぞれのために、 データがキャッシュされるか定義することができます。データが SchemaAgent サーバー に

よりキャッシュされる場合、更に多くのメモリが使用され、通信周波数が低くなります。

4 .9 .7 ウィンドウメニュー

SchemaAgent Client セッション内で個別のウィンドウを整理するために ウィンドウ メニューに W indows アプリケーションに一般的に共

通の標準のコマンドが含まれています。 

重ねて表示

[重ねて表示]  コマンドコマンドは、開かれている全てのドキュメントウィンドウを(重ねて)整理します。
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水平方向に並べて表示

[水平方向に並べて表示]  コマンドは、開かれている全てのドキュメントウィンドウを[水平方向の分割]として整理し、同時に、視覚

化します。

垂直方向に並べて表示

[垂直方向に並べて表示]  コマンドは、開かれている全てのドキュメントウィンドウを[垂直方向の分割]として整理し、同時に、視覚

化します。

現在開かれているウィンドウのリスト

このリストは現在開かれているすべてのウィンドウを表示し、ウィンドウ間で素早く切り替えることができます。[Ctrl+Tab] または [Ctrl+F6]

キーボードショートカットを使用して、開かれているウィンドウを循環することができます。

4 .9 .8 ヘルプメニュー

目次

説明

ヘルプウィンドウの左側のペインに目次を表示した、 Application の画面上のヘルプマニュアルを開きます。目次はヘルプドキュ

メント全体の概要を表示しています。目次のエントリをクリックしてトピックに移動することができます。 

インデックス

説明

ヘルプウィンドウの左側のペインにキーワード インデックスを表示したApplication の画面上のヘルプマニュアルを開きます。目次

はヘルプドキュメント全体の概要を表示しています。インデックスはキーワードをリストし、キーワードをダブルクリックすることでトピック

へ移動することができます。 キーワードが1つ以上のトピックにリンクされている場合は、トピックのリストが表示されます。

検索

説明

ヘルプウィンドウの左側のペインに検索ダイアログを表示したApplication の画面上のヘルプマニュアルを開きます。単語を検索

するには、入力フィールドに検索対象を入力して、 (i) 「Return」 を押す、または(ii) 「トピックのリスト」をクリックします。 を

押します。 ヘルプシステムは、ヘルプドキュメント全体で全文検索を行いヒットしたリストを返します。アイテムを表示するためには

アイテムをダブルクリックします。

ソフトウェアのライセンス認証

説明

Altova 製品ソフトウェアをダウンロードすると、無料評価キーまたは購入されたライセンスキーを使用して、製品にライセンスを供

与、または、ライセンスの認証を行うことができます。

· 無料  評価ライセンス初めて製品のダウンロードとインストールを行うと、ソフトウェアライセンス認証ダイアログが表示さ

れます。ダイアログでは無料  評価 ライセンスをリクエストすることができます。ユーザーの名前、所属会社名、そして電
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子メールアドレスを表示されるダイアログに入力し リクエストをクリックします。ライセンスファイルが入力された電子メール

アドレスに送信されます。この手順には数分を要します。ライセンスファイルを適切な場所に保存します。リクエストをク

リックすると、リクエストダイアログの下に入力フィールドが表示されます。このフィールドはライセンスファイルのパスを取りま

す。ライセンスファイルを参照 またはライセンスファイルへのパスを入力し 「OK」をクリックします。(「ソフトウェアのライセ

ンス認証ダイアログ」内で「新規のライセンスをアップロードする」 をクリックしてライセンスファイルへのパスを入力する

ダイアログにアクセスすることができます。)ソフトウェアは30日の間アンロックされます。

· 永続的なライセンスキー：ソフトウェアライセンス認証ダイアログには永続的なライセンスキーを購入するためのボタンが

含まれています。このボタンをクリックすると、製品の永続的なライセンスキーを購入することのできる Altova オンライン

ショップに移動することができます。受信する電子メールはライセンスデータを含むライセンスファイルの書式で送信されて

います。3つの種類の永続的なライセンスが存在します:インストール済み、同時使用ユーザー、名前を持つユーザー。

インストール済みのライセンス  は単一のコンピューター上のソフトウェアのロックを解除します。インストール済みのラ

イセンス を N 台のコンピューターのために購入すると N 台までのコンピューター上でソフトウェアを使用することができま

す。同時使用ユーザーライセンス は N 人の同時使用ユーザーに N 人のユーザーに同時にソフトウェアを使用するこ

とを許可します 。(10N 台のコンピューターにソフトウェアをインストールすることができます)。  名前を持つユーザーライ

センスは特定のユーザーが5台の異なるコンピューター上でソフトウェアを使用することを許可します。ソフトウェアのライ

センスを認証するには 「新規のライセンスをアップロードする」 をクリックして表示されるダイアログ内でライセンスファイ

ルを参照、またはライセンスファイルのパスを入力し 「OK」をクリックします。

メモ: 複数のユーザーライセンスのために各ユーザーは各自の名前を入力するようにプロンプトされます。 

ライセンスの電子メールと Altova 製品へのライセンス供与(有効化) の異なる方法 

Altova から受信するライセンス電子メールにはライセンスファイルが添付ファイルとして含まれています。ライセンス

ファイルは .altova_licenses ファイル拡張子を有しています。

Altova 製品のライセンスを認証するには、以下のうち1つ行ってください:

· 適切な場所にライセンスファイル (.altova_licenses) を保存し、ライセンスファイルをダブルク

リックし、表示されるダイアログに必要な情報を入力し、「キーの適用」をクリックして完了します。

· ライセンスファイル (.altova_licenses) を適切な場所に保存します。Altova 製品内では、

「ヘルプ | ライセンス登録メニューコマンドを選択し、新規のライセンスをアップロードします。ライセン

スファイルへのパスを入力し 「OK」をクリックします。

· 適切な場所にライセンスファイル (.altova_licenses) を保存し、 Altova LicenseServer

のライセンスプールにアップロードします。以下を行うことができます:  (i) 製品のソフトウェアライセンス認

証ダイアログから Altova 製品からライセンスを取得します。(以下を参照)または (ii) Altova

LicenseServer から製品へのライセンスを割り当てます。LicenseServer の使用の詳細に関

しては、下記のトピックを参照してください。

ソフトウェアライセンス認証ダイアログ (下のスクリーンショット)  は、「ヘルプ | ソフトウェア アクティベーション」をクリックすること

により常にアクセスすることができます。

以下の方法によりソフトウェアをアクティブ化することができます:

· ソフトウェアライセンス認証ダイアログでライセンスを登録する方法。ダイアログ内で、「新規のライセンスをアップロ

ード」をクリックして、ライセンスファイルを参照し選択します。「OK」をクリックしてライセンスファイルへのパスを確認しま

す(複数のユーザーライセンスの場合は個人の名前です)。「保存」をクリックして完了します。

· ネットワーク上の Altova LicenseServer を使用してライセンス供与する方法:  ネットワーク上の Altova

LicenseServer を使用してライセンスを取得するにはソフトウェアのライセンスの認証ダイアログの下にある Altova

LicenseServer を使用するをクリックします。使用する LicenseServer がインストールされているマシンを選択

します。License Servers の自動検知は LAN 上で配信が送信されることを意味します。これらの配信がサブネッ

トに制限されているため、License Server は自動検知のためのクライアントマシンと同じサブネット上に存在する必



156 SchemaAgent Client メニューレファレンス

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova SchemaAgent 2021

要があります。自動検知が作動しない場合、サーバーの名前を入力します。Altova LicenseServer はライセンス

プール内で Altova 製品のためのライセンスを有している必要があります。LicenseServer プール内に存在する場

合、ソフトウェアライセンス認証ダイアログ内に表示されます (Altova XMLSpy 内のダイアログで表示されている

例を参照してください)。「保存」をクリックしてライセンスを取得します。

マシン固有のライセンスが LicenseServer からインストールされると、7日間は、 LicenseServer に戻すことがで

きません。7日過ぎると、(「ライセンスを戻す」をクリックして) マシンのライセンスを LicenseServer に戻すことがで

き、このライセンスは、他のクライアントにより LicenseServer から取得することができます。LicenseServer 管理

者は、 LicenseServer の W eb UI を使用して、取得されたライセンスの割り当てを解除することができます。ライ

センスの返却は、マシン固有のライセンスのみに適用され、現在使用中のライセンスには適用されないことに注意してく

ださい。

ライセンスのチェックアウト

ライセンスが製品マシン上に保管されるように、ライセンスをライセンスプールから 30 日間チェックアウトすることができま

す。これにより、オフラインで作業することが可能になります。この機能はとても役に立ちます。Altova

LicenseServer にアクセスできない環境(例えば、旅行中に Altova 製品がインストールされたラップトップコンピュー

ターで作業する)場合などが挙げられます。ライセンスはチェックアウトされていますが、 LicenseServer は、ライセンス

が使用中と表示し、ライセンスは他のマシンで使用することができません。ライセンスはチェックアウトの期間が終わると自

動的にチェックインされた状態を戻します。または、チェックアウトされたライセンスはソフトウェアのライセンスの認証ダイア

ログのボタンを使用して「チェックイン」することができます。

ライセンスをチェックアウトするには以下をおこないます:  (i) ソフトウェアのライセンスの認証ダイアログで 「ライセンスの

チェックアウト」 をクリックします (上のスクリーンショット参照)。(ii) ライセンスのチェックアウトダイアログ内から、チェッ

クアウトの期間を選択し、 「チェックアウト」をクリックします。ライセンスがチェックアウトされます。ライセンスのチェックアウ

ト後2つの状態が発生します:  (i) ソフトウェアのライセンス認証ダイアログは時刻およびチェックアウトの期限を含む

チェックアウトに関する情報を表示します。 (ii) ダイアログ内の 「ライセンスのチェックアウト」 ボタンは 「チェックイン」

ボタンに変更されます。「チェックイン」ボタンをクリックして、ライセンスをチェックインすることができます。チェックアウト期

間の期限が切れると、ライセンスは自動的にチェックイン状態に戻されるため、選択したチェックアウトの期間がオフライ

ンで作業する期間をカバーするように確認してください。
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メモ:    ライセンスのチェックアウトを可能にするには、 LicenseServer 上でチェックアウト機能が有効化されている必

要があります。チェックアウトを試みる際この機能が有効化されていない場合、エラーメッセージが表示されます。この場

合、 LicenseServer 管理者に連絡してください。

サポートコードのコピー

「サポートコードのコピー」 をクリックして、ライセンスの詳細をクリップボードにコピーしてください。これはオンラインサポー

トフォームを使用してサポートをリクエストする際に必要なデータです。

Altova LicenseServer を使用することにより、 IT 管理者は、リアルタイムでネットワーク上の全てのライセンスの概要、およ

び、クライアントの割り当てと、クライアントのライセンスの使用状況を確認することができます。LicenseServer を使用する利点

は、ですから、多数の Altova ライセンスを管理することのできる管理機能です。Altova LicenseServer は、 Altova Web

サイトで無料で提供されています。Altova LicenseServer および Altova LicenseServer を使用したライセンスの供与に

関する詳細は、Altova LicenseServer ドキュメントを参照してください。

注文フォーム

説明

ソフトウェア製品のライセンス許与バージョンを注文する準備が整っている場合、 (前のセクション参照) ソフトウェアライセンス認

証ダイアログ内の 「永久ライセンスの購入」ボタン、または 「注文フォーム」 コマンドを使用して Altova オンラインショップに移

動して注文することができます。

登録

説明

Altova 製品登録ページをブラウザーのタブに表示します。Altova ソフトウェアを登録することにより、最新の製品の情報が得ら

れます。

更新のチェック

説明

Altova サーバーに接続して、より新しいバージョンの製品が利用可能かどうかチェックし、その結果を表示します。

サポートセンター

説明

インターネット上にある Altova サポートセンターへのリンクとなっています。サポートセンターには FAQ やディスカッションフォーラム

が含まれており、問題の解決方法を探り、Altova の技術サポートスタッフへアクセスすることができます（現在英語のみの提供と

なります）。

W EB 上の FAQ

説明

インターネット上にある Altova の FAQ へのリンクとなっています。FAQ データベースは Altova のサポートスタッフにより常時更

新されています。

コンポーネントのダウンロード
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説明

インターネット上にある Altova のコンポーネントダウンロードセンターへのリンクとなっています。このリンク先から様々なコンポーネン

トソフトウェアをダウンロードして、Altova 製品とともに使用することができます。ソフトウェアコンポーネントは XSLT や XSL-FO

プロセッサーからアプリケーションサービスプラットフォームまで、幅広く提供されています。コンポーネントダウンロードセンターにてご利

用になれるソフトウェアは、通常無料でご利用になれます。

インターネット上の Application

説明

インターネット上にある Altova W eb サイトへのリンクとなっています。Altova W eb サイトでは、Application や関連するテク

ノロジーについて確認することができます。

Application について

説明

スプラッシュ画面と製品のバージョン番号が表示されます。Application の 64 ビットバージョンを使用している場合、これはアプ

リケーション名の後のサフィックス (x64) により示されています。32 ビットバージョンにはサフィックスは存在しません。
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5 ライセンス情報

このセクションには以下の内容が含まれています:

· ソフトウェアの配布 に関する情報 

· ソフトウェアのアクティベーションとライセンスの計測

· ソフトウェアの使用に関する使用許諾契約書

本製品を使用する前に、上記の情報をよくお読みください。 ソフトウェアのインストール時に上記のすべての条件に同意したとみなされ、お客

様は上記の条件に拘束されることを同意したとみなされます。

Altova ライセンスの内容を確認するには、 Altova W eb サイト の Altova法的な情報のページ に移動してください。
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5.1 電子的なソフトウェアの配布

この製品は電子的なソフトウェアの配布により利用することが可能で、この配布方法により、以下のユニークなメリットがあります：

 

· 購入を決定する前に、無料でソフトウェアを試用することができます。 (Note: Altova MobileTogether Designer に対して

ライセンスを無料で割り当てることができます)。

· Once ソフトウェアの購入を決定した際には、 Altova W eb サイト にて注文を行います。すぐにライセンス登録された製品の使

用を開始することができます。

· オンラインにて注文を行うと、常に最新のソフトウェアをご利用いただけます。

· 製品パッケージには包括的なヘルプシステムが画面上に表示されます。最新バージョンのユーザーマニュアルは

https://www.altova.com/ja/ 上にあり、(i) HTML フォーマットによる閲覧、ならびに (ii) PDF フォーマットのダウンロードと

印刷に対応しております。

30日間の評価期間

この製品をダウンロードした後は、最大で30日の間無料で製品の評価を行うことができます。20日間を超えた頃から、製品がライセンス登録

されていないことがソフトウェアにより表示されます。このメッセージはアプリケーションが起動されるたびに表示され、30日間を超えてプログラムを

使用するには、キーコードを含むライセンスファイルから提供される製品のライセンスを購入します。ライセンスファイルを製品のソフトウェアアクティ

ベーションダイアログにアップロードして、製品をアンロックします。

https://shop.altova.com/ でライセンスを購入することができます

組織内でソフトウェアの評価を行う

評価版のソフトウェアを組織内のネットワークにて配布したい場合、またはインターネットに接続されていないコンピューターにてソフトウェアを使

用する場合、どのような状態でも改変さていていないことを条件に、セットアッププログラムだけの配布を行うことが可能です。ソフトウェアインス

トーラーへアクセスした人は、例外なく30日間の評価ライセンスキーコードをリクエストして、試用期間が経過した後は、製品を使い続けるた

めにライセンスの購入を行う必要があります。
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5.2 ソフトウェアのアクティベーションとライセンスの計測

Altova のソフトウェアアクティベーションの一部として、ソフトウェアにより内部ネットワークまたはインターネットへの接続を行い、インストール時、

登録時、Altova により使用されるライセンスサーバーの更新やライセンスの正当性を検証することで、ソフトウェアの不正な使用を防ぎ、顧客

サービスを向上するため、ライセンスに関する情報を送信することがあります。アクティベーションにより、オペレーティングシステムや IP アドレス、

日付/時刻、ソフトウェアのバージョン、コンピュータの名前などのライセンスに関する情報が、お使いのコンピューターと Altova ライセンスサーバ

ー間にてやり取りされます。

お使いの Altova 製品にはライセンス計測モジュールが内蔵されており、エンドユーザー使用許諾契約書の意図しない違反を防ぎます。お使

いの製品はシングルユーザーまたはマルチユーザーとしてインストールされており、ライセンス計測モジュールにより、ライセンスされている数を超え

たユーザーが同時に製品を使用することが無いことが保証されます。

このライセンス計測技術により、ローカルエリア接続 (LAN) において、別々のコンピューター間で動作しているアプリケーションインスタンス間の

通信が行われます。

シングルライセンス 

ライセンス計測プロセスの一部としてアプリケーションが起動すると、ソフトウェアにより短いデータグラムがブロードキャストにより送信され、同一の

ネットワークセグメントにある他のコンピューターにてプログラムが動作していないかのチェックが行われます。応答が無い場合は、アプリケーション

の他インスタンスから送信される信号に応えるため、ポートが開かれます。

マルチユーザーライセンス

同一の LAN 内にて2つ以上のアプリケーションインスタンスが使用された場合、スタートアップ時に、これらインスタンス間において通信が行わ

れます。これらのインスタンス間にてキーコードのやりとりが行われ、購入された数のライセンスを超えてインスタンスが起動しないように保証する

ことができます。このようなライセンス計測システムは UNIX やデータベース開発ツールにて広く使用されているもので、Altova ユーザーはリー

ズナブルな価格にて同時使用マルチユーザーライセンスを購入することができます。

弊社はアプリケーションのデザインも行っており、少数の小さなネットワークパケットを送信することで、ネットワークに対する負荷を最小限に抑え

ております。Altova により使用される2799番 TCP/IP ポートは IANA により公式登録されており（詳細は ( IANA W eb サイト

(http://www.iana.org/) を参照ください）、弊社のライセンス計測モジュールも既にテストされたものです。

ファイヤーウォールを使用している場合、2799番ポートにて Altova 製品が動作しているコンピューター同士が通信しているのに気づかれるか

も知れません。その他の手段によりライセンス使用許諾書の内容が守られることを保証できる限り、組織間の異なるグループにおいてこのよう

なトラフィックをブロックすることは勿論可能です。

証明書に関するメモ

Altova アプリケーションは HTTPS を介して Altova ライセンスサーバー (link.altova.com) に通信します。この通信のために

Altova は登録済みの SSL 証明書を使用します。(例えば、社内 IT 部署または外部エージェンシーにより)この証明書が置き換えられて

いる場合、使用中の Altova アプリケーションは接続が安全でないことを警告します。 Altova アプリケーションを開始するために代替の証明

書を使用することができますが、自己責任で行ってください。安全ではない接続 の警告メッセージが表示されると、証明書の発行元を確認

して ( Altova 証明書の代替証明書の使用の継続または停止を決定することができる)社内 IT チームと相談してください。

(例えば、クライアントマシンへの、または、クライアントマシンへの通信を監視するために)自身の証明書の使用が必要な場合 Altova の無料

管理ソフトウェアである Altova LicenseServer を使用中のネットワークにインストールすることが奨励されます。このセットアップでは、

Altova LicenseServer は Altova との通信のために Altova 証明書の使用を許可しつつクライアントマシンが所属機関の証明書の使

用を継続することができます。 
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5.3 エンドユーザー使用許諾契約書

· Altova エンドユーザー使用許諾契約書:  http://www.altova.com/ja/legal/eula 

· Altova プライバシーポリシー:  http://www.altova.com/ja/privacy 
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